
（　
　
　

）

T
h

e O
rien

ta
l E

con
om

ist

研
究
序
説

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

一
〇
五

七
九
七

T
he O

riental E
conom

ist

研
究
序
説

―
―
創
刊
初
期
を
中
心
に
―
―

望
　
　
月
　
　
詩
　
　
史

は
じ
め
に

第
一
章　

創
刊
の
経
緯

第
二
章　

誌
面
構
成

第
三
章　
﹃
新
報
﹄
掲
載
の
Ｏ
Ｅ
誌
最
新
号
広
告

お
わ
り
に

資
料
一
・
二
・
三



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

一
〇
六

T
h

e O
rien

ta
l E

con
om

ist

研
究
序
説

七
九
八

は
じ
め
に

　

一
八
九
五
年
に
東
洋
経
済
新
報
社
か
ら
創
刊
さ
れ
た
経
済
誌
﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄（
以
下
、﹃
新
報
﹄
と
略
記
）
や
同
主
幹
・
社
長
を
務
め

た
石
橋
湛
山
（
一
八
八
四
︱
一
九
七
三
年
）
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
同
社
が
一
九

三
四
年
五
月
に
発
刊
し
た
英
文
誌
（
月
刊
）T

h
e O

rien
ta

l E
con

om
ist

（
英
文
東
洋
経
済
新
報
。
以
下
、
Ｏ
Ｅ
誌
と
略
記
）
は
、
ほ
と

ん
ど
手
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た）

1
（

。

　

英
文
誌
と
い
う
雑
誌
の
性
格
以
外
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
Ｏ
Ｅ
誌
掲
載
の
記
事
が
﹃
新
報
﹄
掲
載
の
記
事
の
英
訳
で
あ
り
、
そ

れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
ず
、
ま
た
、
記
事
の
独
自
性
と
そ
の
価
値
も
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
〇
年
か
ら
七

二
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
﹃
石
橋
湛
山
全
集
﹄（
全
一
五
巻
）
に
は
、
石
橋
が
Ｏ
Ｅ
誌
に
発
表
し
た
文
章
が
一
切
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

だ
が
、
二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
石
橋
湛
山
全
集　

第
十
六
巻
（
補
巻
）﹄（
東
洋
経
済
新
報
社
））

2
（

に
は
、
三
つ
の
文
章
が
収
録
さ
れ
た
。

そ
れ
は
Ｏ
Ｅ
誌
の
創
刊
を
告
知
す
る“A

n Im
portant A

nnouncem
ent E

nglish E
dition of the O

riental E
conom

ist”

（﹃
新
報
﹄
一

九
三
三
年
九
月
二
十
三
日
号
）、
創
刊
号
（
一
九
三
四
年
五
月
）
に
掲
載
さ
れ
た“F

O
R

W
A

R
D

”

、
そ
し
て
一
九
五
四
年
に
発
表
さ
れ
た
石

橋
の
回
顧
録“Tw

enty Years w
ith T

he O
riental E

conom
ist”

（﹁﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
と
共
に
二
〇
年
﹂）（T

h
e 

O
rien

ta
l E

con
om

ist, V
ol. X

X
II, N

o. 524, June 1954
）
で
あ
る
。
同
巻
に
は
﹁
英
文
誌
（T

he O
riental E

conom
ist

）
の
概
要
﹂

と
題
す
る
短
い
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
全
集
に
Ｏ
Ｅ
誌
掲
載
記
事
が
収
録
し
な
か
っ
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

Ｏ
Ｅ
誌
の
記
事
内
容
は
、
基
本
的
に
は
﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
誌
の
記
事
を
英
訳
し
た
論
文
か
ら
な
っ
て
お
り
、
石
橋
自
身
の
英
語
論
文

も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
﹃
石
橋
湛
山
全
集
﹄
に
お
い
て
は
、
英
語
論
文
の
収
録
は
原
則
と
し
て
除
か
れ
た
。
収
録
内
容
の
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重
複
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。）

3
（

　

か
つ
て
東
洋
経
済
新
報
社
が
刊
行
し
た
﹃
東
洋
時
論
﹄
は
文
芸
雑
誌
で
あ
り
、
経
済
雑
誌
の
﹃
新
報
﹄
と
差
別
化
を
図
っ
て
い
た
が
、
そ

の
二
つ
の
関
係
性
と
は
異
な
り
、
Ｏ
Ｅ
誌
も
経
済
雑
誌
で
あ
る
以
上
、
取
り
扱
う
テ
ー
マ
が
重
複
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
や
同

一
人
物
が
執
筆
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
内
容
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
主
張
や
表
現
に
も
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
Ｏ
Ｅ
誌

の
存
在
意
義
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
本
論
で
も
検
討
す
る
よ
う
に
、
読
者
層
の
違
い
を
念
頭
に
置
い
た
様
々
な
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。﹁
収
録
内
容
の
重
複
を
避
け
る
た
め
﹂
全
集
に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
石
橋
の
論
説
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
一
九
三
〇
、
四
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
彼
の
言
論
活
動
の
一
面
に
光
を
当
て
る
手
が
か
り
と
な
る
と
期

待
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、﹃
新
報
﹄
記
事
と
Ｏ
Ｅ
誌
記
事
の
対
照
作
業
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
と
い
う
事
情
も
、
こ
れ
ま
で
に
Ｏ
Ｅ
誌
研

究
が
着
手
さ
れ
な
か
っ
た
一
つ
の
理
由
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
石
橋
研
究
に
つ
い
て
い
え
ば
、
英
語
論
文
を
除
い
て
も
膨
大
な
論

説
が
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
Ｏ
Ｅ
誌
の
所
蔵
状
況
が
﹃
新
報
﹄
と
比
べ
る
と
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、﹁C

iN
ii B

ooks

﹂（http://ci.nii.ac.jp/

books/

）
で
大
学
図
書
館
の
所
蔵
状
況
を
検
索
す
る
と
、﹃
新
報
﹄
は
一
九
八
件
、
Ｏ
Ｅ
誌
は
五
九
件
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
三
月
三
十
一

日
時
点
）。
約
三
倍
近
い
開
き
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｏ
Ｅ
誌
は
、
部
分
所
蔵
が
大
半
を
占
め
て
い
る
点
も
﹃
新
報
﹄
と
事
情
が
異
な
る
。
な
お
、

公
共
図
書
館
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
（
関
西
館
）
の
所
蔵
が
最
も
多
い
も
の
の）

4
（

、
創
刊
年
（
一
九
三
四
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
全
号
が
所
蔵

さ
れ
て
い
な
い）

5
（

。
こ
う
し
た
所
蔵
状
況
の
違
い
が
、
Ｏ
Ｅ
誌
研
究
に
着
手
す
る
契
機
を
狭
き
門
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

石
橋
湛
山
及
び
東
洋
経
済
新
報
社
に
関
す
る
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
松
尾
尊
兊
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
﹁
注
文
﹂

を
口
に
し
て
い
た
。
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八
〇
〇

あ
と
は
注
文
で
、
東
洋
経
済
の
英
文
誌
﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄（
一
九
三
四
年
五
月
発
行
）、
こ
の
研
究
を
誰
か
が
キ
チ

ン
と
や
る
べ
き
で
す
。
戦
時
中
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
毎
月
発
行
さ
れ
た
英
文
誌
を
、
海
外
は
ど
う
見
て
い
た
か
。
ま
た
湛
山
は
﹃
新

報
﹄
に
書
い
た
こ
と
と
別
の
ト
ー
ン
で
書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。）

6
（

　

こ
の
﹁
注
文
﹂
以
降
、
Ｏ
Ｅ
誌
研
究
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
、
ま
た
、
実
際
に
研
究
が
着
手
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
の
一
部
が

既
に
発
表
さ
れ
て
い
る）

7
（

。
だ
が
、
現
時
点
で
は
研
究
が
よ
う
や
く
着
手
さ
れ
た
段
階
で
あ
り
、
上
記
の
研
究
成
果
も
個
別
研
究
で
あ
っ
て
Ｏ

Ｅ
誌
の
全
体
像
が
依
然
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
同
誌
の
特
長
や
性
格
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
Ｏ
Ｅ
誌
の
創
刊
初
期
、
具
体
的
に
は
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
焦
点
を
絞
り
、
今
後
の
Ｏ
Ｅ
誌
研
究
に
資
す
る

と
考
え
ら
れ
る
内
容
を
含
む
全
体
の
見
取
り
図
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、巻
末
に
Ｏ
Ｅ
誌
関
連
の
資
料
を
掲
載
す
る
。

内
容
は
、﹁
資
料
一　

B
O

O
K

S A
N

D
 P

U
B

L
IC

A
T

IO
N

で
紹
介
さ
れ
た
書
籍
一
覧
（
一
九
三
四
︱
一
九
四
五
年
）﹂﹁
資
料
二　

Ｏ
Ｅ
誌
最

新
号
広
告
一
覧
（
一
九
三
四
︱
一
九
三
七
年
）﹂﹁
資
料
三　

石
橋
湛
山
執
筆
論
説
一
覧
（
一
九
三
四
︱
一
九
三
七
年
）﹂
で
あ
る
。

第
一
章　

創
刊
の
経
緯

　

Ｏ
Ｅ
誌
の
創
刊
に
つ
い
て
は
、﹃
石
橋
湛
山
全
集
﹄
第
十
五
巻
（
補
訂
版
）
所
収
の
﹁
年
譜
﹂、
東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
刊
行
委
員
会
編

﹃
東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
﹄（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
六
年
）、
そ
し
て
、
石
橋
湛
山
の
回
想）

8
（

な
ど
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
ず
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
石
橋
は
以
前
よ
り
英
文
雑
誌
の
発
行
に
意
欲
的
だ
っ
た
。
そ
の
証
左
が
、
Ｏ
Ｅ
誌
創
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八
〇
一

刊
か
ら
溯
る
こ
と
約
十
年
前
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
望
月
小
太
郎
が
経
営
し
て
い
た
自
由
通
信
社
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
た
月
刊
誌Japan 

F
inancial and E

conom
ic M

onthly

の
経
営
に
つ
い
て
、
甲
府
中
学
の
同
級
生
で
あ
る
早
川
徳
次
か
ら
相
談
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
一

九
二
二
年
二
月
十
四
日
に
石
橋
は
三
浦
銕
太
郎
と
と
も
に
早
川
に
面
会
し
て
い
る
。
一
旦
は
、
編
集
を
東
洋
経
済
新
報
社
、
経
営
を
両
社
が

共
同
し
て
行
う
こ
と
で
合
意
し
、
同
年
七
月
か
ら
実
施
が
決
ま
っ
た
も
の
の
、
翌
年
三
月
に
提
携
が
解
消
さ
れ
た）

9
（

。

　

し
か
し
、石
橋
は
英
文
雑
誌
の
発
刊
を
諦
め
た
の
で
は
な
い
。
石
橋
が
Ｏ
Ｅ
誌
発
刊
を
計
画
し
始
め
た
正
確
な
時
期
は
定
か
で
は
な
い
が
、

﹃
新
報
﹄
一
九
三
三
年
九
月
二
十
三
日
号
に“A

n Im
portant A

nnouncem
ent E

nglish E
dition of the O

riental E
conom

ist”

（﹁
重

要
な
お
知
ら
せ
︱
﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
英
文
版
の
発
刊
﹂）
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
号
に
は
石
橋
が
英
文
雑
誌
の
発
刊
を
決
意
さ
せ
る

一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
諸
外
国
の
日
本
批
判
（
主
に
﹁
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
﹂）
に
対
す
る
反
論
を
展
開
し
た
﹁
日
本
の
経
済
的
立
場
︱
為
替

ダ
ン
ピ
ン
グ
論
の
誤
り
﹂
の
英
文
も
掲
載
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
﹁
英
文
雑
誌
発
行
へ
の
準
備
行
動
で
あ
っ
た
点
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ

た
﹂）
₁₀
（

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
﹁
重
要
な
お
知
ら
せ
﹂
で
は
、﹁
極
端
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
﹂
の
勃
興
と
そ
れ
に
伴
う
各
国
の
﹁
不
幸
な
政
策
の
流
れ
﹂
に

対
す
る
﹁
抵
抗
﹂
と
し
て
、
英
文
雑
誌
の
発
刊
を
決
意
し
た
と
い
う
。﹁
不
幸
な
政
策
﹂
と
は
、
世
界
恐
慌
を
一
つ
の
契
機
と
す
る
各
国
の

保
護
貿
易
や
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
、
ま
た
、
日
本
が
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
﹁
誤
解
﹂
に
基
づ
く
日
本
に
対
す
る
圧
力
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
前
に
、
次
の
よ
う
に
英
文
雑
誌
の
役
割
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
効
果
に

つ
い
て
も
明
言
す
る
。

英
文
版
と
い
う
媒
体
を
通
じ
て
﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
は
、
全
世
界
の
国
々
に
対
し
て
、
日
本
お
よ
び
極
東
の
経
済
、
政
治
、
社
会
状
況

に
つ
い
て
の
正
確
な
情
報
の
提
供
者
と
な
る
と
と
も
に
、
世
界
の
現
状
を
東
洋
人
の
観
点
か
ら
評
論
し
、
さ
ら
に
そ
の
評
論
に
対
し
て
、
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八
〇
二

欧
米
の
方
々
か
ら
の
公
平
な
評
論
を
仰
ぐ
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
通
し
て
、﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
は
東
西
間
の

よ
り
相
互
理
解
を
深
め
、
も
っ
と
世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。）
₁₁
（

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
や
極
東
の
現
状
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
欧
米
諸
国
の
﹁
誤
解
﹂
を
解
き
た
い
と
い
う
思
い
を
強

調
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
実
現
す
る
こ
と
で
各
国
間
の
相
互
理
解
が
深
ま
り
、
延
い
て
は
世
界
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
と
の
期
待
も
示
し
た
。

　
﹁
重
要
な
お
知
ら
せ
﹂
は
、
最
後
に
自
信
に
満
ち
溢
れ
る
言
葉
を
並
べ
た
。

﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
英
文
版
の
発
刊
に
当
た
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
事
業
に
対
し
て
、
海
外
の
人
々
︱
特
に
欧
米
の
一
般
の
方
々
︱
の

好
意
的
な
ご
理
解
を
切
に
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
呼
び
か
け
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
自
信
を
も
っ
て
次
の
こ
と
を

断
言
し
た
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
新
し
い
季
刊
誌
は
、
西
欧
の
同
種
の
季
刊
誌
と
比
較
し
て
、
よ
り
優
れ
た
も
の
に
な

る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
極
東
の
現
状
に
つ
い
て
の
公
平
で
偏
ら
な
い
情
報
の
提
供
の
た
め
に
、
最
高
最
善
の

努
力
が
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
の
雑
誌
は
、
形
と
し
て
最
初
か
ら
大
き
い
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
海
外
の
国
々
に
と
っ
て
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
日
本
な
ら
び
に
極
東
諸
国
の
統
計
そ
の
他
の
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で
あ
る
。）
₁₂
（

　

こ
れ
が
掲
載
さ
れ
た
時
期
を
考
え
る
と
、
満
州
事
変
、
金
輸
出
再
禁
止
、
満
州
国
建
国
、
国
際
連
盟
か
ら
の
脱
退
と
い
う
一
連
の
政
治
・

経
済
の
出
来
事
に
起
因
す
る
形
で
諸
外
国
に
よ
る
日
本
批
判
が
強
ま
る
中
、
少
し
ず
つ
計
画
を
具
体
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
﹁
年
譜
﹂
に
よ
る
と
、
こ
の
お
知
ら
せ
か
ら
約
三
か
月
後
の
一
九
三
三
年
十
二
月
三
十
日
に
﹁
か
ね
て
発
刊
を
考
案
中
の
英
文
雑
誌
の
内



（　
　
　

）

T
h

e O
rien

ta
l E

con
om

ist

研
究
序
説

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

一
一
一

八
〇
三

容
お
よ
び
統
計
に
つ
い
て
計
画
成
る
﹂）
₁₃
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、R

E
V

IE
W

 O
F

 T
H

E
 M

O
N

T
H

や

L
E

A
D

IN
G

 A
R

T
IC

L
E

S

な
ど
の
主
要
項
目
、そ
し
てST

A
T

IST
IC

A
L

 D
A

T
A

の
中
身
が
お
お
よ
そ
こ
の
時
期
に
固
ま
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
石
橋
自
身
は
ど
の
よ
う
に
創
刊
ま
で
の
経
緯
を
語
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
石
橋
に
よ
る
Ｏ
Ｅ
誌
の
回
顧
録
と

﹃
湛
山
回
想
﹄
を
取
り
上
げ
た
い
。“Tw

enty Years w
ith T

he O
riental E

conom
ist”

に
お
い
て
、
石
橋
は
英
文
雑
誌
の
発
行
を
最
初
に

思
い
付
い
た
の
は
、
一
九
二
一
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
軍
縮
会
議
の
時
期
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
軍
縮
は
中
途
半
端
に
終
わ
ら
せ
ず
に
徹
底

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
各
国
が
協
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
実
が
、﹁
私
に
英
文
に
よ
る
雑
誌
を
発
行
し
て
、

世
界
に
訴
え
よ
う
と
思
い
立
た
せ
た
の
で
あ
る
﹂）
₁₄
（

と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
彼
が
創
刊
の
決
意
を
固
め
た
の
は
、
一
九
三
一
年
十
二
月
の
犬

養
毅
内
閣
に
よ
る
金
輸
出
再
禁
止
以
降
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
、
円
相
場
が
下
落
し
た
。
そ
し
て
、
円
安
に
よ
り
日
本
は
輸

出
を
増
加
し
、
世
界
恐
慌
に
端
を
発
す
る
不
景
気
か
ら
脱
し
つ
つ
あ
っ
た
。
だ
が
、
日
本
の
輸
出
増
加
は
諸
外
国
に
と
っ
て
輸
入
増
加
を
意

味
し
て
お
り
、
日
本
に
対
し
て
い
わ
ゆ
る
﹁
為
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
﹂
や
﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
ン
ピ
ン
グ
﹂
の
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
た
。
石
橋
は

そ
れ
を
日
本
の
実
情
に
対
す
る
認
識
不
足
を
原
因
と
す
る
﹁
全
く
誤
っ
た
非
難
﹂
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ
て
﹁
非
常
に
不
利
益
な
誤
解
﹂
と

し
た）
₁₅
（

。
そ
の
上
で
、
石
橋
は
最
終
的
に
発
刊
を
決
意
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

日
本
に
対
す
る
海
外
か
ら
の
経
済
圧
力
が
、
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
の
速
度
を
速
め
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
軍
縮
問
題
と
同
様
、

上
に
述
べ
た
よ
う
な
経
済
問
題
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
見
解
も
、
日
本
以
外
の
人
々
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

こ
れ
が
私
に
英
文
経
済
誌
の
発
行
を
決
意
さ
せ
た
理
由
で
あ
る
。）
₁₆
（

　

こ
う
し
て
、
諸
外
国
に
よ
る
日
本
へ
の
経
済
的
圧
力
に
対
す
る
危
機
感
が
、
石
橋
を
し
て
Ｏ
Ｅ
誌
発
刊
を
決
意
さ
せ
る
最
終
的
な
要
因
と
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な
っ
た
の
で
あ
る
。
石
橋
は
そ
の
後
も
度
々
Ｏ
Ｅ
誌
発
刊
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
言
及
す
る
が
、
そ
こ
で
は
諸
外
国
に
よ
る
日
本
の
実
情

に
対
す
る
﹁
誤
解
﹂
を
解
く
た
め
に
正
確
な
情
報
を
発
信
し
て
い
る
旨
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
戦
時
中
に
刊
行
さ
れ
た
翻
訳

書
に
寄
せ
た
文
章
の
中
で
も
、
同
様
の
理
由
で
発
刊
を
決
意
し
た
旨
を
記
し
て
い
る
。

昭
和
六
年
の
満
州
事
件
の
発
生
及
び
金
輸
出
再
禁
止
以
後
、
我
が
国
が
政
治
的
に
経
済
的
に
、
英
米
等
か
ら
常
に
目
の
敵
に
さ
れ
て
ゐ

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
。
そ
れ
は
彼
等
の
誤
解
に
基
く
所
が
多
か
っ
た
。
殊
に
彼
等
の
我
が
国
の
経
済
事
情
に
対
す
る
研
究
の
疎
漏

乃
至
無
知
は
甚
だ
し
か
っ
た
。
昭
和
九
年
か
ら
、
敢
て
言
語
上
の
面
倒
を
忍
び
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
発
行
し
た
の
も
、

実
は
斯
う
し
た
有
様
を
棄
て
置
け
ぬ
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。）
₁₇
（

　

し
た
が
っ
て
、
以
下
の
石
橋
の
発
言
は
、
不
正
確
と
考
え
ら
れ
る
。

私
が
﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
の
創
刊
を
企
図
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
世
界
の
す
べ
て
の
国
家
の
軍
備
放
棄
を
実
現
す
る

こ
と
を
世
界
に
訴
え
た
い
た
め
で
あ
っ
た
。）
₁₈
（

　

軍
備
放
棄
の
実
現
云
々
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
文
章
を
執
筆
し
た
一
九
五
四
年
時
点
の
問
題
意
識
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
発
刊
当
時
の
彼
の
問
題
意
識
を
正
確
に
描
写
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
や
は
り
、
前
述
の
と
お
り
、
石
橋
は
経
済
問
題
に
端
を
発

す
る
諸
外
国
の
日
本
批
判
や
圧
力
を
危
惧
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
い
か
に
し
て
﹁
誤
解
﹂
を
解
消
す
る
の
か
が
彼
に
と
っ
て
の
一
番
の
問
題

で
あ
っ
た
。
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と
こ
ろ
で
、﹁
重
要
な
お
知
ら
せ
﹂
か
ら
Ｏ
Ｅ
誌
の
創
刊
ま
で
に
七
个
月
以
上
費
や
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

の
が
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
苦
慮
し
た
こ
と
で
あ
る
。
最
終
的
に
、
田
中
都
吉
（
中
外
新
報
社
長
）
を
通
じ
て
大
石
修
之
亮
が
紹
介
さ

れ
、
彼
が
編
集
主
任
を
務
め
た
。
タ
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
招
聘
し
た
の
が
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
（Jam

es Scherer

）
と
サ
マ
ラ
・
セ

カ
ラ
（
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
社
員
）
で
あ
り
、
前
者
が
英
文
校
閲
、
後
者
が
校
正
を
担
当
し
た）
₁₉
（

。
後
に
、
大
石
の
後
任
と
し
て
玉
井
孝
一
、

シ
ェ
ー
ラ
ー
の
後
任
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
・
Ｈ
・
ヘ
ッ
ジ
ェ
ス
が
採
用
さ
れ
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
が
決
定
し
た
こ
と
で
よ
う
や
く
創
刊
に
向
け
た
準
備
が
整
っ
た
。
と
は
い
え
、
Ｏ
Ｅ
誌
創
刊
号
（
一
九
三
四
年
五
月
）、
第
二

号
（
同
年
六
月
）
の
編
集
ま
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
連
携
が
必
ず
し
も
上
手
く
図
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
三
号
（
同
年
七

月
）
に
な
る
と
、﹁
質
的
に
云
へ
ば
、
翻
訳
者
執
筆
者
校
正
者
印
刷
者
の
チ
マ

マ

ム
ワ
ー
ク
が
漸
く
完
備
し
、
本
誌
の
誇
る
べ
き
諸
特
徴
が
、
本

誌
の
隅
々
ま
で
現
れ
て
来
た
﹂（
Ｏ
Ｅ
誌
第
三
号
広
告
、﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
七
月
二
十
一
日
号
、
三
九
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
編
集
が

軌
道
に
乗
り
始
め
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
一
九
三
四
年
五
月
八
日
に
創
刊
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
冒
頭
に
以
下
の
内
容
の“F

O
R

W
A

R
D

”

が
掲
載
さ
れ
た
。

﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
の
強
み
は
そ
の
編
集
長
に
あ
る
。
経
済
学
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
経
済
思
想
の
形
成
者
と
し
て
も
有
名
な
石
橋

湛
山
氏
の
識
見
は
、現
実
の
出
来
事
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
。
以
下
、金
解
禁
論
争
時
の
石
橋
の
主
張
が
紹
介
︱
引
用
者
）

／
財
政
的
に
も
政
治
的
に
も
東
洋
経
済
新
報
社
は
、そ
の
経
営
の
一
切
を
雑
誌
の
売
り
上
げ
収
入
な
ら
び
に
広
告
収
入
に
よ
っ
て
い
る
。

本
誌
は
い
か
な
る
形
に
よ
る
補
助
金
も
受
け
て
お
ら
な
い
た
め
、
自
主
独
立
で
あ
り
、
恐
れ
る
も
の
は
何
も
な
い
。
こ
の
事
実
は
広
く

世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
／
﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
は
今
の
世
に
あ
ふ
れ
て
い
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
刊
行
物
と
は
無
縁
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
過
去
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
日
本
語
に
よ
る
雑
誌
に
よ
っ
て
成
功
を
収
め
て
き
た
が
、
英
語
版
も
ま
た
、
国
籍
、
人
種
、
信
条
に
関
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係
な
く
、
東
洋
の
経
済
事
情
に
対
す
る
公
平
で
偏
り
の
な
い
視
点
を
全
世
界
に
提
供
し
つ
づ
け
て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。（﹁
／
﹂
は
原
文

に
お
け
る
改
行
を
指
す
︱
引
用
者
））
₂₀
（

　

政
府
か
ら
い
か
な
る
補
助
金
も
受
け
て
い
な
い
点
を
強
調
し
た
の
は
、海
外
の
読
者
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
実
は
、

Ｏ
Ｅ
誌
が
日
本
政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
は
な
く
、
日
本
を
含
む
東
洋
の
現
状
に
関
す
る
正
確
か
つ
公
平
な
情
報
を
提
供
す
る
立
場
を
説
得

力
の
あ
る
も
の
に
し
た
。
な
お
、
一
九
三
五
年
一
月
号
以
降
、
表
紙
の
裏
面
も
し
く
は
目
次
と
同
一
の
ペ
ー
ジ
に“A

N
 

A
N

N
O

U
N

C
E

M
E

N
T

”　

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
趣
旨
は“F

O
R

W
A

R
D

”

と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、﹁
自
主
独
立
﹂
そ
し
て
﹁
自
由
主
義
﹂
の

立
場
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

　

以
上
の
経
緯
で
創
刊
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
誌
の
発
行
部
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る）
₂₁
（

。

創
刊
号
：
三
八
〇
〇
部

（
内
訳
：
国
内
書
店
一
〇
〇
〇
部
配
本
、
海
外
購
読
見
込
先
一
八
〇
〇
部
、
国
内
知
名
人
約
三
〇
〇
部
）

第
二
号
：
四
五
〇
〇
部

第
三
号
：
三
〇
〇
〇
部

第
四
号
：
四
〇
〇
〇
部

第
五
号
：
二
五
〇
〇
部

　

部
数
は
号
ご
と
に
変
遷
し
て
い
る
が
、
第
五
号
の
二
五
〇
〇
部
が
恒
常
化
し
た
と
い
う
。
実
際
の
購
読
者
数
は
、
二
〇
〇
〇
部
程
度
と
見
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ら
れ
て
い
る
。
定
価
は
五
〇
銭
（
海
外
は
二
五
￠
）
に
設
定
さ
れ
た
。
一
九
三
八
年
七
月
号
か
ら
一
円
（
三
〇
￠
）
に
値
上
げ
さ
れ
る
ま
で
、

創
刊
時
の
価
格
で
販
売
さ
れ
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
創
刊
号
か
ら
一
九
四
五
年
六
月
号
ま
で
、
一
度
の
休
刊
も
な
く
毎
月
発
行
さ
れ
た
。

な
お
、
同
年
七
・
八
月
及
び
十
・
十
一
月
は
、
合
併
号）
₂₂
（

と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
海
外
の
主
な
送
付
先
と
し
て
は
、
米
国
、
英
国
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ソ
連
、
香

港
、
上
海
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
挙
げ
ら
れ
る）
₂₃
（

。
石
橋
に
よ
れ
ば
、﹁
太
平
洋
戦
争
中
、
欧
米
と
の
交
通
が
絶
え
て
か
ら
も
、
ス
イ
ス
の
国
際

労
働
局
に
は
送
ら
れ
て
い
た
﹂）
₂₄
（

の
で
あ
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
を
通
じ
て
﹁
敵
国
を
含
む
欧
米
諸
国
に
頒
布
さ
れ
﹂
て
い
た）
₂₅
（

。
ち
な
み
に
、
敗
戦
後
に

Ｇ
Ｈ
Ｑ
経
済
科
学
部
長
の
ク
レ
ー
マ
ー
大
佐
と
面
会
し
た
際
（
一
九
四
五
年
九
月
三
十
日
）、
同
氏
が
Ｏ
Ｅ
誌
を
購
読
し
て
い
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
機
縁
と
な
り
、
東
洋
経
済
新
報
社
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
よ
り
便
宜
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
石
橋
の
日
記
に
は
、﹁
オ
リ

エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
援
助
を
与
ふ
べ
き
旨
の
命
令
を
日
本
政
府
宛
出
さ
る
﹂）
₂₆
（

と
記
さ
れ
て
い
る
。
疎
開
先
の
秋
田
県
横
手
か
ら
東

京
に
引
揚
げ
る
際
の
援
助
は
そ
の
一
つ
で
あ
る）
₂₇
（

。

第
二
章　

誌
面
構
成

　

一
九
三
四
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
創
刊
号
の
目
次
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

REV
IEW

 O
F T

H
E M

O
N

T
H

︹
石
橋
湛
山
執
筆
︱
引
用
者
︺（C

om
m

odity P
rices U

p

︱Stock P
rices L

eap F
orw

ard

︱R
ecord 

F
all in M

oney R
ates

︱R
eflation and E

asy M
oney

︱D
ebt Service C

osts R
educed

︱E
xport T

rade P
rogress F

air

︱P
ublic 

F
inances

）

LEA
D

IN
G A

RT
ICLES

（T
he F

ailure of the A
nglo-Japanese T

rade C
onference

︹
石
橋
湛
山
執
筆
︱
引
用
者
︺, E

asy 
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）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

一
一
六

T
h

e O
rien

ta
l E

con
om

ist

研
究
序
説

八
〇
八

M
oney and B

ig F
ive B

anks, G
old Suspension B

enefit

）

ST
O

CK
S A

N
D

 BO
N

D
S

（S
h

ares S
tation

ary to F
irm

er

︱E
lectric U

tilities B
u

oyan
t

︱O
th

er A
ctive S

h
ares

︱L
osses 

R
ecord by Som

e Issues

︱Speculative Issues N
eglected

︱N
ew

 Issue O
fferings B

risk

︱Sharp U
prush in D

ollar B
onds

）

T
H

E CO
M

M
O

D
IT

Y
M

A
RK

ET

（R
aw

 S
ilk A

w
aits C

ocoon
 D

evelop
m

en
ts

︱C
otton

 Yarn
 S

tability L
ikely to L

ast

︱

C
otton Yarn O

verproduction F
eared

︱R
ayon O

utlook V
aried

︱R
ice and P

olitics

︱Steel P
rices under C

ontrol

︱C
opper 

Is A
ctive and H

igher
︱P

etroleum
 P

rices Irregular

）

ST
A

T
IST

ICA
L D

A
T

A
（B

ank of Japan W
eekly R

eports, N
ote C

irculation, G
old R

eserve, C
learing H

ouse R
eports, 

B
ill C

learin
gs an

d
 D

efau
lts, M

on
ey M

arket R
ates, B

on
d

 an
d

 S
tock Yield

s, F
oreign

 E
xch

an
ge Y.S

.B
. R

ates, T
okyo 

F
oreign

 E
xch

an
ge M

arket, T
okyo G

old
 P

rices, G
overn

m
en

t P
rices for G

old
, T

okyo W
h

olesale P
rice In

d
ex, Jap

an
, 

U
.S.A

., U
.K

. P
rices, Shanghai W

holesale P
rice Index, Tokyo R

etail P
rice Index, Tokyo Stock Q

uotation Index, B
usiness 

A
ctivity In

d
ex, W

areh
ou

sed
 C

om
m

od
ities, E

m
p

loym
en

t, P
ayroll In

d
ex, U

n
em

p
loym

en
t In

d
ex, B

u
sin

ess P
rom

otion
, 

Stock, B
ond Subscription, P

ublic D
ebt of Japan, F

oreign T
rade in M

erchandise, F
oreign T

rade in G
old, Silver, E

xports, 

Im
p

orts of M
erch

an
d

ise, T
ram

p
 S

h
ip

p
in

g A
ctivity, O

cean
 F

reigh
t M

arket, E
x

p
orts, Im

p
orts by C

ou
n

tries, M
ajor 

C
om

m
od

ity P
rod

u
ction

, M
in

eral P
rod

u
cts, R

ayon
 D

em
an

d
 an

d
 S

u
p

p
ly, C

otton
 S

p
in

d
le A

ctivity, C
otton

 T
ex

tile 

D
em

and, Supply, R
aw

 Silk M
ovem

ent, Textile O
utput, E

xports
）

　

さ
て
、
誌
面
構
成
は
、
度
々
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
る
が
、
主
な
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、︹　
　

︺
内
は
、
Ｏ
Ｅ
誌
最
新
号

の
広
告
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
語
表
記
に
基
づ
い
て
い
る
。
複
数
の
表
記
が
あ
る
場
合
は
併
記
し
た
。



（　
　
　

）

T
h

e O
rien

ta
l E

con
om

ist

研
究
序
説

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

一
一
七

八
〇
九

R
E

V
IE

W
 O

F
 T

H
E

 M
O

N
T

H

︹
政
治
経
済
概
観
、
日
・
満
・
支
財
界
概
観
︺（
創
刊
号
よ
り
）

B
U

SIN
E

SS IN
D

IC
A

T
O

R
S

︹
経
済
指
標
、
経
済
図
表
︺（
一
九
三
五
年
六
月
か
ら
一
九
三
六
年
十
二
月
ま
でC

H
A

R
T

S &
 

ST
A

T
IST

IC
A

L
 D

A
T

A

欄
。
一
九
三
七
年
一
月
よ
り
単
独
項
目
と
な
る
。）

L
E

A
D

IN
G

 A
R

T
IC

L
E

S

︹
社
説
︺（
創
刊
号
よ
り
）

SP
E

C
IA

L
 C

O
R

R
E

SP
O

N
D

E
N

C
E

︹
現
地
特
別
通
信
、
極
東
特
別
通
信
︺（
一
九
三
七
年
二
月
よ
り
）

ST
O

C
K

S A
N

D
 B

O
N

D
S

︹
株
式
及
公
社
債
市
場
︺（
創
刊
号
～
一
九
四
〇
年
十
月
）

　
　
　
　

↓M
O

N
E

Y A
N

D
 B

A
N

K
IN

G

︹
金
融
市
場
︺（
一
九
四
〇
年
十
一
月
よ
り
）

　
　
　
　

↓T
H

E
 ST

O
C

K
 M

A
R

K
E

T

︹
株
式
市
場
︺（
一
九
四
〇
年
十
一
月
よ
り
）

IN
V

E
ST

M
E

N
T

 O
U

T
L

O
O

K

︹
投
資
外
観
、
事
業
界
︺（
一
九
三
四
年
三
月
よ
り
）

T
H

E
 C

O
M

M
O

D
IT

Y M
A

R
K

E
T

︹
商
品
市
場
︺（
創
刊
号
よ
り
）

O
C

E
A

N
 T

R
A

N
SP

O
R

T
A

T
IO

N

︹
海
上
運
輸
、
海
運
界
︺（
一
九
三
四
年
二
月
よ
り
）

ST
A

T
IST

IC
A

L
 D

A
T

A

（C
H

A
R

T
S &

 ST
A

T
IST

IC
A

L
 D

A
T

A

と
表
記
さ
れ
た
時
期
が
あ
る
）︹
統
計
・
経
済
統
計
︺（
創
刊
号
よ
り
）

C
O

M
PA

N
Y M

E
E

T
IN

G
 R

E
P

O
R

T
S

︹
株
主
総
会
報
告
︺（
一
九
四
〇
年
五
月
～
一
九
四
一
年
八
月
）

R
E

SU
LT

S O
F

 T
H

E
 G

R
E

A
T

E
R

 E
A

ST
 A

SIA
 W

A
R

︹
大
東
亜
戦
争
戦
況
︺（
一
九
四
二
年
二
月
よ
り
）

　

上
記
の
項
目
以
外
に
、
毎
号
で
は
な
い
が
掲
載
さ
れ
る
項
目
と
し
て
、SP

E
C

IA
L

 C
O

N
T

R
IB

U
T

IO
N

S

︹
特
別
寄
書
︺
とB

O
O

K
S 

A
N

D
 （&

） PU
B

L
IC

A
T

IO
N

S

︹
出
版
案
内
、
新
刊
批
評
︺（
一
九
三
七
年
七
月
、
一
九
三
九
年
三
月
号
はB

O
O

K
S R

E
V

IE
W

S

に
表
記
が

変
更
）
が
あ
る）
₂₈
（

。
前
者
が
初
め
て
掲
載
さ
れ
た
の
は
一
九
三
六
年
二
月
号
で
あ
り
、
安
川
雄
之
助
に
よ
る“Japan’s F

oreign T
rade 



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

一
一
八

T
h

e O
rien

ta
l E

con
om

ist

研
究
序
説

八
一
〇

P
olicy”

で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
、L

E
A

D
IN

G
 A

R
T

IC
L

E
S

に
外
部
の
執
筆
者
に
よ
る
論
説
の
掲
載
を
確
認
で
き
る
（
一
九
三
五
年

一
月
号
）。
こ
れ
ら
は
﹃
新
報
﹄
一
九
三
五
年
新
年
特
大
号
（
発
行
は
前
年
十
二
月
二
十
二
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
特
集
﹁
エ
ト
ラ
ン
ゼ
の
日

本
経
済
観
﹂
に
訳
載
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
Ｏ
Ｅ
誌
掲
載
の
も
の
と
同
一
で
あ
る）
₂₉
（

。

　

後
者
は
、
一
九
三
六
年
二
月
号
に
初
め
て
登
場
し
た
。
た
だ
し
、
書
籍
紹
介
そ
れ
自
体
は
、
一
九
三
四
年
五
月
号
にA

N
 

IN
D

ISP
E

N
SA

B
L

E
 B

O
O

K

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、Jam

es A
. B

. Scherer, Ja
p

a
n

’ s A
d

va
n

ce

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
そ

れ
以
降
、
類
似
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
な
い
。B

O
O

K
S &

 P
U

B
L

IC
A

T
IO

N
S

で
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、G

. 

E
. H

ubbard, E
a

stern
 In

d
u

stria
liza

tion
 a

n
d

 Its E
ffect on

 th
e W

est, w
ith

 S
p

ecia
l R

eferen
ce to G

rea
t B

rita
in

 a
n

d
 

Ja
p

a
n

で
あ
る
。
ま
た
、
寄
贈
図
書
を
紹
介
す
るB

ooks R
eceived

の
項
目
も
設
け
ら
れ
た
。

　

以
上
が
主
要
項
目
で
あ
る
。
そ
れ
ら
以
外
にSU

P
P

L
E

M
E

N
T

（
付
録
）
が
付
け
ら
れ
る
号
も
あ
る
。
一
九
三
七
年
三
月
号
（“T

rade 

and Industry in 1936

︱A
 Year of Sustained R

ecovery

︱”

）
が
そ
の
最
初
と
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
Ｏ
Ｅ
誌
一
九
三
六
年
三
月
号
の
広

告
（﹃
新
報
﹄
一
九
三
六
年
三
月
十
四
日
号
ほ
か
掲
載
）
に
よ
る
と
、﹁
□
三
月
号
は
特
別
付
録“T

rade and Industry in 1935”

を
添
付

し
た
。
昨
年
度
の
経
済
界
を
十
部
門
に
分
っ
て
検
討
し
た
回
顧
録
。
十
三
頁
に
亘
る
雄
篇
、此
類
無
き
労
作
と
し
て
敢
へ
て
自
讃
す
る
﹂（
二

三
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
従
え
ば
、
一
九
三
六
年
三
月
号
を
﹁
最
初
﹂
と
す
る
の
が
正
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
文
の
中

に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
（
一
五
五
頁
か
ら
一
六
七
頁
に
掲
載
））
₃₀
（

、
本
文
と
は
別
刷
の
形
式
を
採
る
一
九
三
七
年
三
月
号
と
異
な
る
た
め
、
同

号
を
﹁
最
初
﹂
と
し
た
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
年
に
一
度
、
一
年
間
の
﹁
索
引
﹂（IN

D
E

X
 T

O
 V

O
L

U
M

E

）
が
掲
載
さ
れ
た）
₃₁
（

。
上
記
の
分

類
ご
と
に
各
タ
イ
ト
ル
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に
並
べ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
述
のSP

E
C

IA
L

 C
O

N
T

R
IB

U
T

IO
N

S

に
は
、
国
内
外
問
わ
ず
多
く
の
寄
稿
者
を
確
認
で
き
る
。
寄
稿
者
の
一
覧
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
氏
名
は
、
Ｏ
Ｅ
誌
に
掲
載
さ
れ
た
表
記
に
従
っ
た
。
な
お
、
日
本
語
表
記
を
︹　
　

︺
で
補
っ
た
。
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T
h

e O
rien

ta
l E

con
om

ist

研
究
序
説

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

一
一
九

八
一
一

日
本

A
ikaw

a, Yoshisuke

︹
鮎
川
義
介
︺ / A

kashi, Teruo

︹
明
石
照
男
︺/ F

ujiw
ara, T

akeo

︹
不
明
︺/ H

asegaw
a, N

yozekan

︹
長
谷

川
如
是
閑
︺/ H

ashim
oto, K

eisaburo

︹
橋
本
圭
三
郎
︺/ Idem

itsu, M
anhei

︹
出
光
万
兵
衛
︺/ Ishibashi, Jirohachi

︹
石
橋
治
郎

八
︺ / Ishibashi, T

anzan

︹
石
橋
湛
山
︺ / Ishihara, Jun

︹
石
原
純
︺ / Ito, M

asanori

︹
伊
藤
正
徳
︺ / K

anai, M
asum

i

︹
金
井
真
澄
︺ 

/ K
ajii, T

suyoshi
︹
梶
井
剛
︺ / K

asam
a, A

kio

︹
笠
間
杲
雄
︺ / K

atakura, Sam
pei

︹
片
倉
三
平
︺ / K

atsu, M
asanori

︹
勝
正
憲
︺ / 

K
aya, O

kinori

︹
賀
屋
興
宣
︺ / K

ayahara, K
azan

︹
茅
原
華
山
︺ / K

ikuchi, Torashichi

︹
菊
池
寅
七
︺ / K

ito, N
isaburo

︹
鬼
頭
仁

三
郎
︺ / K

iyosaw
a, R

etsu
︹
清
沢
洌
︺ / K

unishi, K
osuke

︹
国
司
浩
助
︺ / K

urusu, Saburo

︹
来
栖
三
郎
︺ / K

urusu, T
akeo

︹
来

栖
赳
夫
︺ / M

atsuda, M
asahiro

︹
松
田
全
弘
︺ / M

inobe, Yoji

︹
美
濃
部
洋
次
︺ / M

iyano, H
arunoshin

︹
宮
野
春
之
進
︺ / 

N
akajim

a, Yadanji

︹
中
島
弥
団
次
︺ / N
ishino, K

iyosaku

︹
西
野
喜
與
作
︺ / R

oyam
a, M

asam
ichi

︹
蠟
山
政
道
︺ / Shim

izu, 

Ikutaro

︹
清
水
幾
太
郎
︺ / Sugim

ori, K
ojiro

︹
杉
森
孝
次
郎
︺ / T

agaw
a, D

aikichiro

︹
田
川
大
吉
郎
︺ / T

akahashi, K
am

ekichi

︹
高

橋
亀
吉
︺ / Tozaw

a, Yoshiki

︹
戸
沢
芳
樹
︺ / T

suchiya, K
eizo

︹
土
屋
計
左
右
︺ / U

yeda, Teijiro

︹
上
田
貞
次
郎
︺ / Yam

am
oto, 

Soji

︹
山
本
惣
治
︺ / Yasukaw

a, Yunosuke

︹
安
川
雄
之
助
︺ 

外
国

A
llen, G

. C
. / B

isson, T
hom

as A
. / B

ogen, Jules I. / B
yas, H

ugh / C
am

eron, R
. E

. M
. / C

ole, G
. D

. H
. / C

rum
p, D

orm
an / 

D
urbin, E

. F. M
. / E

ngel, G
. W

. / F
indlay, R

anald M
. / F

row
ein, A

br. / G
orm

an, G
eorge / H

unke, H
einrich / K

ann, E
. / 

M
iller, H

ugh
 / M

oser, C
h

arles. K
. / N

oel, P
ercy / P

ickerin
g, E

rn
est H

. / R
u

d
olf, W

ach
tel / S

arkar, B
en

oy K
u

m
ar / 

Scherer, Jam
es A

. B
. / Schum

peter, E
lizabeth B

oody / Short, C
. M

. / Stein, G
uenther / T

hresher, M
. B

. / W
aldheim

, 
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こ
の
中
で
、
最
も
署
名
論
説
の
掲
載
本
数
が
多
い
の
は
、
長
谷
川
如
是
閑
の
十
四
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
の
が
、
清
沢
洌
（
六
本
）、

伊
藤
正
徳
（
四
本
）
で
あ
る）
₃₂
（

。
い
ず
れ
も
一
九
三
〇
年
代
前
半
よ
り
、
社
説
を
執
筆
（
無
署
名
）
し
た
り
、
一
九
三
八
年
か
ら
四
四
年
ま
で

東
洋
経
済
新
報
社
顧
問
を
務
め
た
り
す
る
な
ど
東
洋
経
済
新
報
と
縁
が
深
い
人
物
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
長
谷
川
の
署
名
論
説
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。
例
え
ば
彼
が
東
洋
経
済
新
報
社
顧
問
を
務

め
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
伊
藤
や
清
沢
も
同
顧
問
を
務
め
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
何
ら
か
の
理

由
が
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
傍
証
に
と
ど
ま
る
が
、
長
谷
川
が
Ｏ
Ｅ
誌
の
発
刊
意
図
に
賛
同
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し

て
、
石
橋
が
彼
の
日
本
文
化
論
を
外
国
人
が
日
本
の
現
状
を
理
解
す
る
上
で
有
効
と
判
断
し
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
す
る
。

　

長
谷
川
が
Ｏ
Ｅ
誌
の
発
刊
に
肯
定
的
だ
っ
た
こ
と
は
、﹁
英
文
日
本
百
科
全
書
の
提
唱
﹂（﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
六
月
二
十
三
日
号
﹁
社

会
時
評
﹂）
の
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
長
谷
川
は
、
西
洋
人
が
日
本
の
﹁
文
化
的
伝
統
﹂
や
﹁
伝
統
的
持
続
﹂
を
正
確
に
理
解

し
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
日
本
文
化
に
対
す
る
誤
謬
が
生
じ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
に
関
す

る
情
報
が
ほ
と
ん
ど
外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
点
を
挙
げ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
英
文
版
の
﹁
日
本
百
科
全
書
即
ち
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ

ィ
ア
・
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
の
編
纂
﹂
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｅ
誌
の
発
刊
に
も
触
れ
て
、﹁
東
洋
経
済
新
報
社
の
英
文
号
の
創
刊
も
、
経
済

と
い
ふ
一
局
面
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
又
現
下
の
気
運
に
応
ず
る
、
最
も
時
機
を
得
た
適
切
の
企
図
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
﹂（
一

一
八
頁
）
と
評
し
た
の
で
あ
る）
₃₃
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
一
つ
興
味
深
い
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
谷
川
執
筆
の
Ｏ
Ｅ
誌
掲
載
論
説
を
日
本
語
に
訳
し
て
転
載
し
た
も
の
が
含
ま
れ
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て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
長
谷
川
如
是
閑
﹁
日
本
と
支
那
の
文
明
﹂（﹃
新
報
﹄
一
九
三
七
年
十
二
月
十
一
日
号
﹁
論
説
﹂）
は
、
Ｏ
Ｅ
誌
十
一

月
号
掲
載“Japanese and C

hinese C
ivilizations.”

の
訳
載
で
あ
る
。
こ
の
事
例
に
限
ら
ず
、
Ｏ
Ｅ
誌
記
事
の
﹃
新
報
﹄
へ
の
訳
載
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
Ｏ
Ｅ
誌
記
事
と
﹃
新
報
﹄
記
事
の
対
照
作
業
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
該
当
の
記
事
に
つ
い
て
は
、

全
て
と
は
限
ら
な
い
が
、﹃
新
報
﹄
掲
載
時
に
そ
の
旨
が
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
Ｏ
Ｅ
誌
一
九
三
五
年
十
一
月
号
に
掲

載
さ
れ
たE

lm
er H

. Youngm
an, “Japan and the U

nited States of A
m

erica”

は
、﹁
日
本
と
亜
米
利
加
合
衆
国
﹂
と
題
し
て
﹃
新
報
﹄

一
九
三
五
年
十
一
月
二
十
三
日
号
（﹁
寄
書
﹂）
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
が
訳
載
で
あ
る
こ
と
は
同
号
に
、﹁
本
文
は
、
ヤ
ン
グ
マ
ン
氏
が
特

に
本
社
発
行
の
月
刊
英
文
経
済
雑
誌
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
﹂）
₃₄
（

と
い
う
注
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ

る
。
同
様
の
事
例
は
他
に
も
確
認
で
き
る）
₃₅
（

。

　

一
方
、
外
国
人
で
は
、
Ｇ
・
Ｃ
・
ア
レ
ン
（G

eorge C
yril A

llen

）
）
₃₆
（

の
掲
載
本
数
が
最
も
多
い
（
四
本
）。
彼
は
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
研
究

者
で
あ
り
、
一
九
二
二
年
か
ら
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
に
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
（
一
九
二
五
年
ま
で
）。
日
本
に
滞
在
中
、
彼
は
日

本
経
済
に
対
す
る
関
心
を
持
ち
、
そ
し
て
、
そ
の
研
究
成
果
をJa

p
a

n
: T

h
e H

u
n

gry G
u

est

（﹃
日
本
・
空
腹
の
客
﹄、
一
九
三
八
年
）

とJa
p

a
n

ese In
d

u
stry: Its R

ecen
t D

evelop
m

en
t a

n
d

 P
resen

t C
on

d
ition

（﹃
日
本
の
工
業
・
最
近
の
発
展
と
現
状
﹄、
一
九
三

九
年
）
に
ま
と
め
た
。
後
者
で
は
本
文
中
に
引
用
す
る
統
計
の
出
典
と
し
て
Ｏ
Ｅ
誌
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ア
レ
ン
の
掲
載
回
数
が
最
も
多
い
背
景
に
は
、
彼
の
日
本
研
究
に
資
料
面
で
貢
献
し
た
の
が
石
橋
率
い
る
東
洋
経
済
新
報
社
だ
っ
た
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
二
五
年
に
帰
国
し
た
後
、ア
レ
ン
が
再
度
日
本
を
訪
れ
た
の
は
一
九
三
六
年
で
あ
る
。
石
橋
の﹁
年

譜
﹂
に
よ
る
と
、
以
下
の
記
述
が
あ
る）
₃₇
（

。

三
月
六
日　
　
　
　

Ｇ
・
Ｃ
・
ア
レ
ン
教
授
よ
り
依
頼
さ
れ
た
経
済
調
査
に
つ
き
研
究
を
開
始
す
る
。
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九
月
十
二
日　
　
　

鮎
沢
巌
宅
に
お
け
る
ア
レ
ン
、
ス
ミ
ス
、
シ
ュ
タ
イ
ン
を
中
心
と
す
る
会
合
に
出
席
。

七
月
三
十
一
日　
　

ア
レ
ン
教
授
と
会
談
。

十
一
月
三
十
日　
　

ア
レ
ン
教
授
夫
妻
を
向
島
の
八
百
松
に
招
待
。

　

三
月
の
時
点
で
ア
レ
ン
か
ら
依
頼
さ
れ
た
経
済
調
査
の
研
究
を
開
始
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
何
ら
か
の
接
点
（
手
紙
の

や
り
取
り
を
含
む
）
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
日
に
ち
の
特
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
年
の
Ｏ
Ｅ
誌
に
は
、
ア
レ
ン
執
筆
の
論
説
（SP

E
C

IA
L

 C
O

N
T

R
IB

U
T

IO
N

S

）
が
二
本
掲
載
さ
れ
た
。
一
つ
が
、
九
月
号
に
掲
載

さ
れ
た“B

ritish Industrial Structure”

で
あ
り
、﹁
産
業
機
構
よ
り
観
た
る
産
業
統
制
と
中
小
企
業
﹂
と
し
て
﹃
新
報
﹄
十
月
三
十
一
日

号
（﹁
寄
書
﹂）
に
訳
載
さ
れ
た）
₃₈
（

。
も
う
一
つ
が
、
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た“Industrial K

w
ansai R

e-visited”

で
あ
り
、﹃
新
報
﹄
十
二

月
十
二
日
号
（﹁
論
説
﹂）
に
﹁
日
本
中
小
産
業
の
再
編
成
︱
工
業
関
西
再
訪
問
記
︱
﹂
と
し
て
訳
載
さ
れ
た）
₃₉
（

。

　

後
年
、
ア
レ
ン
は
一
九
三
六
年
当
時
を
振
り
返
り
、
日
本
国
内
に
﹁
準
戦
時
体
制
﹂
が
布
か
れ
る
中
で
、
外
国
人
が
日
本
経
済
に
関
す
る

研
究
や
調
査
を
行
う
こ
と
が
徐
々
に
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
だ
が
、
外
務
省
の
知
人
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
日
本
人
か
ら
支
援
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
と
述
懐
す
る
。
そ
の
上
で
、﹁
東
洋
経
済
新
報
の
石
橋
湛
山
と
彼
の
社
員
は
︹
私
の
︱
引
用
者
︺
調
査
に
際
し
て
心
か
ら

の
支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
﹂）
₄₀
（

と
回
想
し
て
い
る
。
石
橋
ら
東
洋
経
済
新
報
社
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
日
本
経
済
研
究
に
関
す
る
資
料
は
、

ア
レ
ン
が
予
想
し
て
い
た
以
上
に
充
実
し
た
内
容
だ
っ
た
。
そ
れ
は
ア
レ
ン
も
共
著
者
と
し
て
参
加
し
たE

lizabeth B
oody 

S
ch

u
m

p
eter, T

h
e in

d
u

stria
liza

tion
 of Ja

p
a

n
 a

n
d

 M
a

n
ch

u
ku

o, 1
9

3
0

-1
9

4
0

 : p
op

u
la

tion
, ra

w
 m

a
teria

ls a
n

d
 

in
d

u
stry, M

acm
illan, N

ew
 York, 1940.

）
に
寄
せ
た
文
章
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
中
で
ア
レ
ン
は
、
彼
の
依
頼
に
応
じ
て
東
洋

経
済
新
報
社
が
日
本
の
産
業
に
関
す
る
過
去
十
年
に
及
ぶ
詳
細
な
調
査
結
果
を
提
供
し
た
こ
と
に
触
れ
て
、
そ
し
て
、
特
に
石
橋
と
Ｏ
Ｅ
誌
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編
集
主
任
の
大
石
修
之
亮
の
名
前
を
挙
げ
て
献
身
的
な
協
力
に
謝
辞
を
述
べ
て
い
る）
₄₁
（

。

　

ア
レ
ン
の
事
例
を
通
じ
て
、
外
国
の
日
本
研
究
者
に
と
っ
て
Ｏ
Ｅ
誌
が
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
れ
る
。
そ
の

こ
と
を
裏
付
け
る
事
例
と
し
て
、
も
う
一
人
外
国
人
研
究
者
を
挙
げ
た
い
。
そ
れ
は
Ｅ
・
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
（E

lizabeth B
oody 

Schum
peter

）
で
あ
る
。

　

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
は
、
同
書
の
﹁
序
文
﹂（P

R
E

FA
C

E

）
で
、
石
橋
や
東
洋
経
済
新
報
社
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

It is im
p

ossib
le for m

e to ex
p

ress ad
eq

u
ately m

y gratitu
d

e to M
r. T

an
zan

 Ish
ib

asi, E
d

itor of th
e O

rien
ta

l 

E
con

om
ist, an

d
 to h

is staff for th
e m

an
y rep

orts th
ey p

rep
ared

 an
d

 for th
e m

an
y d

ifficu
lt q

u
estion

s th
ey 

answ
ered. In addition, the O

rien
ta

l E
con

om
ist, published w

eekly in Japanese and m
onthly in E

nglish, has been 

an
 in

valu
able sou

rce of reliable in
form

ation
 an

d
 in

d
ep

en
d

en
t, objective criticism

 at a tim
e w

h
en

 m
u

ch
 of ou

r 

current inform
ation in every part of the w

orld is colored by “w
ishful thinking” or outright propaganda.

）
₄₂
（

（﹁
と
く
に
東
洋
経
済
新
報
社
長
石
橋
湛
山
氏
及
び
同
誌
の
編
集
者
諸
氏
が
多
数
の
資
料
を
提
供
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
発
し
た
多
数
の
困

難
な
質
問
に
対
し
て
解
答
を
あ
た
へ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
お
礼
の
申
し
や
う
が
な
い
。
さ
ら
に
日
本
文
で
は
週
刊
、
英
文
で
は

月
刊
の
東
洋
経
済
新
報
は
、
当
面
の
主
題
に
関
す
る
資
料
が
世
界
中
い
た
る
と
こ
ろ
で
、﹁
希
望
的
観
察
﹂（W

ishful T
hinking

）
や

不
当
な
宣
伝
に
よ
っ
て
い
ろ
ど
ら
れ
て
ゐ
る
と
き
、
多
く
の
優
れ
た
信
頼
す
べ
き
資
料
と
独
立
し
た
客
観
的
な
批
判
を
あ
た
へ
て
く
れ

た
﹂）
₄₃
（

）

　

ア
レ
ン
と
同
様
に
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
も
東
洋
経
済
新
報
社
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｏ
Ｅ
誌
も
貴
重
な
情
報
源
と
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な
っ
て
い
た
。
な
お
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
は
同
書
を
石
橋
に
寄
贈
し
て
お
り
（
一
九
四
〇
年
十
一
月
））
₄₄
（

、
後
に
石
橋
は
﹁
日
本
及
満
洲
国
の

産
業
化　

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
夫
人
の
労
作
に
関
し
て
﹂（﹃
新
報
﹄
一
九
四
一
年
二
月
一
日
号
﹁
社
論
﹂）
と
題
す
る
論
説
で
同
書
を
紹
介
し

て
い
る）
₄₅
（

。
そ
の
冒
頭
で
同
書
を
手
に
し
た
時
の
感
想
を
記
す
。
そ
し
て
、﹁
若
し
人
間
が
互
に
相
手
に
就
て
完
全
な
知
識
を
も
ち
得
る
な
ら
、

人
間
社
会
の
紛
争
は
、
多
分
あ
ら
か
た
消
失
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
は
我
々
は
、
互
に
相
手
を
知
る
こ
と
に
、
真
面
目
な
努
力
を
払
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
が
、
同
時
に
又
相
手
に
自
己
を
識
ら
し
め
る
に
足
る
材
料
を
与
へ
る
こ
と
を
惜
ん
で
は
な
ら
ぬ
﹂）
₄₆
（

こ
と
を
痛
切
に
感
じ
た
と
述
べ

て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
か
ら
資
料
提
供
の
要
請
が
あ
っ
た
時
期
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
一
九
三
四
年
も
し
く

は
一
九
三
五
年
初
頭
と
す
る
。
そ
れ
で
は
、
日
本
に
批
判
的
な
外
国
人
に
よ
る
研
究
が
多
い
中
、
本
書
は
ど
う
い
っ
た
性
格
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
た
の
か
。

好
悪
と
も
に
、
日
本
に
対
し
て
特
別
の
感
情
を
持
っ
て
始
め
ら
れ
た
仕
事
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
米
国
に
於
け
る
経
済

学
徒
の
立
場
か
ら
、
彼
等
及
び
世
界
が
疑
問
と
す
る
、
日
本
の
経
済
事
情
を
調
査
し
、
其
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
を
攻
撃
す
る
意
図
を
含
ん
だ
計
画
で
な
か
っ
た
こ
と
も
明
白
だ
が
、
同
時
に
ま
た
日
本
を
弁
護
す
る
為
め
に
企

て
た
事
業
で
な
か
っ
た
こ
と
も
云
ふ
ま
で
も
な
い
。）
₄₇
（

　

こ
の
よ
う
に
、
弁
護
で
も
非
難
で
も
な
く
、
公
平
な
見
地
か
ら
日
本
経
済
を
調
査
し
た
と
評
価
し
た
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
に
挙
げ
たT

h
e in

d
u

stria
liza

tion
 of Ja

p
a

n
 a

n
d

 M
a

n
ch

u
ku

o, 1930-1940 : p
op

u
la

tion
, ra

w
 m

a
teria

ls 

a
n

d
 in

d
u

stry

は
、
雪
山
慶
正
・
三
浦
正
共
訳
で
﹃
日
満
産
業
構
造
論
﹄（
慶
應
書
房
・
栗
田
書
店
、
一
九
四
二
・
四
三
年
）
と
題
し
て

出
版
さ
れ
た
。
当
初
は
全
四
巻
の
予
定
だ
っ
た
が
、
時
局
の
影
響
も
あ
り
、
実
際
に
出
版
さ
れ
た
の
は
二
巻
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翻
訳
書
の
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第
一
巻
に
石
橋
が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
（
一
九
四
二
年
六
月
二
十
四
日
付
）。
書
き
出
し
の
部
分
は
、
前
掲
﹁
日
本
及
満
洲
国
の
産
業
化　

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
夫
人
の
労
作
に
関
し
て
﹂
と
同
一
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
、
出
版
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
よ
り
詳
し
く
記

し
た
り
、
ま
た
、
ア
レ
ン
に
も
言
及
し
た
り
し
て
い
る
。
以
下
、
長
い
引
用
に
な
る
が
、
全
集
に
未
収
録
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
日
本
の
正

確
な
情
勢
を
伝
え
る
と
い
う
自
ら
の
使
命
を
果
た
し
た
満
足
感
と
自
負
心
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
全
文
を
掲
載

す
る
。

　

若
し
人
間
が
互
に
相
手
に
就
て
完
全
な
知
識
を
も
ち
得
る
な
ら
、
人
間
社
会
の
紛
争
は
、
多
分
あ
ら
か
た
消
失
す
る
で
あ
ら
う
。
私

は
昨
年
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ー
デ
ィ
ー
・
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
夫
人
の
編
纂
に
成
る
﹁
日
本
及
び
満
州
国
の
産
業
化
、
一
九
三
〇
︱
四
〇
年
﹂

を
手
に
し
た
と
き
、
痛
切
に
斯
う
感
じ
た
。

　

本
書
の
内
容
を
成
す
研
究
が
初
め
て
企
て
ら
れ
た
の
は
、
多
分
昭
和
九
年
中
か
、
或
は
十
年
の
早
い
頃
で
あ
っ
た
ら
う
。
私
が
此
の

研
究
の
資
料
の
供
給
に
就
て
、ブ
ー
デ
ィ
ー
女
史
（
当
時
は
ま
だ
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
夫
人
で
は
な
か
っ
た
）
か
ら
相
談
を
受
け
た
の
は
、

昭
和
十
年
の
春
だ
っ
た
。

　

ブ
ー
デ
ィ
ー
と
云
ふ
夫
人
に
は
、
私
は
全
く
面
識
も
無
け
れ
ば
、
ま
た
そ
れ
ま
で
何
等
の
交
渉
も
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
多
分
私
が

東
洋
経
済
新
報
社
で
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
云
ふ
英
文
の
経
済
雑
誌
を
出
し
て
ゐ
る
為
め
で
あ
ら
う
、
突
然
手
紙
で
右

の
如
き
申
込
み
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
同
様
の
依
頼
は
ま
た
日
本
銀
行
其
の
他
に
も
来
た
ら
し
い
。

　

手
紙
を
見
る
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
内
の
国
際
調
査
局
で
、
日
本
の
円
の
低
落
及
び
そ
れ
が
日
本
の
外
国
貿
易
、
物
価
、
生
活
水
準
、

財
政
、
国
際
収
支
等
に
与
へ
た
影
響
（
此
の
題
目
は
後
に
変
更
さ
れ
た
が
）
を
、
女
史
が
主
に
な
っ
て
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
そ

れ
に
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
大
学
の
ア
レ
ン
教
授
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ペ
ン
ロ
ー
ズ
教
授
等
も
参
加
す
る
、
日
本
に
於
て
其
の
研
究
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に
手
伝
っ
て
呉
れ
ぬ
か
と
、
云
ふ
の
で
あ
っ
た
。

　

当
時
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
日
支
事
変
の
勃
発
前
で
、
国
際
関
係
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
緊
迫
は
し
て
ゐ
な
か
っ
た
。
併
し
昭
和
六
年
の

満
州
事
件
の
発
生
及
び
金
輸
出
再
禁
止
以
後
、
我
が
国
が
政
治
的
に
経
済
的
に
、
英
米
等
か
ら
常
に
目
の
敵
に
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
周

知
の
通
り
だ
。
そ
れ
は
彼
等
の
誤
解
に
基
く
所
が
多
か
っ
た
。
殊
に
彼
等
の
我
が
国
の
経
済
事
情
に
対
す
る
研
究
の
疎
漏
乃
至
無
知
は

甚
だ
し
か
っ
た
。
昭
和
九
年
か
ら
、
敢
て
言
語
上
の
面
倒
を
忍
び
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
発
行
し
た
の
も
、
実
は
斯
う

し
た
有
様
を
棄
て
置
け
ぬ
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

然
る
に
そ
こ
に
ブ
ー
デ
ィ
ー
女
史
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
私
は
、
之
れ
は
我
が
国
の
実
相
を
彼
等
に
明
ら
か
に
す
る
為
め
に
、
願

っ
て
も
無
い
善
い
機
会
で
あ
る
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
直
ち
に
彼
の
希
望
に
応
ず
る
と
共
に
日
本
の
経
済
事
情
を
調
査
す
る
か
ら
、

特
に
如
何
な
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
を
詳
し
く
記
し
て
送
っ
た
。
又
彼
女
の
提
出
し
て
来
た
研
究
項
目
に
対
し
て
は
、
防

諜
等
の
関
係
に
支
障
の
無
い
限
り
、
却
っ
て
先
方
で
驚
く
ほ
ど
詳
細
な
調
査
と
沢
山
な
資
料
と
を
届
け
た
。
真
に
我
を
諒
解
さ
せ
る
に

は
、
所
謂
肺
肝
を
抜
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ア
レ
ン
教
授
が
、
此
の
研
究
の
為
め
昭
和
十
一
年
に
我
が
国
に
来
た
折
も
、
以
上
の
態
度
で
、
出
来
る
限
り
の
便
宜
を
与
へ
た
。

　

と
は
云
へ
、
本
書
に
記
し
て
あ
る
の
は
、
勿
論
私
の
意
見
で
は
な
い
。
私
は
唯
だ
本
書
の
筆
者
に
参
考
資
料
を
供
給
し
た
ゞ
け
で
あ

る
。
そ
れ
も
私
が
直
接
交
渉
を
も
っ
た
の
は
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
夫
人
と
ア
レ
ン
教
授
の
二
人
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
斯
う
云
ふ
こ
と
は

言
へ
る
で
あ
ら
う
。
訳
者
の
序
文
に
も
あ
る
如
く
、
本
書
に
は
多
く
の
欠
点
も
あ
る
が
、
併
し
全
体
に
於
て
、
殊
に
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー

及
び
ア
レ
ン
の
筆
に
成
る
部
分
に
於
て
、
今
ま
で
の
外
国
人
の
物
に
珍
し
い
善
い
理
解
が
国
に
対
し
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
、
其
の
何
れ
だ

け
か
は
、
私
の
資
料
提
供
の
影
響
で
あ
ら
う
と
。

　

本
書
は
、
斯
う
云
ふ
わ
け
で
、
自
分
の
著
書
で
は
な
い
が
、
併
し
半
ば
は
自
分
の
物
で
も
あ
る
か
の
如
き
深
き
因
縁
を
感
ず
る
書
物
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で
あ
る
。
そ
れ
が
今
回
我
が
国
語
に
訳
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
び
に
堪
へ
な
い
。
訳
者
諸
君
の
希
望
に
よ
り
、
以
上
記
し
た

次
第
で
あ
る
。

　

尚
ほ
此
の
際
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
夫
人
に
就
て
、
一
言
附
加
へ
て
置
く
こ
と
は
場
所
違
ひ
で
な
か
ら
う
。
彼
女
が
此
の
研
究
を
始
め
る

前
に
、
日
本
に
関
し
て
何
れ
ほ
ど
の
知
識
を
も
っ
て
ゐ
た
か
は
知
ら
な
い
。
元
来
は
統
計
学
専
攻
の
人
で
あ
る
と
も
聞
い
た
。
併
し
昭

和
十
年
以
来
、
数
年
間
我
が
国
の
研
究
に
没
頭
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
蓋
し
米
英
に
於
て
無
二
の
日
本
経
済
通
と
な
り
、
同
時
に
日
本

の
理
解
者
と
な
っ
た
。
斯
く
彼
女
は
、
本
書
の
出
版
前
か
ら
、
屡
々
日
本
の
経
済
に
関
す
る
論
文
を
出
し
、
又
誰
れ
に
も
頼
ま
れ
も
せ

ぬ
の
に
、
排
日
論
者
と
論
争
し
た
。
為
め
に
彼
女
は
、
或
方
面
の
学
会
か
ら
さ
へ
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
⻞
ふ
に
至
っ
た
。
本
書
の
彼
女
の
序

文
に
所
謂
全
体
主
義
国
家
の
政
治
及
び
経
済
状
態
に
就
て
正
直
に
語
ら
ん
と
す
る
学
者
の
立
場
の
困
難
を
述
懐
せ
る
所
以
で
あ
る
。）
₄₈
（

　

以
上
の
﹁
序
﹂
に
は
、所
々
に
石
橋
の
自
負
心
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
は
例
え
ば
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
と
ア
レ
ン
が
日
本
に
対
し
て
﹁
善

い
理
解
﹂
を
示
し
て
い
る
の
は
、
い
く
ら
か
﹁
私
の
資
料
提
供
の
影
響
で
あ
ら
う
﹂
と
の
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
Ｏ
Ｅ
誌
面
構
成
を
紹
介
し
、
幾
つ
か
の
項
目
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
検
討
し
た
。
だ
が
、
Ｏ
Ｅ
誌
研
究
の
中
心
的
な
課

題
の
一
つ
は
、
創
刊
以
来
、
毎
号
掲
載
さ
れ
て
き
たR

E
V

IE
W

 O
F

 T
H

E
 M

O
N

T
H

とL
E

A
D

IN
G

 A
R

T
IC

L
E

S

が
、﹃
新
報
﹄
記
事
と
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
は
﹃
新
報
﹄
記
事
の
訳
載
な
の
か
、
そ
れ
と
も
Ｏ
Ｅ
誌
用
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た

記
事
だ
っ
た
の
か
、
も
し
く
は
、
そ
の
中
間
形
態
（﹃
新
報
﹄
記
事
を
基
に
再
構
成
し
た
り
表
現
に
手
を
加
え
た
り
し
て
い
る
）
な
の
か
。

両
記
事
の
対
照
作
業
は
稿
を
改
め
て
取
り
上
げ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
Ｏ
Ｅ
誌
用
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
記
事
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性

を
指
摘
し
て
お
く
。
こ
の
点
は
、
例
え
ば
﹃
新
報
﹄
一
九
三
五
年
八
月
十
七
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
誌
一
九
三
五
年
八
月
号
の
広
告
に
よ

る
と
、
読
者
か
ら
英
語
の
経
済
用
語
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
と
し
た
上
で
、﹁
本
誌
は
大
部
分
書
下
し
で
あ
る
関
係
上
之
を
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和
文
の
東
洋
経
済
新
報
と
対
照
し
て
判
読
す
る
と
言
ふ
訳
に
は
参
ら
ぬ
点
が
多
い
﹂（
二
九
頁
）
と
の
記
述
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
る
。

　
﹁
は
じ
め
に
﹂
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年
か
ら
七
二
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
﹃
石
橋
湛
山
全
集
﹄（
全
十
五
巻
）
は
、
Ｏ
Ｅ
誌
関

連
の
文
章
が
一
切
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
Ｏ
Ｅ
誌
掲
載
記
事
は
、﹃
新
報
﹄
掲
載
記
事
の
英
訳
で
あ
り
内
容
が
重
複
す
る
と
い
う
理
由
に
よ

る
も
の
だ
っ
た
。﹁
Ｏ
Ｅ
誌
記
事
＝
﹃
新
報
﹄
記
事
（
の
英
訳
）﹂
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
Ｏ
Ｅ
誌
を
対
象
と
す
る
研
究
の
開
始
が
遅

れ
た
一
つ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｏ
Ｅ
誌
記
事
が
全
て
書
き
下
ろ
し
と
は
考
え
に
く
い
。
毎
月
一
回
の
発
行
と
は
い
え
、
週

刊
の
﹃
新
報
﹄
と
並
行
し
て
原
稿
を
執
筆
・
編
集
を
進
め
る
以
上
、
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
内
容
の
重
複
が
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、﹁
英
文
版
は
﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
の
主
張
と
色
彩
を
完
全
に
移
植
し
た
も
の
で
何
ら
其
の
間
差
別
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂（﹁
編

集
室
よ
り
﹂、﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
六
月
九
日
号
、
五
八
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
必
要
に
応
じ
て
﹃
新
報
﹄
記
事
を
訳
載
す
る
こ
と
も
、
創

刊
当
初
よ
り
編
集
に
際
し
て
の
選
択
肢
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
の
一
方
で
Ｏ
Ｅ
誌
用
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
東
洋
経
済
新
報
社
員
の
高
柳
弘

に
よ
る
回
想
は
そ
れ
を
示
唆
す
る
。

﹃
石
橋
湛
山
全
集
﹄
に
は
、﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
の
英
文
版
と
も
い
う
べ
き
﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
に
石
橋
さ
ん
が
発
表

さ
れ
た
論
文
が
一
つ
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
す
。
こ
れ
は
﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
に
お
書
き
に
な
っ
た
社
説
等
を
、
単
に
英

文
に
翻
訳
し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
英
字
誌
の
た
め
に
書
き
お
ろ
さ
れ
た
論
文
で
す
。
石
橋
さ
ん
の
日
記
を
見
ま
し
て
も
、
こ
の
原

稿
の
執
筆
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
徹
夜
の
よ
う
な
状
態
で
、
午
前
二
時
、
三
時
に
な
る
こ
と
は
ザ
ラ
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
／
﹃
東
洋
経

済
新
報
﹄
の
社
説
と
は
別
に
、
日
本
人
に
訴
え
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
事
情
に
う
と
い
外
国
人
に
向
か
っ
て
書
く
の
で
す
か
ら
、
大

変
な
こ
と
だ
っ
た
と
想
像
し
ま
す
。）
₄₉
（
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こ
の
中
で
高
柳
が
指
摘
す
る
Ｏ
Ｅ
誌
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
﹁
論
文
﹂
が
、R

E
V

IE
W

 O
F

 T
H

E
 M

O
N

T
H

とL
E

A
D

IN
G

 

A
R

T
IC

L
E

S

の
い
ず
れ
を
指
す
の
か
定
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
高
柳
が
文
中
で
石
橋
の
日
記
に
原
稿
執
筆
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
旨
を
紹

介
し
て
い
る
が
、
日
記
の
記
述
か
ら
判
断
す
る
と
、﹁
論
文
﹂
はR

E
V

IE
W

 O
F

 T
H

E
 M

O
N

T
H

を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、

石
橋
の
日
記
は
一
九
四
五
年
一
月
以
降
分
が
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
状
況
は
不
明）
₅₀
（

だ
が
、
Ｏ
Ｅ
誌
に
関
す
る
多
く
の
記
述
が
残
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
創
刊
初
期
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
以
前
の
日
記
が
存
在
し
な
い
事
情
を
踏
ま
え
て
、
一
九
四
五
年

一
月
か
ら
八
月
（
敗
戦
ま
で
）
ま
で
の
時
期
の
関
連
記
述
を
以
下
に
引
用
す
る
。

三
月
十
八
日　
　
　

 

夜
、
レ
ビ
ユ
ー
・
マ
ン
ス
︹
東
洋
経
済
発
行
、
石
橋
主
宰
英
文
月
刊
誌
﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
の

欄
名“R

eview
 of the M

onth”

︺
英
文
校
訂
。（︹　

︺
は
日
記
の
編
者
に
よ
る
注
記
︱
引
用
者
））
₅₁
（

三
月
十
九
日　
　
　

夜
レ
ビ
ユ
ー
・
オ
ブ
・
マ
ン
ス
英
文
校
訂
。
今
回
の
翻
訳
は
甚
だ
不
良
な
り
。）
₅₂
（

三
月
二
十
一
日　
　

午
前
玉
井
︹
孝
一
︺
氏
︹
Ｏ
Ｅ
編
集
長
︺
来
、
英
文
レ
ビ
ユ
ー
・
オ
ブ
・
マ
ン
ス
原
稿
を
渡
す
。）
₅₃
（

四
月
八
日　
　
　
　

午
後
玉
井
氏
、
英
文
雑
誌
の
打
合
の
為
め
来
談
。）
₅₄
（

四
月
十
一
日　
　
　

夜
宅
に
て
レ
ビ
ユ
ー
・
オ
ブ
・
マ
ン
ス
執
筆
。）
₅₅
（

四
月
十
二
日　
　
　

出
社
見
合
せ
自
宅
に
て
執
筆
。
／　

〇
レ
ビ
ユ
ー
・
オ
ブ
・
マ
ン
ス
（
四
月
号
）。）
₅₆
（

四
月
十
四
日　
　
　

夜
レ
ビ
ユ
ー
・
オ
ブ
・
マ
ン
ス
英
文
校
訂
、
十
一
時
半
ま
で
。）
₅₇
（

四
月
十
七
日　
　
　

午
前
中
、
レ
ビ
ユ
ー
・
オ
ブ
・
マ
ン
ス
追
加
（
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
死
）
執
筆
。）
₅₈
（

五
月
二
十
五
日　
　

宅
及
び
支
局
に
て
執
筆
、（
中
略
）
／　

〇
レ
ビ
ユ
ー
。）
₅₉
（

六
月
二
十
七
日　
　

午
後
帰
社
。
レ
ビ
ユ
ー
執
筆
。
／　

〇
レ
ビ
ユ
ー
・
オ
ブ
・
マ
ン
ス
（
六
月
号
）。）
₆₀
（
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八
月
二
日　
　
　
　

 

宅
及
び
局
に
て
、
レ
ビ
ユ
ー
・
オ
ブ
・
マ
ン
ス
編
輯
。
一
部
本
日
東
京
に
送
稿
、
残
部
は
明
日
。（
中
略
）
／　

〇
レ
ビ
ユ
ー
・
オ
ブ
・
マ
ン
ス
（
七
月
）。）
₆₁
（

　

こ
れ
ら
の
日
記
の
記
述
を
基
に
高
柳
は
、﹁
英
字
誌
の
た
め
に
書
き
お
ろ
さ
れ
た
論
文
﹂
と
述
べ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
一
点
補
足

す
る
と
、
日
記
に
はR

E
V

IE
W

 O
F

 T
H

E
 M

O
N

T
H

の
執
筆
に
関
す
る
記
述
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
時
期
に
石
橋
が
一
本
も

L
E

A
D

IN
G

 A
R

T
IC

L
E

S
を
執
筆
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。一
九
四
五
年
一
月
号（“G

reat T
ask of 1945”

）、二
月
号（“P

olitics 

and E
conom

y”

）、
六
月
号
（“D

efending M
easures”, “W

orld’s Tw
in Stars F

all”

）、
七
・
八
月
合
併
号
（“R

egeneration of 

Japan”, “D
evaluation U

nw
arranted”

）
に
彼
が
執
筆
し
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｅ
誌
に
石
橋
が
発
表
し
た
論
説
の
内
容
分
析
と
﹃
新
報
﹄
記
事
と
の
対
照
作
業
も
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別

稿
で
検
討
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
全
体
の
見
取
り
図
を
提
供
す
る
と
い
う
本
稿
の
目
的
と
照
ら
し
て
、
石
橋
執
筆
のR

E
V

IE
W

 O
F

 T
H

E
 

M
O

N
T

H

とL
E

A
D

IN
G

 A
R

T
IC

L
E

S

の
全
体
的
傾
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

ま
ず
、
掲
載
回
数
で
比
較
す
る
と
、L

E
A

D
IN

G
 A

R
T

IC
L

E
S

よ
り
もR

E
V

IE
W

 O
F

 T
H

E
 M

O
N

T
H

が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

二
つ
の
記
事
に
限
る
と
、
掲
載
の
形
式
は
、
①R

E
V

IE
W

 O
F

 T
H

E
 M

O
N

T
H

掲
載
・L

E
A

D
IN

G
 A

R
T

IC
L

E
S

未
掲
載
②R

E
V

IE
W

 

O
F

 T
H

E
 M

O
N

T
H

未
掲
載
・L

E
A

D
IN

G
 A

R
T

IC
L

E
S

掲
載
③
い
ず
れ
も
未
掲
載
、
以
上
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。R

E
V

IE
W

 O
F

 T
H

E
 

M
O

N
T

H

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
主
要
な
経
済
動
向
で
あ
る
。
だ
が
、
新
内
閣
の
発
足
や
議
会
解
散
・
総
選
挙
あ
る
い
は
外
交
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
政
治
情
勢
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
号
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
テ
ー
マ
の
数
は
異
な
る
が
、平
均
す
る
と
六
～
七
で
あ
り
、

内
容
に
応
じ
て
見
出
し
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

石
橋
は
ほ
ぼ
毎
号R

E
V

IE
W

 O
F

 T
H

E
 M

O
N

T
H

を
執
筆
し
て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
創
刊
当
初
（
一
九
三
四
、
三
五
年
頃
）
に
そ
れ
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が
可
能
だ
っ
た
の
は
、同
時
期
に
彼
が
﹃
新
報
﹄
の
﹁
財
界
概
観
﹂
を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
財
界
概
観
﹂

で
も
、
号
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
が
、
平
均
し
て
六
～
七
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。﹃
新
報
﹄
は
週
刊
で
あ
る
た
め
、
仮

に
石
橋
が
一
ヵ
月
（
四
週
）
分
の
﹁
財
界
概
観
﹂
を
執
筆
し
て
い
た
と
す
る
と
、
合
計
で
二
四
～
二
八
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
計
算
と
な

る
。
一
方
、
Ｏ
Ｅ
誌
は
月
刊
で
あ
る
た
め
、
石
橋
は
自
ら
が
執
筆
し
た
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
か
ら
、
前
月
の
日
本
の
政
治
経
済
動
向
と
し
て
重

要
度
の
高
い
も
の
を
選
択
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る）
₆₂
（

。
も
ち
ろ
ん
、
必
要
に
応
じ
て
書
き
下
ろ
し
の
内
容
も
加
え
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
、
後
に
﹁
財
界
概
観
﹂
の
執
筆
本
数
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
上
記
の
推
測
は
あ
く
ま
で
創
刊
当
初
の
一
時
期
に
限
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

一
方
、L

E
A

D
IN

G
 A

R
T

IC
L

E
S

は
、﹃
新
報
﹄
掲
載
の
社
説
（
社
論
）
に
該
当
す
る
。
石
橋
が
執
筆
し
た
社
説
の
多
く
は
、﹃
新
報
﹄
掲

載
の
社
説
と
内
容
が
一
致
す
る
。
だ
が
、
単
に
訳
載
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
中
に
は
構
成
や
表
現
に
相
違
が
み

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
一
九
三
四
年
に
石
橋
が
執
筆
し
たL

E
A

D
IN

G
 A

R
T

IC
L

E
S

を
取
り
上
げ
る
。

　

こ
の
年
に
彼
が
執
筆
し
た
の
は
、
以
下
の
三
本
で
あ
る
。
な
お
、
便
宜
上
、
各
論
説
に
①
か
ら
③
ま
で
の
番
号
を
付
け
た
。

①“T
he F

ailure of the A
nglo-Japanese T

rade C
onference”

（
一
九
三
四
年
五
月
号
）

②“Japanese P
ublic F

inance”

（
一
九
三
四
年
六
月
号
）

③“N
aval R

eduction and N
ational Security”

（
一
九
三
四
年
七
月
号
）

　

ま
ず
、
各
論
説
が
﹃
新
報
﹄
記
事
の
訳
載
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
と
、
内
容
が
一
致
し
た
論
説
は
③
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹃
新
報
﹄
一

九
三
四
年
六
月
二
日
号
（
社
説
）
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
海
軍
制
限
会
議
と
国
防
の
安
全
感
﹂
と
内
容
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。﹁
ほ
ぼ
﹂
と
表
現
し
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た
の
は
、
一
部
に
文
章
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
変
更
は
主
張
内
容
や
力
点
の
置
き
方
に
明
ら
か
な
違
い
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

　

①
②
は
内
容
が
一
致
す
る
﹃
新
報
﹄
記
事
を
確
認
で
き
な
い
。
だ
が
、
①
の
趣
旨
は
﹁
外
国
貿
易
と
低
賃
金
﹂（﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
三

月
十
日
・
十
七
日
号
﹁
社
説
﹂）
の
内
容
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
②
は
﹁
注
目
す
べ
き
九
年
度
予
算
の
内
容
︱
軍
事
費
の
膨
張
と

経
常
歳
入
の
増
加
﹂（﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
三
月
三
十
一
日
号
﹁
社
説
﹂）
と
一
部
内
容
が
重
な
る
（
た
だ
し
、
石
橋
執
筆
で
は
な
い
）。
い

ず
れ
も
、﹃
新
報
﹄
記
事
を
基
に
し
つ
つ
、
Ｏ
Ｅ
誌
用
に
最
新
の
情
報
を
盛
り
込
ん
で
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
章　
『
新
報
』
掲
載
の
Ｏ
Ｅ
誌
最
新
号
広
告

　

本
章
で
は
、﹃
新
報
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
誌
最
新
号
の
広
告
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、﹁
財
政
的
な
犠
牲
﹂
は
も
ち
ろ

ん
﹁
種
々
雑
多
の
犠
牲
﹂（
第
五
号
広
告
、﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
九
月
八
日
号
、二
四
頁
）
を
覚
悟
の
上
に
﹁
犠
牲
的
出
版
﹂（
第
二
号
広
告
、

﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
六
月
十
六
日
号
、
二
四
頁
）
と
表
現
し
た
英
文
経
済
誌
の
創
刊
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
決
意
が
、
そ
こ
に
明
示
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
Ｏ
Ｅ
誌
に
対
す
る
海
外
の
反
応
が
度
々
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
海
外
メ
デ
ィ
ア
に

Ｏ
Ｅ
誌
記
事
が
引
用
あ
る
い
は
言
及
さ
れ
た
場
合
に
、
著
者
・
論
題
・
掲
載
誌
・
巻
号
数
な
ど
の
書
誌
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
。
広
告
の
掲
載

状
況
や
内
容
を
ま
と
め
た
一
覧
を
巻
末
に
﹁
資
料
二　

Ｏ
Ｅ
誌
最
新
号
広
告
一
覧
（
一
九
三
四
︱
一
九
三
七
年
）﹂
と
し
て
掲
載
し
て
い
る

の
で
、
詳
し
い
内
容
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

さ
て
、
以
下
に
引
用
す
る
創
刊
号
の
広
告
が
﹃
新
報
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
一
九
三
四
年
五
月
五
日
号
で
あ
る
。
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本
年
は
恰
も
本
旨
創
刊
第
四
十
周
年
に
相
当
す
る
。
我
社
は
之
が
記
念
事
業
の
一
と
し
て
予
て
英
文
政
治
経
済
雑
誌
の
発
刊
計
画
を
進

め
て
ゐ
た
が
、
今
や
準
備
全
く
成
り
、
茲
に
そ
の
創
刊
号
の
発
売
を
見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
我
社
の
欣
快
と
す
る
所
で
あ
る
。
満
州
事

変
以
来
、
日
本
は
世
界
の
焦
点
に
置
か
れ
て
ゐ
る
が
、
不
幸
に
し
て
、
我
国
の
現
状
は
正
当
に
認
識
さ
れ
ず
、
従
て
動
も
す
れ
ば
正
当

な
る
主
張
も
誤
解
さ
れ
、
我
国
際
的
位
地
は
甚
し
く
不
利
に
陥
っ
て
ゐ
る
。
外
国
の
認
識
不
足
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
此
原
因
の
大
半

は
不
幸
に
し
て
我
国
語
の
非
国
際
性
に
帰
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
社
が
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
敢
て
此
困
難
な
る
事
業
を
断

行
せ
ん
と
す
る
も
、
躍
進
的
発
展
を
遂
げ
つ
ゝ
あ
る
新
日
本
理
解
の
一
助
に
資
せ
ん
と
す
る
国
家
的
奉
仕
に
外
な
ら
ぬ
。
我
社
は
此
出

版
の
た
め
、
新
に
数
名
の
英
文
記
者
を
聘
し
、
原
稿
は
特
に
二
名
の
著
名
な
る
英
米
学
者
に
校
閲
せ
し
め
、
英
文
の
完
璧
を
期
し
た
。

内
容
は
現
代
日
本
の
断
層
を
知
る
上
に
、
絶
対
に
必
要
な
る
文
字
に
充
た
さ
れ
て
ゐ
る
。
啻
に
海
外
読
者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
国
内
読

者
諸
君
の
一
読
を
乞
ふ
て
止
ま
な
い
。（
二
二
頁
）

　

前
年
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
重
要
な
お
知
ら
せ
︱
﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
英
文
版
の
発
刊
﹂
と
比
べ
る
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
言
及
が
見
ら

れ
な
い
点
で
違
い
を
確
認
で
き
る
。
だ
が
、
共
通
し
て
い
る
の
は
日
本
の
現
状
が
諸
外
国
に
正
し
く
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
日

本
が
国
際
的
に
不
利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
表
明
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
認
識
に
基
づ
い
て
海
外
へ
の
正
確
な
情

報
の
発
信
を
通
じ
て
、
諸
外
国
の
日
本
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
持
た
せ
る
こ
と
を
﹁
国
家
的
奉
仕
﹂
と
表
現
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
こ
そ
Ｏ

Ｅ
誌
の
﹁
使
命
﹂
で
あ
る
と
も
位
置
付
け
た
。
同
号
の
﹁
編
集
室
よ
り
﹂
で
も
、﹁
日
本
の
経
済
及
び
政
治
を
正
し
く
外
国
に
示
し
我
国
の

立
場
を
有
利
な
ら
し
む
る
処
の
使
命
を
充
分
に
果
さ
ん
事
を
我
々
は
期
望
す
る
も
の
で
す
﹂（
五
四
頁
）
と
し
て
、
Ｏ
Ｅ
誌
の
﹁
使
命
﹂
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
広
告
に
はC

hief C
ontents

と
し
て
、
主
要
目
次
と
社
説
の
見
出
し
（T

he failure of the A
nglo-

Japanese trade conference, E
asy m

oney and big five banks, E
conom

ics developm
ents since gold suspension

）
が
併
せ
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れ
て
い
る
。

　

以
上
の
創
刊
号
の
広
告
や
﹁
編
集
室
よ
り
﹂
の
表
現
を
見
れ
ば
、
前
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
な
ぜ
石
橋
が
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
著
﹃
日
満

産
業
構
造
論
﹄
に
寄
せ
た
﹁
序
﹂
の
中
で
満
足
の
意
を
表
明
し
て
い
た
の
か
そ
の
理
由
が
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
政
治
・
経
済

事
情
が
諸
外
国
か
ら
誤
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
る
現
状
を
何
と
か
し
て
改
め
た
い
強
い
決
意
に
基
づ
い
て
創
刊
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
誌
が
、
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
諸
外
国
の
﹁
誤
解
﹂
が
原
因
と
な
っ
て
、
日
本
の
﹁
国
際
的
位
地
﹂
が
非
常
に
不
利
な
状
況
に
陥
っ
て

い
る
と
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
認
識
は
石
橋
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
か
つ
て
、
彼
が
植
民
地
放
棄
を
提
唱
し
た
り
、
軍
備
撤
廃

を
主
張
し
た
り
し
た
の
は
、
ま
さ
し
く
日
本
の
不
利
な
﹁
国
際
的
位
地
﹂
を
一
気
に
転
換
す
る
方
策
と
し
て
そ
れ
ら
が
有
効
性
を
持
つ
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
戦
後
も
含
め
て
、
石
橋
の
言
論
活
動
は
常
に
日
本
の
﹁
国
際
的
位
地
﹂
を
議
論
の
基
軸
に
据
え
て
展
開
さ
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
広
告
を
石
橋
が
執
筆
し
た
と
い
う
確
証
は
な
い
た
め
、
石
橋
に
引
き
付
け
て
解
釈
す
る
の
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は

い
え
、
東
洋
経
済
新
報
主
幹
の
石
橋
が
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
を
も
っ
て
発
刊
を
決
意
し
た
Ｏ
Ｅ
誌
の
広
告
に
全
く
目
を
通
し
て
い
な
い
と

は
考
え
に
く
い
。
と
り
わ
け
、
創
刊
の
時
期
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
は
創
刊
号
の
広
告
に
石
橋
の
強
い
意
志

が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
五
月
五
日
号
以
降
の
広
告
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。﹃
新
報
﹄
五
月
十
二
日
号
は
五
日
号
の
内
容
を

部
分
削
除
し
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
、
十
九
日
号
は
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。
新
た
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
が
二
十
六
日
号
で
あ
る
。
引
き

続
き
創
刊
号
の
広
告
だ
が
、
そ
れ
ま
で
と
異
な
る
の
は
、﹁
本
誌
の
特
長
﹂
と
題
し
て
、
Ｏ
Ｅ
誌
の
特
長
を
紹
介
し
、
購
読
を
推
奨
す
る
内

容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
次
の
八
つ
の
小
見
出
し
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
短
い
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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◇
本
誌
は
月
刊
で
あ
る　

◇
本
誌
の
記
事
は
常
に
新
鮮
で
あ
る　

◇
本
誌
の
記
事
は
邦
文
記
事
の
単
な
る
翻
訳
で
は
な
い　

◇
本
誌
の

記
事
は
日
本
の
単
な
る
紹
介
で
な
い　

◇
本
誌
の
示
す
学
的
水
準
は
高
い　

◇
本
誌
の
英
語
は
極
め
て
洗
練
さ
れ
て
ゐ
る　

◇
本
誌
の

値
段
は
至
廉
で
あ
る　

◇
読
者
へ
の
お
願
ひ
！　

　

こ
こ
で
は
、﹁
◇
本
誌
の
記
事
は
邦
文
記
事
の
単
な
る
翻
訳
で
は
な
い
﹂
と
﹁
◇
本
誌
の
記
事
は
日
本
の
単
な
る
紹
介
で
な
い
﹂
の
内
容

を
紹
介
す
る
。

◇
本
誌
の
記
事
は
邦
文
記
事
の
単
な
る
翻
訳
で
は
な
い　

単
な
る
翻
訳
は
、
日
本
の
政
治
経
済
に
う
と
い
外
国
人
に
、
十
分
な
る
理
解

を
與
へ
る
事
が
出
来
な
い
。
本
誌
は
そ
の
点
に
留
意
し
て
総
て
の
記
事
を
日
本
経
済
に
深
く
通
遶
し
な
い
も
の
に
も
理
解
で
き
る
様
に

心
掛
け
た
。（﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
五
月
二
十
六
日
号
、
六
九
頁
）

◇
本
誌
の
記
事
は
日
本
の
単
な
る
紹
介
で
な
い　

又
日
本
の
宣
伝
雑
誌
で
も
な
い
。
そ
こ
で
は
深
い
洞
察
力
と
鋭
い
批
判
力
と
に
よ
っ

て
、
日
本
経
済
の
長
所
短
所
が
如
実
に
摘
出
さ
れ
、
又
そ
の
向
ふ
べ
き
方
向
が
指
示
さ
れ
て
ゐ
る
。（
同
前
）

　
﹁
◇
本
誌
の
記
事
は
邦
文
記
事
の
単
な
る
翻
訳
で
は
な
い
﹂
に
つ
い
て
、
前
章
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
Ｏ
Ｅ
誌
記
事
は
全
て
が
﹃
新
報
﹄

記
事
の
訳
載
と
は
限
ら
な
い
。
正
確
な
割
合
は
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
独
自
の
記
事
も
一
定
程

度
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
引
用
文
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、﹃
新
報
﹄
記
事
は
あ
る
程
度
日
本
経
済
の
事
情
に
精

通
し
て
い
る
読
者
を
想
定
し
て
お
り
、
専
門
性
が
高
く
、
外
国
人
が
内
容
理
解
す
る
上
で
多
少
の
支
障
を
来
す
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
取
り
扱
う
テ
ー
マ
や
主
張
内
容
は
同
一
で
あ
る
場
合
で
も
、
よ
り
正
確
な
情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
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。

　
﹁
◇
本
誌
の
記
事
は
日
本
の
単
な
る
紹
介
で
な
い
﹂
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
が
Ｏ
Ｅ
誌
及
び
﹃
新
報
﹄
は
確
か
な
情
報
に
基
づ

く
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
、
自
主
独
立
の
立
場
で
客
観
的
な
批
判
を
展
開
し
て
い
た
と
評
価
す
る
と
お
り
、
日
本
の
実
情
を
覆
い
隠
し
て
、

日
本
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
情
報
を
一
方
的
に
垂
れ
流
す
宣
伝
雑
誌
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｏ
Ｅ
誌
は
海
外
読
者
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｏ
Ｅ
誌
が
必
ず
し
も
日
本
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
情
報
ば
か
り
を
流
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
中
に
一
度
も
発

行
中
止
の
処
分
を
受
け
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
石
橋
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
の
知
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
日
本
で
発
行
さ
れ
て
い
る
外
国
語
出
版
物
の
発
売
禁
止
を
考
慮
す
る
た
め
の
調
査
を
行
っ
た
軍
部
は
、

同
種
の
出
版
物
中
唯
一
政
府
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
誌
が
、
外
国
人
の
間
で
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
軍
部
は
、
自
ら
の
目
的
の
た
め
に
も
﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
が
有

効
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。）
₆₃
（

　

軍
部
が
自
己
の
目
的
の
た
め
に
有
効
と
判
断
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
海
外
宣
伝
を
行
う
上
で
利
用
価
値
が
あ
る
と
考
え

た
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
軍
部
が
Ｏ
Ｅ
誌
の
利
用
を
企
て
た
こ
と
が
あ
る
の
か
現
時
点
で
は
定
か
で
は
な
い）
₆₄
（

。

　

さ
て
、
満
を
持
し
て
創
刊
し
た
Ｏ
Ｅ
誌
に
対
し
て
、
様
々
な
反
響
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
第
二
号
の
広
告
（﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
六
月

十
六
日
号
掲
載
）
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、﹁
予
期
せ
ざ
る
各
方
面
の
読
者
よ
り
、
山
の
如
き
讃
辞
と
激
励
の
言
葉
と
、
そ

れ
か
ら
親
切
な
る
注
意
を
賜
は
っ
た
﹂（
太
字
︱
原
文
）（
二
四
頁
）
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
早
速
第
二
号
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の
誌
面
に
反
映
さ
せ
、
実
際
にC

U
R

R
E

N
T

 T
O

P
IC

S

の
新
設）
₆₅
（

やST
A

T
IST

IC
A

L
 D

A
T

E

を
改
良
し
た
。
管
見
の
限
り
、R

E
V

IE
W

 O
F

 

T
H

E
 M

O
N

T
H

欄
に
も
改
良
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
創
刊
号
は
目
次
に
記
載
さ
れ
た
小
見
出
し
と
本
文
中
の
小
見
出
し
が
一
致
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
第
二
号
以
降
は
修
正
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
号
の
広
告
は
﹃
新
報
﹄
七
月
二
十
一
日
号
に
掲
載）
₆₆
（

さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
は
別
に
同
号
の
巻
頭
（﹁
財
界
概
観
﹂
の
ペ
ー
ジ
）

に
Ｏ
Ｅ
誌
創
刊
を
知
ら
せ
る
社
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
改
め
て
、
そ
の
意
図
に
つ
い
て
﹁
我
国
の
経
済
事
情
を
広
く
海
外
諸
国
の
識
者
に
知
ら

し
む
る
機
関
た
ら
し
め
、
国
際
日
本
と
し
て
従
来
欠
如
せ
る
一
側
面
を
補
は
ん
と
す
る
奉
仕
的
微
意
に
外
な
ら
な
い
﹂
と
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
英
文
雑
誌
の
刊
行
事
業
の
支
援
、
つ
ま
り
新
規
購
読
を
呼
び
掛
け
て
い
る
（﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
七
月
二
十
一
日
号
、
五
頁
）。
同
号

で
も
誌
面
に
改
良
が
加
え
ら
れ
、IN

V
E

ST
M

E
N

T
 O

U
T

L
O

O
K

欄
が
新
設
さ
れ
た）
₆₇
（

。
さ
ら
に
、﹁
質
的
に
云
へ
ば
、
翻
訳
者
執
筆
者
校
正

者
印
刷
者
の
チ
マ

マ

ム
ワ
ー
ク
が
漸
く
完
備
し
、本
誌
の
誇
る
べ
き
諸
特
徴
が
、本
誌
の
隅
々
ま
で
現
れ
て
来
た
﹂（
同
前
）
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、

よ
う
や
く
編
集
作
業
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
第
三
号
の
広
告
は
、
そ
の
後
の
広
告
内
容
を
方
向
付
け
て
い
く
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
Ｏ
Ｅ
誌
記
事
に
対
す
る
海
外

メ
デ
ィ
ア
も
し
く
は
外
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
反
応
で
あ
る）
₆₈
（

。

◇
近
着H

andel und W
irtschaft

紙
六
月
二
十
一
日
号
は
、
第
一
頁
ト
ッ
プ
にJapanische V

erteidigung gegen das 

L
ancashire-B

aum
w

ollgew
erbe

と
題
し
て
、
本
誌
第
一
号
所
載
の“T

he F
ailure of the A

nglo-Japanese T
rade 

C
onference”

の
詳
細
な
る
紹
介
と
批
評
と
を
掲
載
し
、
又
青
島
一
読
者
の
御
報
告
に
よ
れ
ば
、
同
地
﹃
タ
イ
ム
ス
﹄
紙
六
月
二
十
四

日
号
は
、
第
二
頁
第
二
編
に
て
本
誌
の
価
値
の
大
な
る
旨
の
推
薦
の
記
事
を
掲
載
し
た
と
の
由
で
あ
る
。）
₆₉
（
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こ
う
し
た
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
入
手
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
解
明
は
Ｏ
Ｅ
誌
研
究
の
課
題
と
な
り
得
る
。
参
考

ま
で
に
、
一
九
三
四
年
の
広
告
に
掲
載
さ
れ
た
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
を
以
下
に
引
用
す
る
。

第
七
号
広
告
、﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
十
一
月
十
七
日
号
掲
載

□
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
ガ
ー
ヂ
ア
ン
紙
の
特
別
寄
稿
家
と
し
て
著
名
な
バ
ー
ナ
ー
ド
・
エ
リ
ン
ガ
ー
氏
（
近
著
に
﹃
信
用
と
国
際
貿
易
﹄

あ
り
）
は
桐
生
高
工
校
長
西
田
博
太
郎
博
士
に
書
を
寄
せ
て
言
ふ
。
／
□
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
御
送
附
下
さ
れ
感
謝
す
、

然
れ
共
、
余
は
既
に
同
誌
を
定
期
購
読
す
。
故
に
ピ
ア
ー
ス
氏
に
之
を
送
附
し
た
り
、
云
々
。
／
八
月
四
日
の
ガ
ー
ヂ
ア
ン
紙
に
エ
リ

ン
ガ
ー
氏
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
初
号
掲
載
の
﹃
日
英
貿
易
会
商
の
失
敗
﹄（“T

he F
ailure of the A

nglo-Japanese 

T
rade C

onference”

︱
引
用
者
）
に
就
て
、﹃
世
界
貿
易
の
常
態
復
帰
は
全
世
界
の
国
民
の
努
力
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
の
為
め

に
は
、
日
本
は
多
大
の
犠
牲
を
払
ふ
用
意
を
有
す
云
々
。﹄
を
特
に
引
用
し
て
居
る
。（﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
十
一
月
十
七
日
号
、
四

〇
頁
）

第
八
号
広
告
、﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
十
二
月
十
五
日
号
掲
載

□
新
雑
誌
の
評
価
は
、
日
本
と
外
国
で
は
大
分
赴
が
違
ふ
様
だ
。
少
く
共
、
三
年
位
続
け
ね
ば
頭
か
ら
問
題
に
し
な
い
の
が
欧
米
の
風

習
ら
し
い
／
□
だ
か
ら
、
七
号
や
八
号
の
あ
た
り
で
、
次
の
様
な
事
に
な
る
の
は
異
教
と
云
っ
て
い
ゝ
。
／
紐
育W

orld P
etroleum

社
よ
り
の
書
簡
の
一
節
﹃
貴
社
のT

he O
riental E

conom
ist

と
弊
社
のW

orld P
etroleum

誌
と
の
交
換
を
御
願
ひ
し
た
い
が
、

御
許
し
下
さ
る
か
、
如
何
で
せ
う
か
。
茲
許
、
弊
誌
十
一
月
号
を
御
送
り
申
上
げ
ま
す
。
幸
に
御
許
し
下
さ
っ
て
貴
名
を
弊
社
の
リ
ス

ト
に
加
へ
る
事
が
出
来
ま
し
た
ら
、
欣
快
こ
れ
に
越
す
も
の
は
御
座
い
ま
せ
ん
⋮
⋮
⋮
。﹄（﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
十
二
月
十
五
日
号
、
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い
ず
れ
の
場
合
も
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
を
取
り
上
げ
た
上
で
、﹁
本
誌
は
将
に
世
界
的
権
威
あ
る
経
済
雑
誌
と
し
て
、
世
界
批
評
家

か
ら
扱
は
れ
つ
ゝ
あ
る
﹂）
₇₀
（

、﹁
手
ご
た
へ
は
確
か
に
よ
ろ
し
い
。
金
的
を
ズ
ブ
リ
と
射
た
ら
し
い
﹂）
₇₁
（

と
自
画
自
賛
で
あ
る
。
こ
の
自
己
評
価
の

高
さ
は
、
そ
れ
だ
け
Ｏ
Ｅ
誌
の
刊
行
が
東
洋
経
済
新
報
社
に
と
っ
て
大
き
な
決
断
で
あ
り
、
大
き
な
不
安
を
抱
き
な
が
ら
の
船
出
だ
っ
た
こ

と
の
裏
返
し
と
受
け
止
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
外
国
人
の
読
者
が
論
旨
を
正
確
に
理
解
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
と
し
て

も
、
予
想
を
超
え
る
海
外
か
ら
の
反
響
は
、
Ｏ
Ｅ
誌
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
海
外
の
購
読
状
況
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
広
告
を
通
じ
て
そ
の
一
端
が
明
ら
か
と
な

る
。
創
刊
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
Ｏ
Ｅ
誌
一
九
三
五
年
五
月
号
の
広
告
（﹃
新
報
﹄
一
九
三
五
年
五
月
十
八
日
号
掲
載
）
で
は
、Ｏ
Ｅ
誌
の
﹁
使

命
﹂
に
再
度
言
及
し
た
上
で
、
過
去
一
年
間
を
振
り
返
り
、
目
的
を
﹁
半
ば
以
上
達
成
﹂
し
た
と
自
己
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
根
拠
と

し
て
挙
げ
た
の
が
各
国
の
読
者
層
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、﹁
英
、
米
、
独
、
仏
、
伊
、
蘇
、
白
、
和
、
瑞
西
、
チ
ェ
ッ
コ
、
瑞
典
、
支
、
ペ

ル
ー
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
シ
ャ
ム
、
南
阿
、
イ
ン
ド
を
含
む
二
十
个
国
及
び
夫
等
の
有
す
る
属
領
各
地
﹂）
₇₂
（

が
列
挙
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
三

七
年
一
月
時
点
で
は
、
具
体
的
な
国
名
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、﹁
世
界
四
十
余
箇
国
の
人
々
が
英
文
東
洋
経
済
を
読
む
﹂（﹃
新
報
﹄

一
九
三
七
年
一
月
九
日
号
、
五
八
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
読
者
層
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

さ
て
、
海
外
の
反
応
に
関
し
て
取
り
上
げ
た
い
の
が
、﹃
新
報
﹄
一
九
三
六
年
九
月
二
十
六
日
号
掲
載
の
広
告
で
あ
る）
₇₃
（

。

（
一
面
右
上
よ
り
左
下
）
⦿
海
外
宣
伝
の
チ
ャ
ン
ス
来
る
！！！

（
一
面
右
半
分
）
英
文
東
洋
経
済
を
利
用
せ
よ
！！！
輸
出
は
宣
伝
か
ら
！！！
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八
三
二

（
一
面
右
半
分
）
本
誌
は
単
な
る
宣
伝
雑
誌
で
は
な
い
。
独
立
自
由
の
立
場
を
護
る
国
際
的
評
論
機
関
で
あ
る
。
然
る
が
故
に
こ
そ
、

そ
の
一
言
一
句
は
常
に
世
界
の
視
聴
を
集
め
る
。
茲
に
本
誌
が
も
つ
宣
伝
力
の
絶
大
さ
が
潜
ん
で
ゐ
る
。
而
し
て
か
ゝ
る
真
面
目
に
し

て
根
強
き
潜
勢
力
を
利
用
す
る
と
き
、
宣
伝
の
効
果
は
正
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
だ
。
優
秀
な
る
海
外
広
告
機
関
と
し
て
敢
へ
て
自
薦
す
る

所
以
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、﹁（
一
面
左
半
分
）
英
文
東
洋
経
済
の
信
用
を
視
よ
！！！
﹂
の
見
出
し
に
続
い
て
、
Ｏ
Ｅ
誌
に
関
す
る
以
下
の
批
評
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

—
A

ny one interested in Japan com
m

ercial affairs w
ould benefit substantially in keeping an courant w

ith current 

developm
ents by subscribing to the O

riental Econom
ist. —

H
. B

. P
h

illip
s, G

en
era

l M
otors, N

.Y.

—
W

ithout doubt I shall find in the O
riental Econom

ist m
any an interesting item

 w
hich m

ay prove m
ost helpful 

in
 ou

r m
u

tu
al en

d
eavors to fu

rth
er G

erm
an

-Jap
an

ese relation
s an

d
 to brin

g abou
t a su

ccessfu
l co-op

eration
s 

betw
een our nations. —

H
erm

ann W
aibel, K

om
m

erzienrat, Frankfurt a. M
.

—
I h

ave seen
 on

e n
u

m
ber of the O

riental Econom
ist, w

h
ich

 is very in
terestin

g, an
d

 I sh
all look forw

ard
 to 

follow
ing it closely through the year. It is a great thing to have such a m

an of independent view
s w

ho at the sam
e 

tim
e is not afraid of saying w

hat he thinks as M
r. T

anzan Ishibashi. —
N

eil M
eleolm

, B
ritish N

orth B
orneo C

o., 

London
.

—
It is m

y intention ton closely study “T
he O

riental Econom
ist” and on basis of the know

ledge thereby obtained 
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I intend from
 tim

e to tim
e to m

ake short lectures in the local R
otary C

lub of w
hich I am

 a m
em

ber. —
Johan G

ran, 

B
ergen, N

orw
ay

. （
太
字
・
斜
体
表
記
︱
原
文
）

　

い
ず
れ
も
Ｏ
Ｅ
誌
が
提
供
す
る
情
報
や
公
平
な
批
評
を
高
く
評
価
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
出
典
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

前
述
の
よ
う
に
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
で
海
外
読
者
の
反
応
を
入
手
し
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
広
告
欄
は
度
々
改
良
が
加
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、C

H
IE

F
 C

O
N

T
E

N
T

S

に
日
本
語
訳
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る）
₇₄
（

。
そ
れ

に
伴
い
、
広
告
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
が
図
ら
れ
て
い
る
。
変
更
前
は
一
面
の
左
半
分
（
上
段
・
中
段
。
場
合
に
よ
っ
て
下
段
）
に
主
要
目
次

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
変
更
後
は
一
面
下
段
（
中
段
か
ら
下
段
）
と
な
っ
た
（
下
段
左
に
英
語
表
記
、
下
段
右
に
日
本
語
表
記
）。
ま
た
、

一
九
三
七
年
に
入
る
と
、
最
新
号
の
紹
介
で
は
な
く
、
Ｏ
Ｅ
誌
そ
の
も
の
を
宣
伝
す
る
内
容
の
広
告
も
掲
載
さ
れ
始
め
た
。
広
告
の
大
き
さ

は
、
五
も
し
く
は
四
分
の
一
面
で
あ
る
。
初
出
は
﹃
新
報
﹄
一
九
三
七
年
一
月
九
日
号
で
あ
る
。

（
右
半
分
）
◇
輸
出
増
産
は
／
宣
伝
か
ら
！！！
／
◇
世
界
四
十
余
箇
国
の
人
々
が
英
文
東
洋
経
済
を
読
む
。

（
中
央
）
海
外
宣
伝
の
チ
ャ
ン
ス
！！！
／
◇
真
摯
な
有
識
階
級
層
が
英
文
東
洋
経
済
を
絶
讃
す
る
。

（
左
半
分
）
◇
英
文
東
洋
経
済
を
利
用
せ
よ
！！！
／
◇
文
案
翻
訳
無
料
・
速
刻
社
員
参
上
（
五
八
頁
）

　

こ
の
形
式
が
登
場
し
て
以
降
、
広
告
掲
載
の
パ
タ
ー
ン
は
、
①
最
新
号
広
告
の
み
掲
載
②
宣
伝
広
告
の
み
掲
載
③
最
新
号
広
告
と
宣
伝
広

告
が
掲
載
、
の
三
つ
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
③
は
稀
で
あ
り
、
割
合
と
し
て
は
①
が
多
い
。

　

一
九
三
八
年
以
降
の
広
告
内
容
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
全
体
の
傾
向
を
概
観
す
る
に
留
め
る
。
一
九
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八
三
四

三
八
年
に
﹃
新
報
﹄
に
﹁
出
版
だ
よ
り
﹂
欄
が
新
設
さ
れ
た
際
に
は
、
海
外
に
お
け
る
Ｏ
Ｅ
誌
記
事
の
引
用
が
よ
り
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
清
沢
洌
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
海
外
の
反
応
も
随
時
取
り
上
げ
て
い
る
。
一
九
三
九
年
に
入
る
と
、
全
面
広
告
で
は
な
く
、
半

面
（
二
分
の
一
面
）
広
告
が
中
心
と
な
る
。
特
に
、
一
九
三
九
年
四
月
に
﹃
東
洋
経
済
統
計
月
報
﹄
が
創
刊
さ
れ
て
以
降
、
Ｏ
Ｅ
誌
と
﹃
統

計
月
報
﹄
が
そ
れ
ぞ
れ
半
面
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
、
対
米
開
戦
以
降
は
、
Ｏ
Ｅ
誌
広
告
が
ほ
と
ん
ど
掲
載
さ
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
Ｏ
Ｅ
誌
に
限
ら
ず
、
東
洋
経
済
新
報
社
が
発
行
し
て
い
る
そ
の
他
雑
誌
や
書
籍
も
同
様
に
広
告
の
掲
載
頻
度
が
大
き
く
低
下
し

て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
に
Ｏ
Ｅ
誌
の
広
告
が
皆
無
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
掲
載
の
主
な
形
式
は
、
巻
末
の
﹁
編
集
室
よ
り
﹂
と
同

一
ペ
ー
ジ
の
上
段
左
に
一
面
の
八
分
の
一
か
ら
一
〇
分
の
一
程
度
の
大
き
さ
で
最
新
号
の
主
要
目
次
が
英
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
を
紹
介
し
た
り
、
使
命
を
強
調
し
た
り
す
る
文
章
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
同
欄
は
号
に
よ
っ
て
﹃
大
陸
東
洋
経
済
﹄
と
﹃
香
港
東
洋
経
済
﹄
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｅ
誌
の
掲
載
は
平
均
す
る

と
月
一
回
程
度
だ
っ
た
。

　

本
章
で
は
、﹃
新
報
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
誌
最
新
号
広
告
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
広
告
欄
は
、
創
刊
号
で
表
明
し
た
Ｏ
Ｅ
誌
の
﹁
使

命
﹂
を
着
実
に
果
た
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
場
で
あ
り
、
ま
た
、
海
外
の
反
応
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
事
業
の
成
功
に
満
足
感
を
抱

き
、
さ
ら
に
は
自
負
心
す
ら
も
披
瀝
さ
せ
る
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
通
じ
て
、
東
洋
経
済
新
報
社
が
並
々
な
ら
ぬ
決
意
の
下
で

Ｏ
Ｅ
誌
を
創
刊
し
た
こ
と
が
改
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
Ｏ
Ｅ
誌
の
全
体
の
見
取
り
図
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
創
刊
初
期
（
一
九
三
四
︱
一
九
三
七
年
）
に
焦
点
を
当
て
て
、
創

刊
の
経
緯
、
誌
面
構
成
、﹃
新
報
﹄
掲
載
の
広
告
を
取
り
上
げ
た
。
以
上
の
検
討
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
Ｏ
Ｅ
誌

の
性
格
は
も
ち
ろ
ん
、
東
洋
経
済
新
報
社
が
難
事
業
と
い
う
べ
き
英
文
雑
誌
の
刊
行
を
決
意
し
た
理
由
や
覚
悟
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
稿

で
取
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
Ｏ
Ｅ
誌
記
事
と
﹃
新
報
﹄
記
事
の
対
照
作
業
を
中
心
と
す
る
内
容
分
析
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て

検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

付
記　

 

本
稿
は
、JSP

S

科
研
費JP15K16993
（
研
究
課
題
﹁
戦
時
期
日
本
の
英
文
雑
誌
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
﹂）
の
助
成
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　

Ｏ
Ｅ
誌
に
関
連
す
る
先
行
研
究
と
し
て
ま
ず
、
山
口
正
﹁
英
文
誌
の
協
力
者
シ
ェ
ー
ラ
ー
博
士
︱
歴
史
の
谷
間
に
忘
れ
ら
れ
た
親
日
家
﹂
同
著
﹃
思
想
家
と
し
て
の
石
橋
湛

山
︱
人
と
時
代
﹄（
春
風
社
、
二
〇
一
五
年
）
に
収
録
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
綿
野
脩
三
﹁
知
ら
れ
ざ
る
﹃
英
文
東
洋
経
済
﹄（T

he O
riental E

conom
ist

）
創

刊
の
功
績
﹂ （﹃
自
由
思
想
﹄（
石
橋
湛
山
記
念
財
団
）
第
三
三
号
（
一
九
八
四
年
九
月
）
所
収
）
が
あ
る
。

（
2
）　

同
巻
に
は
、
全
集
に
未
収
録
だ
っ
た
文
章
や
全
集
刊
行
後
に
発
見
さ
れ
た
史
料
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
。

（
3
）　
﹁
英
文
誌
（T

he O
riental E

conom
ist

）
の
概
要
﹂、﹃
石
橋
湛
山
全
集　

第
十
六
巻
（
補
巻
）﹄（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
一
年
）、
六
三
七
頁
。
以
下
、﹃
全
集
﹄
と
略

記
し
、
巻
数
を
丸
囲
み
で
表
記
す
る
。

（
4
）　

同
館
が
所
蔵
す
る
Ｏ
Ｅ
誌
の
旧
蔵
は
在
日
米
大
使
館
で
あ
る
。﹁A

M
E

R
IC

A
N

 E
M

B
A

SSY / L
IB

R
A

R
Y / JU

N
. 22.1954 / T

O
K

YO
, JA

PA
N

 / P
roperty of U

. S. 

G
ov’t

﹂（﹁/

﹂
は
原
文
に
お
け
る
改
行
を
指
す
。
以
下
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
同
じ
）
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
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（
5
）　

創
刊
号
を
所
蔵
し
て
い
る
大
学
は
、
小
樽
商
科
大
学
、
上
智
大
学
、
一
橋
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
京
都
大
学
、
関
西
大
学
、
北
九
州
市
立
大
学
の
七
大
学
に
止
ま
る
。

（
6
）　

松
尾
尊
兊
﹁﹁
石
橋
湛
山
研
究
﹂
事
始
め
﹂（﹃
自
由
思
想
﹄（
石
橋
湛
山
記
念
財
団
）
第
一
一
一
号
（
二
〇
〇
八
年
八
月
）
所
収
）、
同
著
﹃
近
代
日
本
と
石
橋
湛
山
︱
東
洋

経
済
の
人
び
と
︱
﹄（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
三
年
）、
三
二
二
頁
。

（
7
）　

池
尾
愛
子
﹁
Ｍ
・
ブ
ロ
ン
フ
ェ
ン
ブ
レ
ナ
ー
（1914-1997

）
の
日
本
訪
問
、1945-1952

年: 

米
国
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄﹂、
第
七

回
日
本
経
済
史
セ
ミ
ナ
ー
（
20
世
紀
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
第
八
五
回
セ
ミ
ナ
ー
合
同
研
究
会
）（
二
〇
一
四
年
六
月
二
十
八
日
、
於
早
稲
田
大
学
）、
同
﹁
英
文
雑
誌
﹃
オ
リ
エ
ン

タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
の
経
済
記
事
に
つ
い
て
︱1930

～50

年
代
を
中
心
に
︱
﹂、
第
四
回
石
橋
湛
山
研
究
学
会
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
十
七
日
、
於
立
正
大
学
）。

　
　
　

鈴
村
裕
輔
﹁
英
語
版
﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
の
創
刊
と
石
橋
湛
山
の
役
割
﹂、
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
﹃
国
際
日
本
学
﹄
第
一
四
号
（
二
〇
一
七
年
一
月
）。

（
8
）　

石
橋
湛
山
﹁﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
と
共
に
二
〇
年
﹂（“Tw

enty Years w
ith T

he O
riental E

conom
ist”

）（T
h

e O
rien

ta
l E

con
om

ist, V
ol. X

X
II, 

N
o. 524, June 1954

）、﹃
全
集
⑯
﹄
所
収
、
同
著
﹃
湛
山
回
想
﹄（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
）、
同
著
﹃
湛
山
座
談
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）。

（
9
）　
﹁
年
譜
﹂、﹃
全
集
⑮
（
補
訂
版
）﹄、
二
三
二
︱
二
三
三
頁
。
石
橋
、
前
掲
﹃
湛
山
回
想
﹄、
三
二
二
︱
三
二
五
頁
。

（
10
）　

綿
野
、
前
掲
﹁
知
ら
れ
ざ
る
﹃
英
文
東
洋
経
済
﹄﹂（T

he O
riental E

conom
ist

）
創
刊
の
功
績
﹂、
六
五
頁
。

（
11
）　
﹁
重
要
な
お
知
ら
せ　
﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄
英
文
版
の
発
刊
﹂（﹃
東
洋
経
済
新
報
﹄（
以
下
、﹃
新
報
﹄
と
略
記
）
一
九
三
三
年
九
月
二
十
三
日
号
）、﹃
全
集
⑯
﹄、
六
三
四
頁
。

（
12
）　

同
前
、
六
三
三
頁
。

（
13
）　

前
掲
﹁
年
譜
﹂、
二
四
七
頁
。

（
14
）　

石
橋
、
前
掲
﹁﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
と
共
に
二
〇
年
﹂、
六
二
二
︱
六
二
三
頁
。

（
15
）　

石
橋
、
前
掲
﹃
湛
山
回
想
﹄、
三
二
四
頁
。

（
16
）　

石
橋
、
前
掲
﹁﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
と
共
に
二
〇
年
﹂、
六
二
〇
頁
。

（
17
）　

石
橋
湛
山
﹁
序
﹂、
Ｅ
・
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
（
雪
山
慶
正
・
三
浦
正
共
訳
）﹃
日
満
産
業
構
造
論　

第
一
巻
﹄（
慶
應
書
房
、
一
九
四
二
年
）、
二
頁
。

（
18
）　

石
橋
、
前
掲
﹁﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
と
共
に
二
〇
年
﹂、
六
一
八
頁
。

（
19
）　

東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
刊
行
委
員
会
編
﹃
東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
﹄（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
六
年
）、
四
一
二
︱
四
一
三
頁
。
石
橋
、
前
掲
﹁﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
と
共
に
20
年
﹂、
六
二
〇
頁
。
シ
ェ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
山
口
、
前
掲
﹁
英
文
誌
の
協
力
者
シ
ェ
ー
ラ
ー
博
士
︱
歴
史
の
谷
間
に
忘
れ
ら
れ
た
親
日
家
﹂

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
20
）　
﹃
全
集
⑯
﹄、
六
二
九
︱
六
三
〇
頁
。
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（
21
）　

東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
刊
行
委
員
会
編
、
前
掲
﹃
東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
﹄、
四
一
三
頁
。

（
22
）　

合
併
号
に
記
載
さ
れ
た
﹁
発
行
日
﹂
は
不
正
確
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四
五
年
七
・
八
月
合
併
号
は
表
紙
に
﹁
８
月
８
日
印
刷
納
本
﹂﹁
８
月
10
日
発
行
﹂
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
例
え
ば
同
号
に
掲
載
さ
れ
た H

O
W

 T
H

E
 W

A
R

 E
N

D
E

D

内
のC

H
R

O
N

O
L

O
G

Y of E
V

E
N

T
S

で
は
、
九
月
二
日
の
ミ
ズ
ー
リ
号
に
お
け
る
日
本
と
連
合
国
に

よ
る
休
戦
協
定
の
調
印
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
九
月
以
降
の
発
行
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
九
月
号
以
降
の
発
行
も
遅
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
九
月
号
に
関
し
て
は
、﹃
新
報
﹄
一
九
四
五
年
十
二
月
一
日
号
に
﹁
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
／
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
／
月
刊
英
文
東
洋
経
済
新
報
／
九
月
号
発
売
中
、
十
・
十
一

月
号
近
日
出
来
／
定
価
三
円
・
一
个
年
三
十
六
﹂（
一
〇
頁
）
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）　

東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
刊
行
委
員
会
編
、
前
掲
﹃
東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
﹄、
四
一
一
頁
。

（
24
）　

石
橋
、
前
掲
﹃
湛
山
回
想
﹄、
三
二
四
︱
三
二
五
頁
。

（
25
）　

前
掲
﹁
英
文
誌
（T

he O
riental E

conom
ist

）
の
概
要
﹂、
六
三
七
頁
。

（
26
）　

石
橋
湛
一
・
伊
藤
隆
編
﹃
石
橋
湛
山
日
記
・
上
﹄（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
五
四
︱
五
五
頁
。

（
27
）　

石
橋
、
前
掲
﹃
湛
山
回
想
﹄、
三
二
五
頁
、
石
橋
、
前
掲
﹃
湛
山
座
談
﹄、
五
九
頁
。

（
28
）　

創
刊
か
ら
敗
戦
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
書
籍
に
つ
い
て
は
、
巻
末
﹁
資
料
一　

B
O

O
K

S A
N

D
 P

U
B

L
IC

A
T

IO
N

で
紹
介
さ
れ
た
書
籍
一
覧
（
一

九
三
四
︱
一
九
四
五
年
）﹂
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
29
）　

Ｏ
Ｅ
誌
及
び
﹃
新
報
﹄
掲
載
時
の
﹁
著
者
名
・
論
題
﹂
表
記
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

①E
rnest H

. P
ickering , “A

nglo-Japanese T
rade”

　
　
　
　

↓
ア
ー
ネ
ス
ト
・
エ
イ
チ
・
ピ
カ
リ
ン
グ
﹁
日
英
貿
易
調
整
論
﹂

　
　
　
　

②H
arald von W

aldheim
 , “G

erm
any’s T

rade w
ith A

sia”

　
　
　
　

↓
ハ
ラ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
﹁
亜
細
亜
市
場
に
於
け
る
独
逸
の
経
済
的
使
命
﹂

　
　
　
　

③Jam
es A

. B
. Scherer , “T

rade and G
ood W

ill”

　
　
　
　

↓
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
シマ

マ

ャ
ラ
ー
﹁
日
米
貿
易
と
国
際
親
善
﹂

　
　
　
　

④A
. M

organ Young , “Japan’s P
etroleum

 P
olicy”

　
　
　
　

↓
エ
ー
・
モ
ル
ガ
ン
・
ヤ
ン
グ
﹁
満
洲
の
門
戸
を
開
放
せ
し
め
よ
﹂

（
30
）　

内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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 P
rogress S

tead
y an

d
 W

id
esp

read
, M

on
ey an

d
 B

an
kin

g, T
h

e N
ew

 Issu
e M

arket, S
tock M

arket, C
om

m
od

ity P
rices, V

olu
m

e of P
rod

u
ction

, 

R
ailw

ay L
oadings and W

arehoused C
om

m
odities, F

oreign T
rade, C

orporate E
arnings, F

actory E
m

ploym
ent and W

ages.
（
31
）　

掲
載
時
期
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

一
九
三
四
年
分
：
一
九
三
五
年
三
月
号
、
一
九
三
五
年
分
：
一
九
三
六
年
二
月
号
、
一
九
三
六
年
分
：
一
九
三
六
年
十
二
月
号
、
一
九
三
七
年
分
：
一
九
三
八
年
一
月
号

（
32
）　

清
沢
の
本
数
に
つ
い
て
は
、
三
本
が
署
名
論
説
、
三
本
が
無
署
名
論
説
で
あ
る
。
後
者
は
松
田
義
男
編
﹁
清
沢
洌
著
作
目
録
﹂（
二
〇
〇
二
年
八
月
二
十
日
、
二
〇
一
七
年

二
月
十
三
日
改
訂
）（
松
田
義
男
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://ym

atsuda.pro.tok2.com
/

）、
最
終
確
認
日
：
二
〇
一
七
年
三
月
三
十
一
日
）
に
よ
り
清
沢
執
筆
と
し
た
。

（
33
）　
﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
七
月
十
四
日
号
﹁
編
集
室
よ
り
﹂
は
、
長
谷
川
の
論
説
に
触
れ
つ
つ
、﹁
我
社
の
英
文
号
は
真
の
日
本
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
上
に
重
要
な
意
義
を
も

つ
も
の
で
あ
り
ま
す
﹂（
七
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
34
）　
﹃
新
報
﹄
一
九
三
五
年
十
一
月
二
十
三
日
号
、
一
七
頁
。

（
35
）　

以
下
の
論
説
は
、
Ｏ
Ｅ
誌
か
ら
﹃
新
報
﹄
に
訳
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
旨
が
﹃
新
報
﹄
掲
載
時
に
注
記
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

①
Ｏ
Ｅ
誌
一
九
三
六
年
一
月
号R

. M
. F

indlay, “Japan’s P
roblem

, A
n E

nglish V
iew

” （L
E

A
D

IN
G

 A
R

T
IC

L
E

S

）。

　
　
　
　

↓
Ｒ
・
Ｍ
・
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
﹁
一
英
人
の
日
本
問
題
管
見
﹂、﹃
新
報
﹄
一
九
三
六
年
一
月
二
十
五
日
号
﹁
社
説
﹂

　
　
　
　

 ﹁
筆
者
は
、
自
由
貿
易
、
平
和
、
国
際
親
善
を
標
語
と
す
る
英
国
コ
ブ
テ
ン
倶
楽
部
の
一
員
で
経
済
及
国
際
貿
易
の
権
威
で
あ
る
。
な
ほ
本
文
は
英
文
東
洋
経
済
誌
一
月

号
に
特
別
寄
稿
と
し
て
掲
載
し
、
本
文
中
に
あ
る
円
為
替
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
に
同
号
に
長
文
を
以
っ
て
こ
れ
に
答
へ
て
あ
る
﹂（
一
五
頁
）。

　
　
　
　

②
Ｏ
Ｅ
誌
一
九
三
七
年
一
月
号G

uenther Stein, “T
he “R

eal Incom
e” from

 E
xport T

rade” （SP
E

C
IA

L
 C

O
N

T
R

IB
U

T
IO

N
S

）

　
　
　
　

↓
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
タ
イ
ン
﹁
輸
出
貿
易
の
発
展
で
我
国
は
得
を
し
た
か
損
を
し
た
か
﹂、﹃
新
報
﹄
一
九
三
七
年
三
月
二
十
日
号

　
　
　
　

 ﹁﹃
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
﹄
及
び
﹃
動
乱
渦
中
の
極
東
﹄
の
著
者
と
し
て
、
ま
た
現
在
倫
敦
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
及
び
ス
テ
チ
ス
ト
誌
の
極
東
通
信
員
、

並
に
ニ
ュ
ー
ス
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
の
東
京
通
信
員
と
し
て
有
名
な
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
シ
ュ
タ
イ
ン
氏
は
、
去
る
一
月
の
英
文
東
洋
経
済
にT

he “R
eal Incom

e” from
 

E
xport T

rade

と
題
す
る
論
文
を
寄
せ
、
我
が
国
近
年
の
輸
出
貿
易
の
発
展
に
対
し
て
注
意
す
べ
き
批
評
を
加
へ
た
。
茲
に
訳
載
す
る
は
、
此
の
シ
ュ
タ
イ
ン
氏
の
論
文

と
、
之
に
対
し
て
同
じ
く
英
文
東
洋
経
済
の
二
月
号
に
本
誌
石
橋
主
幹
の
執
筆
し
た
論
文
と
で
あ
る
。
果
し
て
我
が
国
民
経
済
は
昭
和
七
年
以
来
の
輸
出
貿
易
の
躍
増
に

依
り
実
質
的
に
得
を
し
た
か
、
損
を
し
た
か
。
之
は
独
り
我
が
国
の
問
題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
正
に
世
界
的
の
論
題
だ
。
シ
ュ
タ
イ
ン
氏
と
石
橋
主
幹
と
の
、
此
の

問
題
を
め
ぐ
っ
て
の
論
争
は
、
蓋
し
世
界
の
経
済
論
壇
か
ら
一
斉
に
注
目
せ
ら
れ
る
価
値
を
持
つ
で
あ
ら
う
﹂（
二
三
頁
）。

　
　
　
　

③
Ｏ
Ｅ
誌
一
九
三
七
年
二
月
号T

hom
as A

. B
isson, “Japan Inform

ation L
ibrary” （SP

E
C

IA
L

 C
O

N
T

R
IB

U
T

IO
N

S

）
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六
九
巻
三
号�

一
四
七

八
三
九

　
　
　
　

↓
Ｔ
・
Ａ
・
ビ
ッ
ソ
ン
﹁
情
報
図
書
館
の
創
設
を
提
案
す
︱
そ
の
機
能
と
規
模
に
就
い
て
︱
﹂、﹃
新
報
﹄
一
九
三
七
年
二
月
二
十
七
日
号
﹁
寄
書
﹂

　
　
　
　

 ﹁
Ｔ
・
Ａ
・
ビ
ッ
ソ
ン
氏
は
、
紐
育
の
外
交
政
策
協
会
研
究
員
と
し
て
、
極
東
問
題
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
。
氏
は
今
般
日
、
満
、
支
の
政
治
経
済
状
態
調
査
の
目
的
を

以
て
来
朝
し
、
数
日
前
、
本
社
を
訪
れ
、
石
橋
主
幹
と
時
事
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。
其
の
際
、
談
偶
々
英
語
国
民
が
日
本
に
関
す
る
正
確
な
資
料
の
蒐
集
に

困
難
を
極
め
て
ゐ
る
事
実
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
解
決
の
一
策
と
し
て
、
同
氏
は
左
の
一
文
を
本
誌
に
寄
せ
ら
れ
た
。
／
尚
ほ
原
文
は
本
誌
姉
妹
誌
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
二
月
号
に
掲
載
し
て
あ
る
﹂（
一
九
頁
）。

（
36
）　

ア
レ
ン
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

加
藤
詔
士
﹁
日
英
交
流
の
推
進
者
Ｇ
・
Ｃ
・
ア
レ
ン
︱
名
古
屋
高
等
商
業
学
校
の
英
語
教
師
︱
﹂、﹃
英
学
史
研
究
﹄
第
三
七
号
（
二
〇
〇
五
年
一
月
）、
セ
イ
ラ
・
メ
ッ
ツ

ガ
ー
＝
コ
ー
ト
﹁
Ｇ
・
Ｃ
・
ア
レ
ン
︱
大
正
一
一
年
は
日
本
に
お
け
る
私
の
誕
生
日
︱
﹂、
サ
ー
・
ヒ
ュ
ー
・
コ
ー
タ
ッ
ツ
ィ
＆
ゴ
ー
ド
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
（
大
山
瑞
代
訳
）﹃
英

国
と
日
本
︱
架
橋
の
人
び
と
︱
﹄（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）。

（
37
）　
﹁
年
譜
﹂、﹃
全
集
⑮
（
補
訂
版
）﹄、
二
五
〇
︱
二
五
三
頁
。

　
　
　

ア
レ
ン
は
一
九
三
六
年
以
降
、
一
九
五
四
年
ま
で
来
日
し
て
い
な
い
。
一
九
五
四
年
の
来
日
時
は
石
橋
と
面
会
し
て
お
り
、
彼
の
日
記
に
も
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

九
月
十
六
日
﹁
午
前
十
時
帝
国
ホ
テ
ル
に
到
着
せ
る
ア
レ
ン
教
授
を
訪
﹂（
石
橋
湛
一
・
伊
藤
隆
編
﹃
石
橋
湛
山
日
記
・
下
﹄（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
六
九
一
頁
）

　
　
　

十
月
十
五
日
﹁
十
二
時
経
済
ク
ラ
ブ
午
餐
会
、
ア
レ
ン
教
授
講
演
﹂（
同
前
）

　
　
　

こ
の
時
の
講
演
題
目
は
﹁
戦
後
の
英
国
経
済
の
復
興
﹂
だ
っ
た
（﹃
経
済
俱
楽
部
五
〇
年
・
下
﹄（
一
九
八
一
年
）、
四
八
八
頁
）。

（
38
）　

冒
頭
に
ア
レ
ン
の
経
歴
が
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
﹁
Ｇ
・
Ｃ
・
ア
レ
ン
氏
は
英
国
リ
ヴ
ア
プ
ー
ル
大
学
教
授
た
る
と
共
に
、
米
国
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
大
学
国
際
調
査
局
員
で
あ
る
。
夙
に
日
英
産
業
諸
問
題
の
研
究
を
以
て
識
ら
れ
、

一
九
二
八
年
﹃
最
近
日
本
の
現
状
と
そ
の
問
題
﹄（M

odern Japan and is P
roblem

）
を
著
は
し
た
が
、
先
般
来
我
が
国
に
滞
在
し
て
専
ら
産
業
調
査
を
行
っ
て
ゐ
る
。
／

本
論
文
は
我
社
に
対
す
る
特
別
寄
稿
で
あ
る
が
、
英
文
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
（
英
文
東
洋
経
済
新
報
）
九
月
号
に
掲
載
し
て
あ
る
。
英
国
産
業
機
構
の
中
に
、

大
規
模
産
業
と
中
小
産
業
の
必
然
的
併
存
関
係
を
認
め
、
そ
の
現
状
及
び
将
来
を
論
じ
て
を
る
点
に
於
て
、
頗
る
興
味
あ
る
示
唆
を
我
々
に
提
供
す
る
﹂（
二
六
頁
）。

（
39
）　

冒
頭
に
付
せ
ら
れ
た
注
記
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
﹁
ア
レ
ン
教
授
は
本
誌
十
月
三
十
一
日
号
に
﹃
産
業
機
構
よ
り
観
た
る
産
業
統
制
と
中
小
企
業
﹄
を
寄
せ
ら
れ
た
英
国
に
於
け
る
日
本
産
業
機
構
研
究
の
権
威
で
あ
る
。
本

稿
は
そ
の
後
日
本
各
地
を
調
査
し
て
得
ら
れ
た
収
穫
の
一
つ
だ
が
、前
稿
に
引
続
き
、中
小
産
業
の
認
識
を
強
調
し
て
止
ま
な
い
。／
尚
ほ
英
文
は
本
誌
姉
妹
誌
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
（
月
刊
東
洋
経
済
新
報
）
十
月
号
（
十
一
月
号
の
誤
り
︱
引
用
者
）
に
収
め
て
あ
る
﹂（
二
七
頁
）。
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（
40
）　G

. C
. A

llen, A
p

p
oin

tm
en

t in
 Ja

p
a

n
: M

em
ories of S

ix
ty Yea

rs, L
ondon, T

H
E

 A
T

H
L

O
N

E
 P

R
E

SS, 1983, p. 130. 
（
41
）　

G
. C

. A
llen

, “A
C

K
N

O
W

L
E

D
G

M
E

N
T

S
”, E

lizab
eth

 B
ood

y S
ch

u
m

p
eter, T

h
e in

d
u

stria
liza

tion
 of Ja

p
a

n
 a

n
d

 M
a

n
ch

u
k

u
o, 1

9
3

0
-1

9
4

0
 : 

p
op

u
la

tion
, ra

w
 m

a
teria

ls a
n

d
 in

d
u

stry, M
acm

illan, N
ew

 York, 1940, p. ⅶ
.

（
42
）　Ibid., pp. ⅴ

-ⅵ
.

（
43
）　
﹁
原
著
者
序
﹂、
Ｅ
・
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
、
前
掲
﹃
日
満
産
業
構
造
論　

第
一
巻
﹄、
一
四
頁
。

（
44
）　
﹁
年
譜
﹂
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
〇
年
十
一
月
二
十
六
日
の
項
に
﹁
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
夫
人
よ
りT

he Industrialization of Japan and M
anchoukuo

を
送
ら
れ
る
﹂
と

記
さ
れ
て
い
る
（
二
六
三
頁
）。
だ
が
、
後
述
の
よ
う
に
石
橋
が
日
本
語
版
に
寄
せ
た
﹁
序
﹂
に
は
、
同
書
を
手
に
し
た
時
期
を
﹁
昨
年
﹂
と
記
す
。﹁
序
﹂
に
は
﹁
一
九
四
二

年
六
月
二
十
四
日
付
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
従
う
と
﹁
昨
年
﹂
は
一
九
四
一
年
と
な
る
た
め
、
時
期
に
食
い
違
い
が
み
ら
れ
る
。

（
45
）　

本
論
説
は
Ｏ
Ｅ
誌
一
九
四
一
年
二
月
号
に“Japan-M

anchoukuo Industrialization”

と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
。﹃
新
報
﹄
記
事
に
忠
実
な
英
訳
で
あ
り
、
内
容
面
で
加
筆

や
削
除
な
ど
の
変
更
点
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
末
尾
に
同
書
の
目
次
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
46
）　

石
橋
湛
山
﹁
日
本
及
満
洲
国
の
産
業
化　

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
夫
人
の
労
作
に
関
し
て
﹂、﹃
新
報
﹄
一
九
四
一
年
二
月
一
日
号
﹁
社
論
﹂、
五
頁
。

（
47
）　

同
前
。

（
48
）　

石
橋
、
前
掲
﹁
序
﹂、
一
︱
四
頁
。

（
49
）　

脇
村
義
太
郎
・
高
柳
弘
・
松
尾
尊
兌
・
大
平
万
平
・
石
橋
湛
一
﹁︿
座
談
会
﹀
東
洋
経
済
と
石
橋
湛
山
﹂、﹃
自
由
思
想
﹄
第
三
三
号
（
石
橋
湛
山
記
念
財
団
、
一
九
八
四
年

九
月
）、
一
二
三
︱
一
二
四
頁
。

（
50
）　

松
尾
は
﹁
戦
前
・
戦
中
の
湛
山
日
記
を
ぜ
ひ
公
表
し
て
も
ら
い
た
い
。
ど
う
し
て
ダ
メ
な
の
だ
ろ
う
か
﹂
と
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
聞
き
手
で
あ
る
石
橋
湛
山
記

念
財
団
関
係
者
が
次
の
と
お
り
回
答
し
て
い
る
。

　
　
　
﹁﹃
全
集
﹄
の
年
譜
作
成
に
も
利
用
し
た
の
で
す
が
、
日
記
に
は
欠
分
が
多
い
し
、
日
記
の
ほ
か
に
手
帳
と
か
ノ
ー
ト
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
つ
ま
り
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
す
。

こ
の
三
つ
を
元
に
刊
行
物
化
す
る
の
は
困
難
で
は
と
⋮
⋮
﹂（
松
尾
、
前
掲
﹁﹁
石
橋
湛
山
研
究
﹂
事
始
め
﹂、
三
二
三
頁
）。

（
51
）　

石
橋
・
伊
藤
編
、
前
掲
﹃
石
橋
湛
山
日
記
・
上
﹄、
八
頁
。

（
52
）　

同
前
。

（
53
）　

同
前
、
九
頁
。

（
54
）　

同
前
、
一
四
頁
。
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（
55
）　

同
前
、
一
五
頁
。

（
56
）　

同
前
。

（
57
）　

同
前
。

（
58
）　

同
前
、
一
七
頁
。

（
59
）　

同
前
、
二
五
頁
。

（
60
）　

同
前
、
三
二
頁
。

（
61
）　

同
前
、
四
〇
頁
。

（
62
）　

例
え
ば
、
Ｏ
Ｅ
誌
一
九
三
四
年
七
月
号
で
はP

olitical condition chaotic

の
見
出
し
で
、
帝
人
事
件
の
内
閣
へ
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
﹃
新
報
﹄
五

月
二
六
日
号
﹁
財
界
概
観
﹂
の
﹁
所
謂
某
事
件
の
発
展
﹂﹁
後
継
内
閣
の
想
像
﹂
と
内
容
が
一
致
す
る
。
ま
た
、
同
号
のSym

m
etallism

 or B
im

etallism

は
﹃
新
報
﹄
六
月

二
日
号
﹁
財
界
概
観
﹂
の
﹁
シ
ン
メ
タ
リ
ズ
ム
﹂
と
内
容
が
一
致
す
る
。

（
63
）　

石
橋
、
前
掲
﹁﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
と
共
に
20
年
﹂、
六
一
九
頁
。

（
64
）　

清
沢
洌
の
日
記
（
一
九
四
四
年
七
月
二
十
八
日
）
に
も
軍
部
に
関
す
る
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
﹁﹃
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
﹄
の
編
輯
会
議
。
参
謀
本
部
で
五
部
買
上
げ
、
友
人
に
送
る
こ
と
に
し
た
そ
う
だ
。
官
製
な
ら
ざ
る
言
論
は
、
外
国
人
に
も
信
用
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
結
果
に
お
い
て
知
り
な
が
ら
、
総
合
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
﹂（
清
沢
洌
・
橋
川
文
三
編
﹃
暗
黒
日
記
Ⅱ
﹄（
評
論
社
、
一
九
七
一
年
）、
一

六
六
頁
）。

（
65
）　

内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本
文
中
の
小
見
出
し
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
　
　

F
oreign O

ffice C
larifies Japanese C

hina P
olicy, G

overnm
ent Issues R

eport on A
nglo-Japanese T

rade C
onfab, Japanese D

elegation to N
etherlands 

P
arley Sails, Salvador E

xtends F
orm

al R
ecognition to M

anchukuo.

（
66
）　

最
新
号
の
刊
行
が
遅
れ
た
理
由
は
、
斉
藤
内
閣
の
総
辞
職
、
岡
田
内
閣
の
成
立
に
よ
る
。

（
67
）　

内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本
文
中
の
小
見
出
し
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
　
　

Tokyo E
lectric L

ight M
ay R

esum
e D

ividends, R
ayon P

roducers to C
ut a M

elon, C
em

ent D
em

and E
xpand w

ith B
uilding A

ctivity.

　
　
　

そ
れ
以
外
に
も
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
点
と
し
て
、
雑
誌
名
の
表
記
も
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
、
二
号
で
は
﹁T

he O
R

IE
N

T
A

L
 E

C
O

N
O

M
IST

（E
N

G
L

ISH
 

E
D

IT
IO

N

）﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
た
が
、
同
号
よ
り
﹁（E

N
G

L
ISH

 E
D

IT
IO

N

）﹂
が
削
除
さ
れ
た
。
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（
68
）　

国
内
の
読
者
層
に
つ
い
て
も
時
折
言
及
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
学
や
専
門
学
校
あ
る
い
は
経
済
研
究
団
体
が
Ｏ
Ｅ
誌
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
採
用
し
た
よ
う
で
あ

る
（
Ｏ
Ｅ
誌
一
九
三
五
年
六
月
号
広
告
、﹃
新
報
﹄
一
九
三
五
年
六
月
十
五
日
号
、
六
九
頁
）。
ま
た
、
独
自
調
査
に
よ
り
、
国
内
で
は
学
生
の
購
読
が
多
か
っ
た
と
の
結
果
が

出
た
よ
う
で
も
あ
る
（
Ｏ
Ｅ
誌
一
九
三
五
年
七
月
号
。﹃
新
報
﹄
一
九
三
五
年
七
月
二
十
日
号
、
六
一
頁
）。
海
外
と
併
せ
て
国
内
の
読
者
層
の
解
明
も
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

（
69
）　
﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
七
月
二
十
一
日
号
、
二
四
頁
。

（
70
）　
﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
十
一
月
十
七
日
号
、
四
〇
頁
。

（
71
）　
﹃
新
報
﹄
一
九
三
四
年
十
二
月
十
五
日
号
、
三
九
頁
。

（
72
）　
﹃
新
報
﹄
一
九
三
五
年
五
月
十
八
日
号
、
二
一
頁
。

（
73
）　

本
広
告
は
同
号
に
付
録
と
し
て
付
け
ら
れ
た
﹁
東
洋
経
済
新
報
索
引
・
昭
和
十
一
年
第
三
四
半
期
﹂
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
ペ
ー
ジ
表
記
が
な
い
。

（
74
）　

一
九
三
六
年
九
月
号
か
ら
一
九
三
七
年
四
月
号
。
た
だ
し
、
一
九
三
八
年
三
月
号
か
ら
六
月
号
も
日
本
語
訳
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
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資料１　BOOKS AND PUBLICATIONで紹介された書籍一覧（1934―1945年）

巻号数
発行
年

著者名 書名 備考

Vol. I, 

No. 5
1934 James A. B. Scherer Japan’s Advance 項目名 : AN 

INDISPENSABLE 

BOOK

Vol. III, 

No. 2
1936 G .  E .  H u b b a r d , 

Assisted by Denzil 

Baring

Eastern Industrialization and 

Its Effect on theWest, with 

Special Reference to Great 

Britainand Japan

Vol. III, 

No. 3
1936 Paul Einzig The Exchange Clear ing 

System

Vol. III, 

No. 6
1936 EmmaSarepta Yule In Japan: Without Clock or 

Calendar

Vol. III, 

No. 7
1936 W. F. Crick and J. E. 

Wadsworth

A Hundred Years of Joint 

Stock Banking

石橋湛山執筆

Vol. III, 

No. 9
1936 Tsuneta Yano and 

Kyoichi Shirasaki, 

translated into 

English by Z. 

Tamotsu Iwado

Nippon: A Charted Survey of 

Japan, 1936
石橋湛山執筆

Vol. III, 

No. 11
1936 1. Ginjiro Fujiwara 1. The Spirit of Japanese 

Industry

2. W. J. Cator 2. The Economics Position of 

the Chinese in the 

Netherlands Indies

Vol. IV, 

No. 1
1937 D. M. B. Collierand 

Lt. - Col. C. L. M. 

Malone

Manchoukuo, Jewel of Asia

Vol. IV, 

No. 3
1937 Alan Campbell 

Johnson

Peace Offering

Vol. IV, 

No. 7
1937 Paul Einzig The Theory of  Forward 

Exchange

項目名 : BOOK 

REVIEWS

石橋湛山執筆

Vol. VI, 

No. 3
1939 1. International 

Labour Office

1. The I.L.O. Year-Book 1937-
38

項目名 : BOOK 

REVIEWS
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巻号数
発行
年

著者名 書名 備考

2. The Information 

Bureau

2. The Pulse of Japan 2のみ石橋湛山執
筆

Vol. VI, 

No. 6
1939 Isoshi Asahi The Economics Strength of 

Japan

Vol. VI, 

No. 7
1939 1. The Board of 

Insurance

1. The Mortality Investigation 

o f  the  Pos t  Of f i ce  L i fe 

Insurance for the Fiscal 

Years 1931-32,1932-33

2. The Department 

of Communications

2 .  Annual Report of  the 

Director General of Postal 

Money Orders and Savings 

Banks for the Fiscal Year 

1937-38

3. The Bureuau of 

Insurance, 

Department of 

Commerce and 

Industry

3. The Life Insurance Year 

Book For 1937: Part AVol. 1 
and 2

Vol. VII, 

No. 7
1940 Kojiro Sugimori A New Internationalism

Vol. VII, 

No. 10
1940 1. Masamichi 

Royama

1 .  S e i j i  S h i  （P o l i t i c a l 

History）.  Gendai Nippon 

Bunmei  Shi  （History  of 

Japanese Civi l izat ion in 

Modern Times）

石橋湛山執筆

2. Eigo Fukai 2. Currency Policy Since the 

Departure from the Gold 

Standard

Vol. VII, 

No. 12
1940 Smimasa Idditti T h e  L i f e  o f  M a r q u i s 

SHIGENOBU OKUMA: A 

Maker of New Japan

Vol. VIII, 

No. 2
1941 Seibi Hijikata The Zaisei Shi （A History of 

Public Finances） 
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巻号数
発行
年

著者名 書名 備考

Vol. VIII, 

No. 4
1941 1. Tetsuji Kada 1. The Shakai-Shi （Social 

History）

2. Ikujiro Watanabe 2 .  I p p a n - S h i  （G e n e r a l 

History）
3. Teiji Katsuta 3. Keizai Kiko No Rekishiteki 

T e n k a n  （ H i s t o r i c a l 

Conversion of Economic 

Structure）

Vol. VIII, 

No. 5
1941 1. Hiroto Sayegusa 1. Gijutsu-Shi （History of 

J a p a n ’ s  I n d u s t r i a l 

Techniques）

2. The Oriental 

Economist

2. The Japan Economic Year-

Book, the 44th Edition （The 

First Edition of 1941）

Vol. VIII, 

No. 6
1941 1. International 

Labour Office

1. Studies in War Economics 1のみ石橋湛山執
筆

2. Takeo Ono 2 .  Noson-shi （History of 

Farm Villages）

Vol. VIII, 

No. 7
1941 1. Yasuzo Suzuki 1. Political Basis of Japan

2. Yasusada Hiyane, 

revised by 

Masaharu Anesaki

2. Shukyo-shi （A Religious 

History of Japan）

Vol. VIII, 

No. 8
1941 1. Masao Hara and 

Supervised by 

Nobuya Yamamto

1. Japanese Canon （Nihon 

Kyoten）

2. Retsu Kiyosawa 2. History of Japan’s Foreign 

Relations （Gaikoshi）

Vol. VIII, 

No. 9
1941 1. The Oriental 

Economist

1 .  The Japan Economic 

Annua l  （Nippon  Ke iza i 

Nempo） 45th Edition （The 

2nd Edition for 1941）
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巻号数
発行
年

著者名 書名 備考

2. Sogoro Tanaka 2 .  A  History  o f  Modern 

J a p a n e s e  B u r e a u c r a c y

（Kindai Nippon Kanryo Shi）

Vol. VIII, 

No. 12
1941 Karoku Hosokawa H i s t o r y  o f  J a p a n ’ s 

Colonization （Shokumin-

shi） 

Vol. IX, 

No. 2
1942 1. Seiichi Fujii 1 .  R e c o n s t r u c t i o n  o f 

M a n c h o u k u o  E c o n o m y

（Manshu Keizai no Saiken

―Manshu Keizai o Genchi ni 

miru）
2. Yukichi Kodera 2. Folk Dances and the Bon 

Dance （Kyodo Buyo to Bon 

Odori）

Vol. XI, 

No. 10
1944 1. The League of 

Nations

1. Commercial Policy in the 

Inter-war Period:International 

Proposa ls  and Nat iona l 

Policies

2. The League of 

Nations

2. Prosperity and Depression. 

Third Editionenlarged by 

Part III

3. The League of 

Nations

3. World Economic Survey, 

Tenth Year, 1941/42

Vol. XI, 

No. 11
1944 1. Kosaku Tamura 1. Genesis of the Pacific War

2. The Mitsubishi 

Institutte of 

Economic Research

2. Basic Studies in the War 

Economy of  the  Uni ted 

States

3. Junpei Shinobu 3. Wartime International Law

4. Translated by 

Jun-ichiro Tanizaki 

and revised by 

Takeo Yamada

4. The Genji Monogatari
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巻号数
発行
年

著者名 書名 備考

Vol. XI, 

No. 12
1944 1. The League of 

Nations

1 .  Rel ief  Del iver ies and 

Relief Loans 1919-1923

2. The League of 

Nations

2. Europe’s Overseas Needs, 

1919-1920, and How They 

Were Met

3. Suyeo Sugiyama 3 .  H i s to ry  o f  Pr im i t i ve 

Textile Industry in Japan

Vol. XII, 

No. 1
1945 1. Shigeto Tsuru 1. American Government 

and Economic Policy

2. Yoshiro Inouye 2. Sumeria-Babylon Social 

History

3. Mitsuo Shimizu 3. The Villages of Japan in 

the Middle Ages

Vol. XII, 

No. 2
1945 1. Tadao Kanamura 1. A Study of the American 

Negro

2. Chuta Ito 2. The Realities of Japanese 

Architecture

Vol. XII, 

No. 6
1945 Takao Tsuchiya The History of Japanese 

Industry

　（OE誌1934年9月号～1945年6月号を基に筆者作成）
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資料２　ＯＥ誌最新号広告一覧（1934―1937年）
1934年

OE誌
巻号数

『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

Vol. I, 

No. 1
５月５日 22 本年は恰も本旨創刊第四十周年に相当す

る。我社は之が記念事業の一として予て
英文政治経済雑誌の発刊計画を進めてゐ
たが、今や準備全く成り、茲にその創刊
号の発売を見るに至ったことは我社の欣
快とする所である。満州事変以来、日本
は世界の焦点に置かれてゐるが、不幸に
して、我国の現状は正当に認識されず、
従て動もすれば正当なる主張も誤解さ
れ、我国際的位地は甚しく不利に陥って
ゐる。外国の認識不足もさることながら、
此原因の大半は不幸にして我国語の非国
際性に帰せしめねばならぬ。我社が四十
周年記念事業として、敢て此困難なる事
業を断行せんとするも、躍進的発展を遂
げつゝある新日本理解の一助に資せんと
する国家的奉仕に外ならぬ。我社は此出
版のため、新に数名の英文記者を聘し、
原稿は特に二名の著名なる英米学者に校
閲せしめ、英文の完璧を期した。内容は
現代日本の断層を知る上に、絶対に必要
なる文字に充たされてゐる。啻に海外読
者のみならず、広く国内読者諸君の一読
を乞ふて止まない。

①一面広告
②新規内容

５月12日 20 ①一面広告
②前号と同一内
容。ただし、一部
削除しており短縮
表記。

５月19日 48 ①一面広告
②前号と同一内容

５月26日 69 ◇本誌は月刊である　月刊であるから、
別々に生起する重要なる事件を、遅れず

①一面広告
②新規内容
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OE誌
巻号数

『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

に問題にしてゆく事が出来る。これは曾
て我国の如何なる英文出版物も殆どなし
得なかった處である。
◇本誌の記事は常に新鮮である　本誌は
東洋経済新報社の編集であるから、同社
の編集スタッフを自由に使用し得る。
◇本誌の記事は邦文記事の単なる翻訳で
はない　単なる翻訳は、日本の政治経済
にうとい外国人に、十分なる理解を与へ
る事が出来ない。本誌はその点に留意し
て総ての記事を日本経済に深く通遶しな
いものにも理解できる様に心掛けた。
◇本誌の記事は日本の単なる紹介でない
　又日本の宣伝雑誌でもない。そこでは
深い洞察力と鋭い批判力とによって、日
本経済の長所短所が如実に摘出され、又
その向ふべき方向が指示されてゐる。
◇本誌の示す学的水準は高い　英文経済
雑誌を世界に送るについて、それが諸国
の同種雑誌に比し低級と見られる事は、
日本国民として耐えられない処である
が、本誌は幸ひにして同種雑誌に比し決
して見劣りのせぬことを誇り得るもので
ある。とは云へそれは難解であると云ふ
事を意味しはしない。それは邦文東洋経
済新報社がそうである様に極めて明快で
ある。
◇本誌の英語は極めて洗練されてゐる　
将来欧文経済雑誌にも親まれんとする若
き経済人に先づ本誌によって経済論文の
言ひ廻しに慣れる事をおすゝめする。
◇本誌の値段は至廉である　現在『倫敦
エコノミスト』は一月四円五十銭、一冊
約一円する。これと直接比較は出来ぬが
本誌の需要が未だ極めて少い事を考慮す
れば本誌一部五十銭は極めて安い。普通
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OE誌
巻号数

『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

に採算をとっては、到底こんなに安くは
出来ないのであるが、本誌は東洋経済新
報社が国家的事業として犠牲を忍んでの
計画であるから、こんなに安く出来るの
である。
◇読者へのお願ひ！　本誌は以上の様な
特色を持って居るが何と云っても需要の
限られたものである。そこで我々はあら
ゆる読者にお願ひしたい、どうか貴君の
お取引先、お知合の外国人に本誌をプレ
ゼントし、又紹介して戴きたい。又若き
経済人、真摯なる学生諸君は、御自身が
本誌の読者となって戴きたい。

６月９日 58 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. I, 

No. 2
６月16日 24 ◇　第一号は予期せざる各方面の読者よ

り、山の如き讃辞と激励の言葉と、それ
から親切なる注意を賜はった。ために担
当の記者は感激を新たにし、より烈しい
熱意を以て第二号の編集を終へた。
◇　こゝに読者に送る第二号は、時日の
許した範囲に於て、読者の批判と、忠告
とを出来るだけ採り入れた成果である。
カレント・トピックス欄（Current 

topics―引用者）の新設、スタティステ
ィカル・データ欄（Statistical date―引
用者）の部分的改良の如き、その顕著な
るものである。
◇本誌の誇るべき諸特徴―即ち記事の正
確さ、良き意味のジャーナリズム、洗練
された英語、良心的な編集、至廉な定価
等は本号に於ても、遺憾なく発揮された。
既に第一号を接手された方は申すに及ば
ず、未見の方々にも是非本誌に親しまれ
る事をお願ひする。
◇　我々が繰返し申す如く、英文経済雑

①一面広告
②新規内容
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発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

誌の需要は何と云っても限られたもので
ある。我々の犠牲的出版が、所期の成果
をかち得るや否やは、一にかゝって読者
諸氏の援助―読者網の拡大に関する精力
的な援助に懸ってゐるのである。そこで
我々は改めて読者にお願ひしたい、どう
か貴下のお取引先、お知合の外国人に本
誌をプレゼントし、又紹介して戴きたい。
又若き経済人、真摯なる学生諸君は、御
自身が本誌の読者となって戴きたい。
◇　なほ我々の喜びは、海外の読者から
有益なる批評と希望とを毎日受け取って
ゐる事である。この事は日本の事情を世
界に知らしめなければならない、と考へ
た我々の当初の考へが如何に正しかった
かを示すものである。
◇　たゞ本号には時日の関係からこれを
採り入れる事が出来なかった。然し担当
記者は今これに従って種々の工夫をこら
してゐるから多分第三号以下に於ては、
更に一層の躍進を約束出来やう。が、今
茲に読者に送る第二号も亦我々の自身を
以て送り得る處である。速に御購読を希
って止まない。

６月23日 27 ①一面広告
②前号と同一内容

６月30日 52 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. I, 

No. 3
７月21日 5 英文東洋経済新報

我社は近時の内外の情勢に勘へ、創立四
十週

ママ

年記念事業として、去る五月英文東
洋経済新報 The Oriental Economistを創
刊し、別項社告の如く茲に第三号を発売
するに至った。
現在日本は世界の焦点に立たされてゐる

①一面広告（「財
界概観」欄に「社
告」掲載）
②新規内容
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発行日
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頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

が、不幸にして我国語の非国際性に患さ
れて、日本の国際的位地は甚しく不利に
陥ってゐる。今回我社が英文東洋経済新
報を創刊せるも、実に我国の経済事情を
広く海外諸国の識者に知らしむる機関た
らしめ、国際日本として従来欠如せる一
側面を補はんとする奉仕的微意に外なら
ない。
然しながら我国に於て英文雑誌の刊行は
素より甚だ容易ならざる難事業にして、
一般読者諸君の援助なくしては、到底そ
の成功は望み難い。本社はいまその第三
号を重ねるに当り、茲に重ねて読者諸君
の好意と御援助とを切願するものである。
七月廿一日　東洋経済新報社

７月21日 39 ◇近着 Handel und Wirtschaft 紙六月二
十一日号は、第一頁トップに Japanische 

Verteidigung gegen das Lancashire-

Baumwollgewerbeと題して、本誌第一
号 所 載 の “The Failure of the Anglo-

Japanese Trade Conference”の詳細なる
紹介と批評とを掲載し、又青島一読者の
御報告によれば、同地『タイムス』紙六
月二十四日号は、第二頁第二編にて本誌
の価値の大なる旨の推薦の記事を掲載し
たとの由である。
◇かく本誌第一号が、海外に於て好評を
得てゐる事は、勿論吾々の喜びとすると
ころである。然しながら吾々はこの第一
号第二号程度の成果に決して満足するも
ので無い。寧ろ第一号第二号に於て、為
し能はなかった諸プランを、第三号以下
に於て実現すべく、努力してゐるもので
ある。従て読者には第三号以下にこそ本
誌の真価を認めて戴きたく思ふ。
◇然るに第三号の発行は、斎藤内閣の辞

①一面広告
②新規内容
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発行日
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頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

職、岡田新内閣の成立が突発的に起った
為め予定より約一週間遅れた。この事は
誠に遺憾である。
◇その代り第三号は昨日の許す範囲で、
出来るだけの改良を加へた。量について
云へば、第三号は第二号に比し、更にイ
ンヴェストメント欄を新設を見、これに
伴って四頁の増頁が行はれた。質的に云
へば、翻訳者執筆者校正者印刷者のチ

マ マ

ム
ワークが漸く完備し、本誌の誇るべき諸
特徴が、本誌の隅々まで現れて来た。
◇即ち記事の正確さ、良き意味のジャー
ナリズム、洗練された英語、良心的な編
輯、至廉な定価等の本誌の誇るべき特徴
は本号に於て最も遺憾なく発揮された。
既に第一号第二号を接手された方は申す
に及ばず、未見の方々にも是非本誌に親
しまれる事をお願ひする。
◇我々が繰返し申す如く、英文経済雑誌
の需要は何と云っても限られたものであ
る。所期の成果をかち得るや否やは、一
にかゝって読者諸氏の援助―読者網の拡
大に関する精力的な援助に懸ってゐるの
である。そこで我々は改めて読者にお願
ひしたい、どうか貴下のお取引先、お知
合の外国人に本誌をプレゼントし、又紹
介して戴きたい。又若き経済人、真摯な
る学生諸君は、御自身が本誌の読者とな
って戴きたい。
◇本誌は和文東洋経済と同じく市中一般
書店に於て販売してゐる。唯遺憾な事に
は未だ発行部数が少い為地方によっては
配本してゐない處もあるが、その際には
最寄り書店に御注文下さるか、又は本書
へ直接御注文下さい。

７月28日 48 ①一面広告
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発行日
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備考
①サイズ②内容
③その他

②前号と同一内容

８月４日 59 ①１／２面広告
②前号と同一内
容。ただし短縮表
記。

Vol. I, 

No. 4
８月11日 68 ◇過去三ヶ月の経験によって、自信を得

た編集者は、茲に大なる期待の下に第四
号を送る。本号に於て翻訳者執筆者校正
者のチーム・ワークも漸く完備し、本誌
の誇るべき諸特徴は完全に本誌の隅々ま
で現れて来た。
◇即ち記事の正確さ、良き意味のジャー
ナリズム、洗練された英語、良心的な編
集、至廉な定価等の本誌の誇るべき特徴
は本号に於て最も遺憾なく発揮された。
既に第一号以来の読者は申すに及ばず、
未見の方々にも是非本誌に親しまれる事
をお願ひする。本誌こそ我国に於ける英
文政治経済雑誌の唯一最高峰である。
◇我社が英文東洋経済新報を創刊せる
は、我々が屡々繰返へす如く、国際日本
として、従来欠如せる一側面を補はんと
する奉仕的微意にある。然しながら我国
に於て英文雑誌の刊行は固より容易なら
ざる難事業にして、読者諸君の援助なく
してはその目的は期し難い。我々のこの
犠牲的出版が所期の成功をかち得るや否
やは一にかゝって読者諸氏の御支援によ
るものである。茲で我々は重ねて読者諸
氏の援助を切望して止まない。真摯なる
読者、若き経済人、篤学なる学生諸君は
是非緑蔭鎖夏の伴侶として本誌を携へら
れ度い。

①一面広告
②新規内容

８月18日 61 ①一面広告
②前号と同一内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

８月25日 49 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. I, 

No. 5
９月８日 24 ◇国際日本の文化的開拓者として名誉共

に兼ねそなへた我が英文東洋経済新報は
近く第五号を送らうとしてをる。号を重
ねる度に、堆積された四十年の貴重な経
験が錯雑した日本の現実に解明を与へる
指南車として、伝統的品格をそなへた編
集と行文の中にますく強度にひらめき流
れ来てゐる。
◇財政的な犠牲は勿論、種々雑多の犠牲
を忍びつゝ、真に文化的に生きんとする
我等の抱負と自身の歩みは既に海外から
の絶讃と鼓舞の言葉に接してをる。或る
者は見えざる世界の発見をよろこぶが如
き言葉を送り、或る者はヴェールにつゝ
まれた霧の如き自己の日本に対する認識
の是正と、其科学的向上のよろこびを分
ち、又或る者は我等の困難な仕事に同情
と鼓舞の念を披歴しつつ、其国際的価値
を讃へ来てをる。
◇日本商品の国際的進展に就いて、又軍
備予算の膨大なるに関して且つ又満洲国
成立後の推移に就いて既に或程度の正確
な智識を海外人のある者は獲得してをる
かも知れぬ。だが広く一般的認識が富士
の美をほめたゝへ、歌舞伎の奇を物知り
顔に云々する段階にある以上は、断じて
真の日本は政治的にも外交的にも理解さ
れることはないのだ。我々は此欠如せる
側面の開拓に奉仕的な熱情を炎しつゝあ
るのだ。
我等は真摯なる読者、若き経済人、篤学
なる学生、学者諸君に、心からなる援助
を請ふてやまぬ。

①一面広告
②新規内容

９月15日 27 ①一面広告
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

②前号と同一内容

９月22日 54 ①一面広告
②前号と同一内容

９月29日 33 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. I, 

No. 6
10月13日 28 □日本商品はそのまゝ外人に使用され

て、その優秀性は国際的に認められる。
商品はパスポートなくして国際的だから
だ。
□然るに、文化の国際的進出は、決定的
に言葉の桎梏が障害する。日本語は、殊
に、国際的でない。
□日本の経済文化は、断じて国際的レヴ
ェルにある。それが広がらないのは、単
に言葉の故だ。
□こゝに四十年の習練を持つ東洋経済が
国際的に進出したものが、この英文雑誌
である。
□社同人は読者諸君に切願する。必ず、
一人の読者を作って戴きたい、と。

①一面広告
②新規内容

10月20日 20 ①一面広告
②前号と同一内容

10月27日 30 ①一面広告
②前号と同一内容

11月３日 54 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. I, 

No. 7
11月17日 21 □マンチェスターガーヂアン紙の特別寄

稿家として著名なバーナード・エリンガ
ー氏（近著に『信用と国際貿易』あり）
は桐生高工校長西田博太郎博士に書を寄
せて言ふ。
□オリエンタル・エコノミストを御送附
下され感謝す、然れ共、余は既に同誌を
定期購読す。故にピアース氏に之を送付

①一面広告
②新規内容
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内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

したり、云々。
八月四日のガーヂアン紙にエリンガー氏
はオリエンタル・エコノミスト初号掲載
の『日英貿易会商の失敗』に就て、『世
界貿易の常態復帰は全世界の国民の努力
に依らねばならぬが、その為めには、日
本は多大の犠牲を払ふ用意を有す云々。』
を特に引用して居る。
□本誌は将に世界的権威ある経済雑誌と
して、世界批評家から扱はれつゝある。
□新報読者諸君に外人読者の獲得を切に
御願ひする。

11月24日 40 ①一面広告
②前号と同一内容

12月１日 38 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. I, 

No. 8
12月15日 39 □新雑誌の評価は、日本と外国では大分

赴が違ふ様だ。少く共、三年位続けねば
頭から問題にしないのが欧米の風習らし
い。
□だから、七号や八号のあたりで、次の
様な事になるのは異教と云っていゝ。
紐育 World Petroleum 社よりの書簡の一
節『貴社の The Oriental Economistと弊
社の World Petroleum 誌との交換を御願
ひしたいが、御許し下さるか、如何でせ
うか。茲許、弊誌十一月号を御送り申上
げます。幸に御許し下さって貴名を弊社
のリストに加へる事が出来ましたら、欣
快これに越すものは御座いません…… 

…。』
□手ごたへは確かによろしい。金的をズ
ブリと射たらしい。
□願はくば新報読者はわれ等同人をして
矢玉の枯渇を嘆ぜしむる勿れ。

①一面広告
②新規内容
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12月22日 71 ①３／４面広告。
上部の１／４段に
本文が記載されて
いるため広告のス
ペースが縮小。

1935年

OE誌
巻号数

『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

Vol. II, 

No. 1
１月12日 40 ◇英文東洋経済も江湖に次第にその真価

を認められて回を重ねること九回、こゝ
に瘉々第二年目の新春を迎へるに至った。
◇折も折、東洋の経済事情通として名声
を馳せてゐるコロンビア大学教授ジョ
ン・イー・オーチャード氏は、我社の一
記者に、年賀状に添へて左の如き讃辞を
寄せられた。
『貴社の英文号を拝読致居候　日本を逐
ふに従ひ、同誌の我々に与へる助力は絶
大にて益する処少なからざるを発見仕り
居り候』
◇かうした正しい評価に酬ゆべく、一月
第一号から先づスタティスティカル・デ
ータ欄を拡張して満州、支那に関する資
料を富

マ マ

豊に提供することに努めた。
◇旧に倍する読者諸賢の御後援と信読者
紹介を希ふて止まない。

①一面広告
②新規内容

１月26日 30 ①一面広告
②前号と同一内容

２月２日 28 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. II, 

No. 2
２月16日 28 ①一面広告

②冒頭の一文が修
正された以外、前
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発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

号と同一内容

２月23日 140 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. II, 

No. 3
３月23日 49 ◇英文東洋経済新報の三月号が瘉々出来

上がった。下掲目次を一瞥すれば明かな
通り、何れも我国現下の経済事情を知る
上に於て、不可欠の記事を以て充たされ
てゐる。
◇かうした努力は漸次世界の各地に反響
を惹起しつゝあるが、去る二月十六日号
の倫敦エコノミスト誌も、本英文号を基
礎として我国経済の分析を社説に取り上
げてゐる。不幸にしてその結論は、我々
の考へる処と可なり⻞ひ違ってゐるが、
併し、少くとも本英文号が、我国の経済
事情に関する海外の注意を喚起せしめる
上に大きな役割を果たしつゝある証左と
して、欣快に耐へない。
◇先頃チリ硝石販売会社の副社長が日本
を訪れた際、硫安問題を取り扱った本誌
十一月号を一読して、永年求めて得られ
なかった日本の硫安問題に初めて精通す
ることを得たと感謝の意を洩らして居
た。同様の話をまだ二、三耳にしたが、
日本語の非国際性を憎むと共に、本英文
号の使命の重大なるを今更乍ら痛感する。

①一面広告
②新規内容

３月30日 25 ①一面広告
②前号と同一内容

４月６日 39 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. II, 

No. 4
４月13日 48 ◇英文東洋経済新法も瘉一ヶ年を経過し

て四月号が出来上った。下掲目次を一瞥
すれば明かな通り、何れも我国現下の経
済事情を知る上に於て、不可欠の記事を
以て充たされてゐる〔。〕

①一面広告
②新規内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

◇過日倫敦エコノミスト誌は Prosperity 

Japanese Styleと題する論文に於て、本
誌を基礎として、我国経済の分析をした
が、結論は我々の見る所とかなりの⻞ひ
違ひを生じてゐた。本号に於ては、特に、
その謬点を指摘し、彼等の蒙を啓いて置
いた Factory Employment and Wages が
それである。是非御一読を乞ふ。
◇号を重ねるに従って、本誌はその使命
を遺憾なく発揮し、日本に於ける唯一最
高の英文経済雑誌として、益益海外に絶
賛を博して来た。読者は幾何級数的に激
増してゐる。その読者は又、一人で二十
人三十人の知人を紹介して呉れる。此の
読者の熱烈な支持は又、本誌の推奨に値
する、而も卓越せるものなる事を如実に
示すものと思ふ。

４月20日 22 ①一面広告
②前号と同一内容

４月27日 127 ①一面広告
②前号と同一内容

５月4日 50 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. II, 

No. 5
５月18日 21 ◇◆ 英文東洋経済　の使命は、言ふまでも

なく、全世界に向って、我が経済事情の
正しき理解を伝達するに在る。
◇◆ 英文東洋経済　は其の使命を過去一ヶ
年に於ける不断の努力に依って半ば以上
達成した。
◇◆ 英文東洋経済　の固定読者層は此の事
実を国籍を以て立証する。六大州に股が
る彼等の所属国家は全独立国の約半数に
達した。英、米、独、仏、伊、蘇、白、
和、瑞西、チェッコ、瑞典、支、ペルー、
エストニア、シャム、南阿、印度を含む

①一面広告
②新規内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

二十ヶ国及び夫等の有する属領各地。
◇◆ 英文東洋経済　は第二週

ママ

年に於いて全
使命の完成を願望する。五月号はその念
願を籠めた第一矢だ。堂々たる下記内容
を見よ。

５月25日 65 ①一面広告
②前号と同一内容

６月１日 71 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. II, 

No. 6
６月15日 69 ◇◆二つの大学専門学校及び四つの経済研

究団体が、英文東洋経済をテキストとし
て最近採用した。
◇◆此の如き英文東洋経済の利用方法は今
後急激に増加するものと確信を以て期待
せられる。
◇◆蓋し英文東洋経済が有する特長、⑴生
きた経済論文⑵公明不偏の主張⑶洗練さ
れた英語⑷低廉なる価格等から推して当
然の事理だ。
◇◆更に内地読者の膨張は英文東洋経済の
使命遂行を円滑ならしめる。即ち全世界
に対する日本経済事情の正しき理解伝達
の成否は、一に繋がって内地読者の後援
如何に在る。

①一面広告
②新規内容

６月22日 44 ①一面広告
②前号と同一内容

６月29日 29 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. II, 

No. 7
７月20日 61 ◇　北支事件は各国が相変らず日本に対

して認識不足に陥ってゐる事を実証し
た。曰く『支那側に期待する処の所謂誠
意とは、降参と解釈せらる。』（英紙）。
曰く『亜細亜の為の亜細亜は、日本人の
為の亜細亜になった。』（仏紙）。

①一面広告
②新規内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

◇　此の間に当り日支間の実情を解明し
た本号は復も外国の注目を惹かう。即ち
我々は Review of the Month 及 China’s 

Policy Toward Japan に於て、彼の対支
廿一ヶ条要求以来の日支外交折衝の全貌
を犀利なる批判を以て報道した。諸賢の
御一読を乞ふ。
◇　我々の正々堂々たる論陣は既に世界
識者の均しく認むる処である。今や各国
の有名な新聞雑誌社及経済研究所等で、
本誌を読まざる処はないと云っても過言
でない。それ等の出版物に本誌の論文及
数字が屡々引用せられてゐるのが見られ
る。
◇　先日書店を通じて本誌の読者を調査
した処、学生が意外に多かった。学生間
に生きた経済英語研究熱が旺んになって
来たのは誠に喜ばしい事だ。

７月27日 84 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. II, 

No. 8
８月17日 29 ◇　全世界を通じて、最近特に極東研究

熱が旺盛になったのは喜ばしい現象だ。
近着の外国雑誌には、何れも極東紹介に
熱意を注いでゐる姿が顕著に看取され
る。此の間に当り本誌が些かならず貴重
なる資料を提供してゐる事実は、まこと
に本懐とするところである。
◇　『向ふの大きな商館、新聞社、研究
所等にはオリエンタル・エコノミストが
殆んど皆具へてあった。船の中にまであ
るのは一寸驚いた。此の雑誌が向ふでも
相当の勢力を持ち出して来たのは我が日
本の為めにも心強く感じた。』之は最近
帰朝者達の談である。
◇　本誌は今後毎号『日本経済機構』の
解説を掲げる事にした。本号にはその第

①一面広告
②新規内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

一回として Banking System of Japanを
載せた。
◇本誌は大部分書下しである関係上之を
和文の東洋経済新報と対照して判読する
と言ふ訳には参らぬ点が多い。従って術
語など難解の箇所に対する質問者が相当
殖えて来たが、返信料を添へて御質問下
されば喜んで回答申上げます。

８月24日 27 ①一面広告
②前号と同一内容

８月31日 77 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. II, 

No. 9
９月14日 32 ◇　Mr.  Guenther Stein,  “Made in 

Japan”, London, 1935.
これは最近ロンドンで少なからぬ好評を
博してゐる名著だが、書名の示す通り、
世界貿易市場の脅威『日本製品』に就い
て、其の跳梁の基礎を解剖したものだ。
時節柄、此の書名が世界の興味を百パー
セントに吸収したことは察するに難くな
い。著者は多年我が国に於いて著名新聞
の通信に従事してゐた所謂『日本通』の
一人だけに、内容も比較的公正に叙述さ
れてゐるのみならず、資料も仲々豊富で
あ る。 無 論 我 が “The Oriental 

Economist”も屡々引用されてをる。然
し何と云っても、日本独特の事情に対す
る認識に関しては、時として正鵠を欠い
だ
ママ

る嫌ひ無きを保し難い。此の点に鑑み、
本誌は不取敢数個の誤謬を指摘し、世界
識者の為めに、其の迷妄を開いておいた。
“Why Japan Succeeds……a Foreigner’s 

View”がそれである。
◇　毎号連載の我が経済機構の解説―本
号では “Banking System of Japan”―は海

①一面広告
②新規内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

外の経済研究者にとって貴重なる資料と
なってゐる。それにつけて興味あるは最
近スタテイスト誌が我が銀行機構に関し
て認識不足な論拠を掲げてゐる点である
〔。〕締切の関係上本号には間に合はなか
ったが、来月号に於いては其の所論の匡
正を試みるつもりだ。

９月21日 31 ①一面広告
②前号と同一内容

９月28日 38 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. II, 

No. 10
10月19日 24 中華民国の国際的経済雑誌 Finance & 

Commerce 誌（九月廿五日号）が、本誌
前 月 号 所 載 の An Outlet for Japanese 

Capital-The S.R.M.を殆ど全部そのまゝ
転載してゐる。“Japanese Investments In 

Manchoukuo Must Keep On Expanding”

がそれである。本誌が世界的に尊重せら
れてをる一証左と言へよう。
英文東洋経済が生糸の記事に於いて世

界的権威たるの地位にあることは、自信
を以て断言し得る所だが、十月号は、毎
号所載の記事の外に、生糸に関する二編
の主要な論文を登載した。“Raw Silk 

Supply & Market Outlook” と “Predicts 

¥1300 Raw Silk”を参照せられ度い。

①一面広告
②新規内容

10月26日 23 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. II, 

No. 11
11月16日 38 世界的生系人絹専門雑誌が本誌の記事

の殆どそのまゝ転載してゐる。 The 

American Silk & Rayon Journal, October, 

“Raw Silk Industry Finds Haven”を見よ。
Dun and Bradstreet Monthly Review

と云へば米国一流の経済雑誌なることは
云ふまでもない。左は同誌から最近本誌

①一面広告
②新規内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

に 宛 て た 書 簡 の 一 節。“We find the 

ORIENTAL ECONOMIST of great value to 

us in keeping abreast with the important 

financial and commercial developments 

of your country.” 

其他、英、仏、伊、白、和を含む欧州
各国は勿論、汎ゆる国々からの讃辞は一
様に、本誌が、日本及び東洋に於ける経
済、文化の研究に世界的な資料を提供し
た点を指摘してゐる。

11月23日 88 ①一面広告
②前号と同一内容

11月30日 88 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. II, 

No. 12
12月21日 46 支那の幣制問題が国際的に卷起した波

紋は頗る大きい。殊に之に依って我が国
の立場が歪曲せられた節も少なくない。
本誌が左の一文を以て、中正の意見を内
外に宣明する所以だ。“China’s Currency 

Reform and the Powers”

統計学者として世界的に有名な剣橋大
学の Prof. G. Udny Yule が最近本誌に一
書を寄せた。その中に左の如き意味深き
数句を見出す。
“I have often read some of the articles （of 

the Oriental Economist） with interest and 

wish it all success. An independent 

journal, conducted in a scientific spirit, 

can do nothing but good”

本誌は国際的経済資料として瘉々重要
なものになった。次の記事は本誌九月号 

Cotton Trade Outlookの転載だ。
Manchester Guardian oct. 10th, 1935 

“Japan’s Cotton Exports”

①一面広告
②新規内容



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

一
七
四

T
h

e O
rien

ta
l E

con
om

ist

研
究
序
説

八
六
六

1936年

OE誌
巻号数

『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

Vol. 

III, No. 

1

１月11日 22 茲に第三巻第一号を諸賢に贈る。屡々
繰返す如く、英文東洋経済の使命は、東
洋経済事情の正しき認識を全世界に伝達
せんとするにある。内外多端の折柄、新
年を迎へて一層の御後援を希ふ次第であ
る。
最近海外からの特別寄稿が殺到して居

る。本号に於いても Mr, R. M. Findlay; 

Japan’s Problem, An English Viewを掲載
したが、氏は Free Trade, Peace, Goodwill 

among Nationsを標榜する Cobden club

の一員であり国際貿易政策の権威である。
然し乍ら、日本に関する限り、その理

解に若干の遺憾なる点を見出さゞるを得
ない。そこで我が主幹は之に対して些か
反駁的是正を試みた。 Exchange Dumping 

Charges Refutedの併読を切望する所以
である。

①一面広告
②新規内容

１月18日 23 ①一面広告
②前号と同一内容

１月25日 64 ①一面広告
②前号と同一内容

２月８日 24 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. 

III, No. 

2

２月15日 24 中正にして穏健なる言論は、結局識者
の支持を獲ち得る。中華民国の幣制改革
に対する本誌の意見と要望は、それが些
少ならざる苦言を包含するにも拘はらず、
民国ジャーナリズムの賛同を受けてを
る。本誌十二月号所載 “China’s Currency 

Reform and the Powers”の全文を転載
し、“Far-sighted view of Possibilities” と
絶賛さる North China Daily News. Jan.

①一面広告
②新規内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

9. 1936 がそれだ。
特別寄稿欄は益々充実した。本号は日、
独、米に於ける夫々の権威者の論文を収
録した。他誌にみられざる盛観であらう。
主 要 論 文〔“〕The Abortive London 

Conference”及び “Washington Conference 

Atmosphere Is Recalled”は、忌憚なき主
張を内外に表明せる本誌独特の続編。

２月22日 46 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. 

III, No. 

3

３月14日 23 ◇印刷技術の根本的改善に依って、従来
の面目を一新したが、その新装と共に内
容も瘉々充実の度合を高めた。
◇三月号は特別付録 “Trade and Industry 

in 1935”を添付した。昨年度の経済界を
十部門に分って検討した回顧録。十三頁
に亘る雄篇、此類無き労作として敢へて
自讃する。
◇国際対立の激化益々酣ならんとする
に、世を挙げて混迷、その帰趨を見透し
得ぬが、世界の現状である。その根因を
剔決して、解脱の途を指示する救世主と
欣求して止まぬが国際社会の今日だ。
かゝる時局に行手を教導するはまた本誌
本 来 の 使 命 に 属 す る。 主 要 論 文
“International Co-operation”の説くとこ
ろを玩味せられ度い。
◇特別寄稿者ショウト氏は加奈陀商業銀
行当局者だ。日加貿易調整の成った折柄、
その言説は一瞥に値ひしよう。

①一面広告
②新規内容

３月21日 52 ①一面広告
②前号と同一内容

３月28日 24 ①一面広告
②前号と同一内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
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Vol. 

III, No. 

4

４月11日 59 ◇新装成って外観を一変した英文東洋経
済は、これに依って、充実せる内容を更
に光彩あるものとした。内外の好評を浴
びつゝある最近の本誌を一瞥せられ度い。
◇我社が本邦に於いて最も権威ある貿易
研究所たることは曩に出版した『日本貿
易精覧』に依っても充分察知せられると
ころだが、その巻頭を飾る “Japan’s 

Foreign Trade, Past and Future” の姉妹
論文として、英文東洋経済四月号は “The 

Future of Japan’s Foreign Trade”を発表
した。
◇特別寄稿の中、“Britain and Japanese 

Competition”の筆者クラムプ氏は倫敦某
一流経済雑誌の編集者として著名な経済
評論家である。

①一面広告
②新規内容

４月18日 24 「生糸王　ヂャリー氏の言葉」
My personal experience as a subscriber to 

The Oriental Economist for the past 

several months has fully convinced me 

that this journal is absolutely the best 

publication of the kind ever to come out 

of the Orient. Not only is the information 

t h e r e i n  c o n t a i n e d  t h o r o u g h  a n d 

invaluable, but the editorial viewpoint is 

fair and independent, to say nothing of a 

very ably edited raw silk column.

①一面広告
②前号と同一内
容。ただし、「生
糸王　ヂャリー氏
の言葉」が追記。

４月25日 35 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. 

III, No. 

5

５月16日 30 ◇謂ふ所の庶政一新は我が対外関係に於
て如何に具現せらるべきか。蘇連邦との
国境紛争解決、日支折衝の今後、英米に
対する親善の増進等々、夫等諸問題を調
整する目標如何。五月号は此等の点に関
して明快なる回答を与へて居る。

①一面広告
②新規内容
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◇内容は勿論、外観も亦欧米一流誌に比
肩し得るとは最近本誌に対する一般的な
批判だ。宜べなる哉、ダスカフ・カッセ
ル教授は一書を寄せて、氏の最近刊 “The 

Downfall of the Gold Standard”に本誌を
引用した旨を報じて来た。

５月23日 22 ①一面広告
②前号と同一内容

５月30日 64 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. 

III, No. 

6

６月20日 ◇我が産業発展力の素晴らしさもさるこ
と乍ら、外国側の神経過敏さにも驚くの
外はない。紐育ヂャーナル・オヴ・コン
マース紙（五月十三日）は “Japan as a 

Dye Exporter”と題し、本誌四月号所載
“Japan’s Dyestuff Industry”を例に引い
て、日本輸出産業の侵畧力に警報を掲げ
てをる。
◇六月号は時事問題を満載した。英米の
対日経済挑戦、北支密輸問題、関税改正
と関係事業、金買上価格引上と産金事業、
第一四半期貿易、第六十九特別議会の成
果等々。その外、我が金利の動向、所得
税と担税所得等の如き研究も載せてある。

①一面広告
②新規内容
③ページ表記なし

６月27日 57 ①一面広告
②前号と同一内容

７月４日 24 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. 

III, No. 

7

７月18日 59 ◇対濠通商戦は瘉々展開された。かゝる
対外非常時に於て、我が英文東洋経済の
使命は益々その重要性を増す。例へば、
英濠側が如何に理不盡に振舞っても、彼
等の卓抜せる宣伝力を以てせば、巧にそ
れをカムフラージュ出来る。とすれば、

①一面広告
②新規内容
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日濠貿易の実情に疎い世界の輿論を啓蒙
するには、是非共本誌の如き公正なる所
論が世界中に読まれねばならない。
◇軍備競争の再燃しつゝある折柄、本誌
が行ふ真摯なる国際的提案は蓋し必読を
強ひ得る自信がある。
◇特別寄稿者 B・K・サルカーはベンガ
ル大学の教授たると同時に、著名な経済
評論家である。印度人の観た膨張日本！
これまた看過し得ぬ好論であらう。

７月25日 59 ①一面広告
②前号と同一内容

８月１日 62 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. 

III, No. 

8

８月15日 24 ◇『日本の国際孤立深まる』！！これは
国際日本の現実に対する深刻な警報であ
る。英露協定の成立も、南京政府の英米
依存傾向の濃化も、その包含する意味に
ついては、日本人として三省を要すべき
ものがあらう。
◇深まり行く国際難局は我々に重大なる
一個の示唆を与へる。結局国民的融和の
実現を担当する者は我々民間人である、
と。而してその突端的機関として、英文
東洋経済の存在する事実を認識せられ度
い。
◇国策に関心を有する全日本人が一読を
要する評論を紹介する。八月号所載ミラ
ー教授の特別寄稿がそれだ。所論必ずし
も全面的支持を獲ち得ぬまでも、その根
本的思想には一脈我が胸をうつものがあ
る。

①一面広告
②新規内容

８月22日 43 ①一面広告
②前号と同一内容

８月29日 81 ①一面広告
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②前号と同一内容

９月５日 60 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. 

III, No. 

9

９月19日 26 ◇◆米大統領の提唱する世界平和論は満ち
足れる者の自己防衛論に過ぎない。英国
は植民地、属領を手先に世界平和を攪乱
するものだ。かゝる立言が不当だと云ふ
ならば、『世界平和への途』を熟読して
迷盲を開く必要がある。徹底的平和論者
の徹底的世界平和策をそこに見出すであ
らう。
◇◆アレン教授は日本経済研究の世界的権
威である。英国産業組織の生成を解剖し
つゝ窃かに我が経済組織の動向に意味深
き示唆を与へてゐる本誌特別寄稿は、中
小産業と統制経済に関心を有する者の看
過し得ぬ貴重な説論と云はねばならぬ。

①一面広告
②新規内容
③ Chief Contents

に日本語表記が追
加。

９月26日 68 ①一面広告
②前号と同一内容

９月26日 （一面右上より左下）⦿海外宣伝のチャ
ンス来る！！！
（一面右半分）英文東洋経済を利用せ
よ！！！　輸出は宣伝から！！！
（一面右半分）本誌は単なる宣伝雑誌で
はない。独立自由の立場を護る国際的評
論機関である。然るが故にこそ、その一
言一句は常に世界の視聴を集める。茲に
本誌がもつ宣伝力の絶大さが潜んでゐ
る。而してかゝる真面目にして根強き潜
勢力を利用するとき、宣伝の効果は正に
百パーセントだ。優秀なる海外広告機関
として敢へて自薦する所以である。
（一面左半分）英文東洋経済の信用を視
よ！！！
（一面左半分）—Any one interested in 

①一面広告
②新規内容（最新
号の広告ではない）
③「東洋経済新報
索引・昭和十一年
第三四半期」巻末
に掲載（ページ表
記なし）
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Japan commercial affairs would benefit 

substantially in keeping an courant with 

current developments by subscribing to 

the Oriental Economist. —H. B. Phillips, 

General Motors, N.Y.

—Without doubt I shall f ind in the 
Oriental Economist many an interesting 

item which may prove most helpful in our 

mutual endeavors to further German-

Japanese relations and to bring about a 

successful co-operations between our 

n a t i o n s .  —H e r m a n n  W a i b e l , 

Kommerzienrat, Frankfurt a.M.
—I have seen one number of the Oriental 
Economist, which is very interesting, and 

I shall look forward to following it closely 

through the year. It is a great thing to 

have such a man of independent views 

who at the same time is not afraid of 

saying what he thinks as Mr. Tanzan 
Ishibashi. —Neil Meleolm, British North 

Borneo Co., London.

—It is my intention ton closely study 

“The Oriental Economist” and on basis 

of the knowledge thereby obtained I 

intend from time to time to make short 

lectures in the local Rotary Club of which 

I am a member. —Johan Gran, Bergen, 

Norway.

10月３日 80 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. 

III, No. 

10

10月17日 34 ◇◆排英論の空気が現実日本に横溢せんと
してゐるは蔽ふべからざる事実である。
がこれは決して好ましき現象ではない。
かゝる危機の深化は唯だに日英両国間の
不利たるに止まらず、世界平和の上から

①一面広告
②新規内容
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みて最も憂ふべき事態であらう。
◇◆かくて此の暗雲一掃に関する努力は、
彼我識者間の重大責務と云わねばなら
ぬ。本誌が、英国新聞王ロザミア卿を通
じ全英に対して、我方の卒直なる提案を
試みたのは実に此の意味に於てである。
◇◆所謂図南政策の顕現は必然的に南洋の
一孤島グアムの存在意義を重大ならしめ
る〔。〕蓋しこれは太平洋上に風波を卷
き起す導火線とも幻想される枯尾花だか
らである〔。〕幽霊の正体は速かに芟除
せられねばならぬ。『米国よ、グアムを
日本に譲渡せよ』との要求は決して故な
き立言ではない。

10月24日 84 ①一面広告
②前号と同一内容

10月31日 31 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. 

III, No. 

11

11月21日 56 ◇◆公正なる言論は常に最大の説得力を持
つ。オリエンタル・エコノミストが世界
の識者をリードしつゝある所以は結局茲
に在る。最近各国の言論界が本誌論説を
慎重に採り上げ且つこれが論評に多大の
頁を吝しまぬも、蓋し当然の道理であら
う。而かも夫等の態度が殆ど全く、我々
に対する共鳴であり、賛同である事実は
果して如何なる意義を有するものか。敢
へて全日本の識者に一考を煩はし度い。
◇◆倫敦の一流新聞デイリー・ヘラルド、
十月十九日号の四段抜きトップ記事
“Removing Barriers To Way Peace” By F. 

Williams, City Editor.

は本誌九月号所載 “The Way To Peace”

への全幅的支持である。
◇◆ 十一月号も亦国際的センセーションを

①一面広告
②新規内容
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卷き起すに違ひない〔。〕下記の内容を
一瞥すれば斯る自讃も強ち自負のみとは
言ひ切れぬであらう。

11月28日 24 ①一面広告
②前号と同一内容

12月5日 41 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. 

III, No. 

12

12月26日 72 ◇◆日独・日伊協定の成立、日蘇関係の悪
化、日支交渉の決裂的停頓、続いて支那
国乱と、このところ対外重大問題の殺到
である。オリエンタル・エコノミストの
使命瘉々重きを加ふるは云ふまでもない。
◇◆かゝる折柄、我が官僚・軍部外交の督
励監視は無論必要であるが、殊に要望せ
られるは国民・経済外交の革新的振興で
ある。国民と国民との厚き信頼に依拠せ
ぬ外交は単なる砂上の楼閣だ。
◇◆国民間に於ける真の諒解を促進する為
めには、官報的言論は何等の効果も収め
得ない。その役割を果す特権と機会は常
に、自由独立の言説のみが享有する。敢
へて本誌の一読を薦める所以である。
◇◆ 十二月号の内容は使命の自覚と効果の
確信に充ち満ちてゐる。下掲を参照せら
れ度い。特に支那問題に関心を持つ人士
はカン氏の寄書を看過してはならぬ。同
氏は南京財政ブレーン・トラストの一員
だ。

①一面広告
②新規内容

1937年

OE誌
巻号数

『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

１月９日 58 （右）◇輸出増産は／宣伝から！！！
（右）◇世界四十余箇国の人々が英文東
洋経済を読む。

①１／４面広告
②新規内容。ただ
し、最新号の広告
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（中央）海外宣伝のチャンス！！！
（左）◇真摯な有識階級層が英文東洋経
済を絶讃する。
（左）◇英文東洋経済を利用せよ！！！
（左）□文案翻訳無料・速刻社員参上□

ではなく、OE誌
の一般案内。

Vol. IV, 

No. 1
１月23日 26 ◇◆一九三七年を迎へて、国際日本は瘉々

多事ならんとしてゐる。昨年末を以て軍
縮条約から解放された列強、東西両洋に
於ける軍事行動の関係諸国は益々軍備の
充実に邁進するであらう。
◇◆我が大膨張軍事予算も、畢竟するに、
かゝる世界的情勢の反映に外ならぬが、
果して日本経済はその運営に耐え得るか
どうか。
◇◆その成否は、一に懸って対外関係如何
に在ると云へよう。蓋し政治的にも経済
的にも、国際日本の危機は本年度が最高
頂だ。
◇◆茲に於て乎、オリエンタル・エコノミ
ストの使命は彌々重大となる。世界的に
獲ち得た厚き信用に基き、国際日本の位
地を宣揚するの責任が倍加したのである。
◇◆それにつけても、望ましきは国内読者
の絶大なる支援だ。即時一月号を購読し
て我が国民外交戦に参加されたい。

①一面広告
②新規内容

１月30日 32 ①一面広告
②前号と同一内容

２月６日 27 ①一面広告
②前号と同一内容

２月13日 26 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. IV, 

No. 2
２月27日 22 ◇◆ オリエンタル・エコノミストの評判は、

お蔭を以て、益益よろしい。殊に、独立・
自由・公正なる所論の故に、常に海外の
絶讃を博しつゝあるは、国民外交への重

①一面広告
②新規内容
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大な寄与として、快心の限りだ。
◇◆一月廿二日附週刊マンチェスター・ガ
ーディアン紙の社説 “A Courageous 

Appeal”二月一日附紐育タイムズ紙の
“The Press and Peace”サイアンス・モニ
ター紙（ボストン）の “Peace and the 

Press”等は、最近の反響の一例だが、本
誌の毅然・公平なる態度に驚嘆の叫びと
称讃の声を挙げてゐる。
◇◆それだけに、内容の充実と改善に対す
る努力は、層一層と強められる。一月号
以来 Business Indications 欄を設けて、
財界推移の展望に資したが、二月号から
は更に、 Special Correspondence 欄を新
設し、汎く極東の諸情勢を網羅するに努
めた。

３月６日 38 ①一面広告
②前号と同一内容

３月27日 39 ①1／4面広告
② OE誌の一般案
内

Vol. IV, 

No. 3
４月３日 23 ◇◆ オリエンタル・エコノミスト三月号は

別冊附録をつけた。
Trade and Industry in 1937（４月10日号
以降「1936」に訂正―引用者）: A Year 

of Sustained Recovery がこれである。四
六判四八頁の手頃な一冊に、昨年度の日
本経済各部門の推移を極めて簡明に叙述
して置いた。蓋し邦文の類書にも、これ
だけ要領の良い刊行物は稀れであらう。
本号は此の貴重な付録だけでも、充分座
右に備ふべき価値がある。
◇◆ 本誌一月号掲載のシュタイン氏寄稿
“The Real Income from Export Trade”と
二月号における “The Barter Terms of 

①一面広告
②新規内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

Trade”との論争は世界経済論壇に時な
らぬ話題を提供した。右社説は日本貿易
研究の権威として自他共に許す我が主幹
石橋湛山の執筆にかゝるものだ〔。〕三
月号にシュタイン氏は再批判を寄せた。
石橋は四月号に再反駁を試みるであらう。

４月10日 26 ①一面広告
②前号と同一内容

４月17日 34 ①一面広告
②前号と同一内容

４月17日 225 ①1／5面広告
② OE誌の一般案
内

４月24日 55 ①1／5面広告
②前号と同一内容

Vol. IV, 

No. 4
５月1日 32 オリエンタル・エコノミストは四月号を

以て発刊第三週
ママ

年を送った。想へば此の
三ヶ年間に於ける我が国際関係は未曾有
の変転と危機の連続であった。而かも尚
ほ現下の情勢は国際日本の地位を瘉々難
局に導きつゝある。
かゝる折柄、国民経済外交の尖端機関と
して、我がオリエンタル・エコノミスト
が如何にその使命を果したことか。最近
の各国主要新聞雑誌が、日本の政治経済
に関しては常に本誌の記事を引用してゐ
る事実を顧みられ度い。

①一面広告
②新規内容
③レイアウト変
更。本号以降、
Chief Contents の
日本語表記なし。

５月8日 32 ①一面広告
②前号と同一内容

５月22日 51 ①1／5面広告
② OE誌の一般案
内

Vol. IV, 

No. 5
５月29日 25 国際協調外交は我が国民大多数の声であ

る。にも拘はらず、日本の対外的言動は
①一面広告
②新規内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

屡々排外的であり、多分にファッショ的
であるかの如き印象を、強く諸外国に与
へてゐる。かゝる折柄、現状が日本自体
にとって此の上も無き不幸・不利たるこ
とは云ふまでもないところだが、その根
因は、我が真情を彼等に適当に解釈して
やる能力が此方に欠けている点に在る。
オリエンタル・エコノミストは日本の此
の欠点を補正する殆ど唯一の政治経済評
論雑誌である。此の自信が単なる自負に
過ぎぬかどうかは、現実に五月号を手に
とって見られ度い。

６月5日 23 ①一面広告
②前号と同一内容

６月12日 40 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. IV, 

No. 6
７月3日 34 国内情勢の不安動揺が延いて国際日本に

及ぼす影響はまことに甚大なものがあ
る。最近に於ける政治不安就中瀕々たる
内閣の更迭は、解釈の仕様に依っては、
我が国の前途に対して重大な暗影たり得
る。洋の東西を問はず、ともすれば、フ
ァッショ日本の幻影を描きたがる国の多
きは、決して故無しと云ひ難い。我が国
情の正しき認識眼を海外に培ふことの最
も緊要なる所以は茲に在る。
オリエンタル・エコノミストは使命を右
の自覚に置く唯一の英文政治経済評論誌
である。六月号を巻頭論文『太平洋不可
侵協定を提唱す』から逐一味読の上、一
冊でも多く海外人に紹介されゝば、独り
本誌ばかりの幸ではない。

①一面広告
②新規内容

７月10日 28 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. IV, ７月31日 30 日本の立場と主張とを誤りなく外国に知 ①一面広告
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

No. 7 らしめることが如何に必要であるかは、
今回の北支事変や、又記憶も未だ新たな
乾岔子島事件に際して朝野の等しく感を
新たにせられたところであらう。而かも
そのことたるや、問題が発生してからで
は間に合はない。結局、平素から日本を
海外に向って公平に紹介して置くほか道
はない。日本に於ける唯一の英文月刊政
経雑誌たるオリエンタル・エコノミスト
は茲に於いてその使命の瘉よ重大なるを
覚える次第だが、本号に於いても逸早く 

Review of the Month で、北支事変と満
ソ国境問題を取上げ、その真相と日本の
立場とを世界に鮮明することに努めた。
御愛読と海外人への御紹介を切望する次
第である。

②新規内容

８月7日 26 ①一面広告
②前号と同一内容

８月14日 28 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. IV, 

No. 8
８月21日 26 俄然日支衝突は予想せる最悪の事態を示

現しつゝある。七月号に逸早く此問題を
取上げたオリエンタル・エコノミストは
更に八月号社説の大半を割いて北支事変
の歴史的背景と、北支の経済的発展の現
段階とを能ふ限り詳細且厳正に解剖し我
国の立場を中外に闡明した。且つまた戦
時体制に移行しつゝある日本の財政経済
政策に対しても本誌は若干の獻策を試み
て来たが、幸ひにもそれらは当局によっ
て先般実現された。今次の増税断行、金
準備評価換、日銀の金利引下げがさうで
ある。

①一面広告
②新規内容

８月28日 30 ①一面広告
②前号と同一内容
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『新報』
発行日

掲載
頁

内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

９月4日 33 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. IV, 

No. 9
９月25日 37 支那事変は欧米諸国にも亦一大反響を惹

起し、我国の一挙手一投足は彼等の凝視
の的となって居る。『東洋に於ける最も
権威ある英文政治経済月刊雑誌』として、
既に外人間に定評あるわがオリエンタ
ル・エコノミストは茲に支那事変の重大
性並びに我が経済界の前途について忌憚
なき評論を試み、併せて吾国民の所信と
覚悟を中外に披瀝した。
他方現地特別通信覧を拡充し、事変推移
の報導

ママ

に遺憾なきを期した。大方の御援
助と御叱正を乞ふ次第である。

①一面広告
②新規内容

10月２日 40 ①一面広告
②前号と同一内容

10月９日 37 ①一面広告
②前号と同一内容

10月16日 22 ①一面広告
②前号と同一内容

Vol. IV, 

No. 10
11月６日 25 九ヶ国条約会議が開催された。

而して列強の態度は我国に対し必ずしも
好意的なりとは断じ難い。それは彼等が
歪曲せられたる事実の認識を基礎として
居るからである。この時に当り正しき日
本の姿を海外に紹介せん事を念願とする
オリエンタル・エコノミストの使命は
益々重大となって来た。本『十月号』は
その意味に於いて内容を瘉々充実し、国
民使節としての使命を果さんことを期し
た。大方の御援助を乞ふ次第である。

①一面広告
②新規内容

11月13日 28 ①一面広告
②前号と同一内容

11月27日 64 ①1／5面広告
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『新報』
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内容（主要目次は省略）
備考
①サイズ②内容
③その他

② OE誌の一般案
内

Vol. IV, 

No. 11
12月４日 26 九ヶ国条約会議は予期の如く無為に終っ

た。一方伊太利の防共協定参加をみて現
状打破を要望する国は確然たる陣営に結
成された。満州国に於ける日本の治外法
権は撤廃に決し、相前後して日本産業の
満州国移駐が発表された。戦局は皇軍大
捷の裡に推移して居るが、之に依って我
政治経済機構は一層の緊張を必要とす
る。茲に我がオリエンタル・エコノミス
ト『十一月号』は右記の如く重要問題は
洩れなく取挙げた。幸ひ海外に於て頗る
好評を得て居るのは偏に諸賢の御支援の
賜物と感謝して居る。

①一面広告
②新規内容

Vol. IV, 

No. 12
12月21日 25 茲に本年最終の十二月号を贈る。支那事

変が勃発して以来、我国の対外関係は
益々重要性を加ふるに至ったが、此の間
にあってオリエンタル・エコノミストは
常に我国の経済及び政治動向に就き正し
き主張と報道を海外に紹介することを任
務とした。その努力は認められ海外の本
誌に対する声価は益々高まり、本誌を通
じて我国に呼びかけんとする向も続出し
てゐる。本号所載のジャーナル・オブ・
コンマース主筆ボーゲン氏よりの本社宛
の特電もその一つだ。新年から一層の発
展を期したいと思ふ。

①一面広告
②新規内容

　 （『新報』1934年５月５日号～1938年新年特大号（ただし臨時増刊号を除く）
を基に筆者作成）
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資料３　石橋湛山執筆論説一覧（1934―1937年）
1934年

巻号数 分類 題名／見出し

Vol. I, 

No. 1

REVIEW OF THE MONTH Commodity Prices Up―Stock Prices Leap 

Forward―Record Fall in Money Rates―Reflation 

and Easy Money―Debt Service Costs Reduced―
Export Trade Progress Fair―Public Finances

LEADING ARTICLES The Fai lure of  the Anglo-Japanese Trade 

Conference

Vol. I, 

No. 2

REVIEW OF THE MONTH Rice Values Are Moving Up―Raw Silk backing 

Away from Bottom―Business Activity Is Well 

Sustained―Corporation Earnings Up―Easy 

Money Continues―Gold Reserve on the Increase

―Foreign Trade Activity Sustained―Facts in 

Anglo-Japanese Trade

LEADING ARTICLES Japanese Public Finance

Vol. I, 

No. 3

REVIEW OF THE MONTH Political Condition Chaotic―Financial Policies 

Remain Unchanged―Wholesale Price Upturn 

Continues―Cotton Goods Outflow Still Brisk―
I n d u s t r i a l  P r o d u c t i o n  M o v e s  U p―N e w 

Incorporations Expanding―Deposit Rates Are 

Reduced―U.S. Silver Reserve and the Far East―
Symmetallism or Bimetallism―U.S. Reserve 

Requirements

LEADING ARTICLES Naval Reduction and National Security

Vol. I, 

No. 4

REVIEW OF THE MONTH Okada Ministry Is Ushered in―Emergence of 

Opposition Party―Policies of New Cabinet―200 
Million Yen Bond Financing―Money Easy to 

Continue―Commercial Bank Accounts in June

Vol. I, 

No. 5

REVIEW OF THE MONTH Commodities Are Steady―Raw Silk Quality 

Improvement Urged―Factory Employment and 

Wages―Distribution of Employment by Industries

―State Budget for  1935 -36  Fiscal  Year―
Conversion on of 5% Loans Predicted

REVIEW OF THE MONTH Underlying Causes of Share Collapse―Short 

Period Money Scarce―Bank Investment Portfolio 

Larger―Bank of Japan’s Selling Policy―Fujii 
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巻号数 分類 題名／見出し

Vol. I, 

No. 6

Reiterates Cheap-Money Policy―Earnings Status 

of Big Five Banks―Typhoon Damage in Kwansai 

District―Naval Armament Cut Conference―
Manchurian Bean Recovery Steady―Trade 

Balance Unfavorable to Manchoukuo―North 

Manchuria Railway Transfer Near

Vol. I, 

No. 7

REVIEW OF THE MONTH Another Violent Share Downturn―New Taxation 

Program of Finance Minister―Effect of New 

Impost on Business Analyzed―Current Plane of 

Stock Quotations―Commodity Prices React in 

October―General Trend of Commodity Prices―
Drastic Cut in Farmer Income―Sustained Activity 

in Foreign Commerce―America Would Demolish 

Trade Barriers―Britain-Manchoukuo Trade and 

Japan

Vol. I, 

No. 8

REVIEW OF THE MONTH Shares Are Backing Away from Bottom―
Commodity Markets Remain Undisturbed―Money 

Markets Is without Changes―Yen Currency Shows 

Strength―Industrial Production Moves Up at 

Good Pace―Commercial Banking Credit Not 

Increased―Supplementary Budget for 1934―
Budget Estimate for 1935 Period―Takahashi 

Becomes Finance Minister―4% State Bond 

Flotation Made―Foreign Commerce Gaining Both 

Ways

1935年   

巻号数 分類 題名／見出し

Vol. II, 

No. 1
REVIEW OF THE MONTH Short Diet Session Ends―Seiyukai Is Foiled―

Present Situation―Political Color Map―Military 

C i rc l e s―Barnby  Repor t  ve r sus  Japan―
Washington Treaty Denounced by Japan―
Economic Indexes Moving Upward

LEADING ARTICLES Three Years of Experiment in Paper Currency

Vol. II, 

No. 2
REVIEW OF THE MONTH Demand for Currency Up―Credit Outstanding of 

the Central Bank―Gold Reserve Is Amplified―
Government Bond Financing―Open Market 
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巻号数 分類 題名／見出し

Bond-Selling―Four Year Changes in Bank of 

Japan Accounts―Distribution of Bank Investment

―Japan’s Foreign Balances Ample―Purchasing 

Power Parity of the Yen―Gold Clause Controversy

―Free Trade Era Dawning―No War While Hirota 

Stays

Vol. II, 

No. 3
REVIEW OF THE MONTH Anti-Japanese Policy of China

China Turns Pro-Japanese

Britain-U.S.A. vs. Sino-Japanese Amity

Suspicion Is Unfounded

Sino-Japanese Trade Expands

Early 1935 Trade Balance Adverse

Industrial Profits Up

Wages Tend to Move Up

Vol. II, 

No. 4
REVIEW OF THE MONTH North Manchuria Rail Negotiation Concluded

Payment of Rail Transfer Price

Stimulus to Soviet-Japan-Manchou Trade

Excess Import Balance Shrinks

Long Period Money Continues to Ease

Credit Supply Still Abundant

Bank of Japan’s Bond Portfolios Smaller

Economic Missions Come from Abroad

Political and Currency Unsettlements in Europe

LEADING ARTICLES Factory Employment and Wages

Vol. II, 

No. 5
REVIEW OF THE MONTH Japan, Britain, U.S.A. Wholesale Prices

Britain’s Prices Lack Lifting Power

Sterling Exchange Is Pegged Too Low

Dollar Price of Japanese Commodities

Reciprocal Commerce Agreement Drawback

Capital Issues in First Quarter

LEADING ARTICLES The 1935-36 Budget
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Vol. II, 

No. 6
REVIEW OF THE MONTH Call Money Is Cheap Again

Change in Bank of Japan’s Accounts

Share Investment Return Is Better

Sharp Increase in Stock Supply

Industry at a Standstill

Surplus Stock Non-existent

Higher Cocoons Will Aid Farmers

Farm Income from Cocoons

Collapse of the Franc

Defeat of N.I.R.A.

LEADING ARTICLES Wages and Costs of Production

Vol. II, 

No. 7
REVIEW OF THE MONTH North China Complications

Recognition of Manchoukuo

Budget for Next Year

Commodity Prices Dip

Share Movement Still Downward

Business Activity Moves Downward

Foreign Trade Progress Fair

Trade With China Is on the Rise

Money Market Condition Quiet

LEADING ARTICLES Japan’s New Industrial Revolution

Vol. II, 

No. 8
REVIEW OF THE MONTH Government Issues Term’s First Bonds

State Obligations Readily Absorbed

Savings Deposits Are on the Rise

Takahashi Makes Bond Statement

Depression and Armaments

Japan-Canada Trade Hitch

Egypt Treaty Is Abrogated

LEADING ARTICLES The Banking System of Japan
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巻号数 分類 題名／見出し

Vol. II, 

No. 9
REVIEW OF THE MONTH Stock Market Is Buoyant

Stock Investment Yields Well Up

Financial & Political Uncertainties Eased

Stability Returns to Trade & Industry

Commodity Index Goes Up

Foreign Trade Makes Progress

Business Revival in America Goes On

LEADING ARTICLES The Banking System of Japan （Continued）

Vol. II, 

No. 10
REVIEW OF THE MONTH Share Values in September

Italo-Abyssinian Imbroglio

Where the Stock Market Stands

Commodity Prices Continue Upward

Exchange Rate Fairly Stable

Foreign Commerce Keeps on Expanding

Bank of Japan Weekly Returns

Money Moves Slowly Downward

LEADING ARTICLES The Banking System of Japan （Concluded）

Vol. II, 

No. 11
REVIEW OF THE MONTH Share Market Immune to East African War

Commodity Prices Move Up in October

Business Index Turns Upward

Farm Income on Increse

1935 Crop and Prices

Agricultural Land Values Moving Up

Foreign Trade Is Still Favorable

New Issue of State Bonds

LEADING ARTICLES A Chapter in Japanese History

Vol. II, 

No. 12
REVIEW OF THE MONTH China’s Currency Reform: And Japan

Japanese Attitude Toward Autonomists

Bullish Share Market Seen
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巻号数 分類 題名／見出し

Share Yields Not Too High

Commodity Price Index Moves Down

Import Trade Season Arrives

Changes in Bank of Japan’s Account

1936 Draft Budget Adopted By Cabinet

LEADING ARTICLES China’s Currency Reform and the Powers

1936年

巻号数 分類 題名／見出し

Vol. III, 

No. 1
REVIEW OF THE MONTH Price Movement Without Trend

Firm Undertone Sustains

Rail Loadings on the Increase

Import Balance of Trade Small

Secular Trend in Foreign Trade

Japan’s Gold Production, 1935

Gold Output Last Year

Future Effect of Gold Increase

Cost of Cocoon Production

LEADING ARTICLES Exchange Dumping Charges Refuted

Anglo-American Combine to Check Japan Urged

Vol. III, 

No. 2
REVIEW OF THE MONTH Passing of King George Ⅴ

Accession of King Edward Ⅷ

Diet Is Dissolved

Post-election Alignments

Politics and Business

Naval Parley in Rupture

A Building Race Feared

Business in January

Activity Pace Slackens

Pervading Prosperity
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巻号数 分類 題名／見出し

Final Cocoon and Rice Estimates

LEADING ARTICLES The Abortive London Conference

Washington Conference and National Sentiment

The Unenacted 1936-37 Budget

Vol. III, 

No. 3
REVIEW OF THE MONTH Election Result

Popular Sentiment and the Election

Extraordinary Diet Session

Incident of February 26

Calm Prevails in the Capital

Business Is Undisturbed

Succeeding Cabinet Difficult to Form

Business Faces Forward Confidently

LEADING ARTICLES International Co-operation

Vol. III, 

No. 4
REVIEW OF THE MONTH Complexion of Hirota Cabinet

Party Cabinets in Japan

Popular Concept of Diet and Party

Baba Outlines Fiscal Policy

Stock Market Shaken Badly

Cabinet and Army

Business Is Undisturbed

New Bond Issues and Money Mart

LEADING ARTICLES The Future of Japan’s Export Trade

Vol. III, 

No. 5
REVIEW OF THE MONTH Imperial Message

Out of Political, Social Dilemma

Soviet Union’s Far Eastern Armaments

Japan-China Relations

Relations with England, America

3 1/2% Government Bond Issued

Deposit Rates Marked Down
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Gold purchase Price Raised

LEADING ARTICLES Interest Rates in Japan

The Budgetary System of Japan

Vol. III, 

No. 6
LEADING ARTICLES America, Australia, and Japan

North China Smuggling 

Interest Rates in Japan （Continued）

Vol. III, REVIEW OF THE MONTH Trade War with Australia

No. 7 Conversion Successful

“Normalcy” Restored to Short-Term Money

Cheaper Interest Terms for Corporates

Commodity Prices Hit Year’s Peak

Stocks Revert to Pre-incident Level

Cabinet Begins Policy Sessions

LEADING ARTICLES Interest Rates in Japan （Continued）

BOOKS AND 

PUBLICATIONS

A Hundred Years of Joint Stock Banking / By W. F. 

Crick and J. E. Wadsworth

Vol. III, 

No. 8
REVIEW OF THE MONTH Commodity Prices Unchanged-to-Firm

Shares under Pressure of Tax Increase Plans

Unprincipled News Handling

Share Market after the Panic

Bourses in Japan

Exchange Shares Are Hard Hit

1937-’38 Budget Not Ready

LEADING ARTICLES Interest Rates in Japan （Concluded）

Vol. III, 

No. 9
REVIEW OF THE MONTH Chengtu Incident

Further 3 1/2% Bonds for Conversion

More Debt Conversion

Bond Yields to Be Lower

Capital Issue Market Active
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Government Disbursements

Production, Prices and Foreign Trade

LEADING ARTICLES The Way to Peace

BOOKS AND 

PUBLICATIONS

Nippon: A Charted Survey of Japan, 1936 / By 

Tsuneta Yano and Kyoichi Shirasaki, translated 

into English by Z. Tamotsu Iwado

Vol. III, 

No. 10
REVIEW OF THE MONTH French Franc Goes Off Gold

French Move and Japan

Yen and Pound Value Is Adjusted

World Monetary and Economic Conference

Tripartite Accord Cooperation Withheld

Japan and China Relations

New State Bonds and Tax Increase

LEADING ARTICLES Anglo-Japanese Co-operation

Vol. III, 

No. 11
REVIEW OF THE MONTH Gold Again Flows toward America

Why This Gold Efflux?

Communism vs. Fascism

Japan-China Parley Progress Is Slow

Government Bonds Slide Backward 

LEADING ARTICLES Japan Thwarts Inflation

Vol. III, 

No. 12
REVIEW OF THE MONTH Draft Budget of 1937-38 Term

Analysis of Budget Increase

Finance Minister Makes Announcement

Diet Reform Controversy

War Minister Terauchi Explains

Sian-Fu Coup and Japan’s Diplomacy
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巻号数 分類 題名／見出し

Vol. IV, 

No. 1
REVIEW OF THE MONTH 1936 Increase in State Securities

Easy Money Continues

World Commodity Rise Reflected

Foreign Exchange Stabilization

Import Exchange Subject to License

International Payments in 1935-36

Relations with Foreign States

Tariff Reform and the Diet

LEADING ARTICLES The 1937 Outlook

Vol. IV, 

No. 2
REVIEW OF THE MONTH Shares Aloof to Political Crisis

Bond Market Undisturbed

Break in Japan Bonds Abroad

Commodities Keep Up Steady Gait

Foreign Trade Expansion Marked

Character of New Ministry

LEADING ARTICLES The Political Crisis

Vol. IV, 

No. 3
REVIEW OF THE MONTH Freedom of Speech Returns to Diet

Emperor Meiji’s Democratic Oath

Share Market Is Active and Higher

Japan Prices and World Parity

Gold Shipment Goes Forward

New Foreign Minister Outlines China Policy

Economic Bloc Not Necessary

World Prices and Japan 

Take to the Broad Highway 

LEADING ARTICLES Colonial Open Door

Vol. IV, 

No. 4
REVIEW OF THE MONTH Dissolution a Surprise 

Fascist Regime an Impossibility 
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Shares in Upheavals 

Commodity Prices Soar

Foreign Trade Gains in March 

Business Promotion Heaviest in Year 

Short Term Money Firm 

Bank of Japan Conditions

Semi-government Bank Repayments

Bank Rate Cut or Bond Yield rise?

Final 1936 Period Deficit Loan Bonds

LEADING ARTICLES Bank of Japan Operations

Vol. IV, 

No. 5
REVIEW OF THE MONTH Election Returns 

Hayashi to Stand Pat

International Cooperation 

Britain and North China 

Finance Minister Yuki’s Address 

Emergency Price Commission Formed 

Productive Resources Amplified Rapidly 

Gold Buying Prices Raised 

Labor Shortage and Walkouts

LEADING ARTICLES Boosting Yen Currency

Vol. IV, 

No. 6
REVIEW OF THE MONTH Hayashi Ministry Makes Sudden Exit

Right Reformists without Policies 

Konoe Cabinet Is Installed

Share Market Is Reactionary 

Wholesale Prices Are Losing Ground 

Warehoused Stocks Rise as Prices Fall

Adverse Import Balance Growing 

LEADING ARTICLES A Pacific Non-aggression Pact 
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Vol. IV, 

No. 7
REVIEW OF THE MONTH Amur River Controversy

Soviet-Japan Relations

Lukowkiao Incident

Japan’s Position in North China

Chinese Divisions Ordered Northward

Konoe Ministry Set to Work

LEADING ARTICLES Foreign Exchange Control

BOOK REVIEWS The Theory of Forward Exchange / By Paul Einzig

Vol. IV, 

No. 8
REVIEW OF THE MONTH North China Crisis Expenses

Emergency Tax Increase Decided On

Mounting Bond Emissions

Bank of Japan Rate Reduction

Bank of Japan Eligible List

Gold Purchases and Shipments

Revaluation of Gold Backing

Balance of International Payments

LEADING ARTICLES Causes of North China Trouble

Vol. IV, 

No. 9
REVIEW OF THE MONTH Extraordinary Diet Session Is Convened

Shanghai Becomes Scene of Struggle

Supplementary China Incident Expenditure

Conflict Expenses ¥2,600 Million

Financial Burden and Resources

Bond-Financing Policy Unsound

Foreign Trade and Investment Control

LEADING ARTICLES The Incident and Financial Outlook

Vol. IV, 

No. 11
REVIEW OF THE MONTH Italy Adheres to Anti-Red Pact

Alliance of “Have Nots”

Opposing Camps of Nations

Nine Power Pact Parley
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Treaty Incompatible with World Conditions

Wartime Expenditure Still Negligible

Invisible Trade in 1936

LEADING ARTICLES Aikawa Interest Enters Manchoukuo

Vol. IV, 

No. 12
REVIEW OF THE MONTH Rapid Developments of War Situation

Protracted War Benefits Japan

Japan’s Demand May Become Heavy

Fundamental Peace Terms

Bond Emission and Central Bank

New Budget Conjectures

　 （OE誌1934年５月号～1937年12月号を基に筆者作成）




